
    
      
        
      
    

  
目次

てのひらにひとひらの花はな

一　叶うなら、このまま眠るように

二　それでも、せめて最後は

三　空の高さ、空の青さ

四　てのひらの花

五　別れとミカの誓い

六　初めての友達

七　ひとひらの闇

八　越えられない溝

九　小さなミカの誓い

十　誰よりも君を愛す

番外編　イールの暮らし

【既刊案内】

【書誌】


てのひらにひとひらの花はな





ｂｙ　宵




一　叶うなら、このまま眠るように







「もう売り物にはならんな。明日の朝、処分しよう」

　家畜用の小さな檻の中を覗き込んでいた男は、無慈悲にそう吐き捨てた。

　その檻の中で丸くなるように横たわり、ボロ切れに包くるまって震えていたミカの耳にも、それはかろうじて届いていた。

　身体中が痛くてとても寒くて、息苦しかった。この痛みと苦しみから解放されるなら『処分』されてもいいとミカは思っていた。

　生きていられたとしても、またどこかに売られ、同じ目に遭あう。

「子供はやはり扱いが難しい商品だな。すぐに壊れて返品されちまう」

　この男たちが扱う品は主に『見み栄ばえのいい若い娘』だが、稀にミカのような少年や子供も扱う。『需要』があるからだ。

　彼らは人間を売買する事を公に許された商人だ。

　言ってしまえば『奴隷商』だ。主に連行されてくる流民るみんの売買を行う。

　流民は疫病や治安の悪化を招く、忌いまわしい厄介者だと思われていた。それを口実に、国は流民狩りを行う。そこで狩られた流民や棄き民みんを買い取り、売りさばく商売は、この国だけではなく周辺の国々でも行われていた。狩られた人々は、こうして『商品』として店に並び、売買される。

「うまいこと売り抜けたと思ったんだがなあ。やれやれ、手間かけさせやがって」

　男はミカが閉じ込められている檻に布を被せ、間仕切りのカーテンを引くと、繋がれたまま座り込んでいる娘たちに向き直った。

「おい、お前たち。もうすぐ客がくる。店に並べ」

　座り込んでいた娘たちは虚ろな目をしたまま、大人しく従う。ミカに同情の目を向ける娘もいるが、誰もが『明日は我が身』だと思っていた。

　買われた奴隷が大切に扱われるはずがない。おもちゃのように使い捨てられる事もある。飽きればまたどこかに売り飛ばされる事もある。死ぬまで酷使こくしされる事もある。ミカのように病気になるまで責め苛まれ、店に返されて『処分』される事もある。

　人として扱われる事は、まずない。

「今日の客は、サクロナ王国一の貿易商の息子だ。若くて金を持った男だぞ？　せいぜい媚こびを売るがいい。いい暮らしをさせてもらえるかもしれないぞ」

　男の嘲あざけるような声が響く。

　客を迎え入れる為に焚たかれた香の、甘く淫靡いんびな薫りが漂う店の片隅で、ミカは静かに目を閉じる。

　死んでしまえば、父さんや母さんに会えるだろうか。

　高熱にうなされながら、ぼんやりと考える。

　ミカたちロサ族は定住しない。諸国を渡り歩きながら、鋳掛いかけや歌や踊りの芸事、薬草などを商って暮らしていた。先祖代々、自由に色々な国を移動しながら生活していたが、サクロナ王国への街道に差し掛かった時に、武装した兵士の集団に襲われた。

　ミカたち一族は、近年この周辺の国々が流民狩りに力を入れている事を知らずに、無防備に踏み込んでしまった。

　ロサ族のような流れ者は、捕らえられて売り飛ばされるだけではなかった。定住しない彼らは、財産の全てを常に身につけている。ロサ族は主にその財産が狙われていた。

　兵士たちに全財産を差し出し、ミカだけは見逃してくれと請こうた両親は、ミカの目の前で無慈悲に切り捨てられた。

　連行されながらミカが見たものは、血染めの亡骸なきがらの山だった。おびただしい数の遺体だった。乳飲み子まで殺され、投げ捨てられていた。

　ミカは自分が生き残れた理由を知らなかった。生き残れたのは、まだ幼いものの『高く売れる』容姿をしていたからだった。

　高熱はミカの意識を泥沼へと引き摺り込んでいく。

　このまま生きていても、もう両親はどこにもいない。一緒に旅をしていた一族の者も、皆殺されてしまった。貧しいながらも幸せだったのに、もう戻れないと分かっていた。

　たったひとり生きて逃れたとしても、もう、どこにも行くところがない。ミカを待っている家族も、一族の者も、もうこの世にいない。もしかしたら自分の他にも生き延びた者がいるかもしれないと、そんな明るい希望を抱けなかった。

　生き残れたとしても、ミカのように死ぬまで酷使される奴隷だ。現に今、ミカは死にかけ、処分されようとしている。

　生きていてもいいことなんか、ない。

『処分』は痛くて、辛いだろうか。叶うなら、このまま眠るように、永遠に目が覚めなければいい。

『処分』が怖かった。殺されるのはどんなに恐ろしく、苦しい事なのか、不安でしかたなかった。







「これはこれは、ルベール様の坊ちゃま。お待ちしておりました」

　気味が悪いくらいに媚びた男の声が響く。

「今日は坊ちゃまの為に、選りすぐりの娘を用意致しました。さあ、どうぞこちらに」

　店の隅で忘れ去られたミカの耳にも、切れ切れに声は届いていた。聞こえてはいても、内容はまるで理解できていなかった。それくらいに熱は高く、意識は曖昧あいまいだった。

　切れ切れに話し声が聞こえる。どんな内容だとしても、明日『処分』されるミカには関係がない事だ。

　どれくらい時間が経ったのか。朦朧もうろうとするミカには分からないが、突然、檻にかけられていた布が引き剥がされた。

　滲にじむ視界で見上げると、黒髪の若い男が檻の中を覗き込んでいた。今まで会った事も見た事もない、若い男だった。

　長く艶やかな黒髪に、切れ長の青い瞳を持ったその男は、驚いたような顔でミカを見下ろしていた。

　その男の唇が、ミカを見つめたまま、動く。

　ミカには何も聞こえなかった。何を問われているのか、何を言われているのか、分からなかった。何か答えなければ、また叩かれるかもしれない。そう思っても、言葉は声にならなかった。

　男は後ろを振り返り、何かを叫んでいるようだった。

　何故、この人は怒ったような顔をしているんだろう。

　意識は保てなかった。ミカは眠るように、暗闇の中に沈み込んでいく。


二　それでも、せめて最後は







　エルネストに奴隷を買う事を勧めたのは、父親だった。

　サクロナ王国最大の海洋貿易商『ルベール商会』を営いとなむこの父親は、とても人の良さそうな顔をしているが、良くも悪くも、商人だった。無駄な物に金を使わない男だ。

　エルネストは既にサクロナ首都の実家を離れ、地方都市エリンに住んでいた。これは父親の提案だった。静かで景色の良い地方都市での静養を勧めたのだ。

　子供の頃からエルネストに仕え、転居先のエリンでも仕えてくれたバルテルが高齢の為、隠居する事になり、それで新しい従者を雇わなければならなかった。

　そこで父親が提案したのは『奴隷を購入する』事だった。

　多忙な父親がわざわざエリンまで来る事はない。この件も、月に数回ほど送られてくる仕送りの荷物と一緒に、手紙が送られてきた。

『家事のできる若い女の奴隷を何人か買って、身の回りの事をさせた方が、今後何かと役にたち、都合がいいだろう』

　父親からの手紙にはそう書かれていた。

　健康だった頃のエルネストを知る実家の使用人たちに、今の姿を見られたくなかった。その従者たちに憐あわれみの目で見られるくらいなら、見ず知らずの奴隷を使う方が、まだましではあった。

　父もエルネストの心情を考えての提案だったのかもしれないが、エルネストは『もうお前は結婚なぞできない身体だ。妻を娶めとる代わりに、奴隷を持て。お前を相手にするような女はいない』そう言われているような気がしてならなかった。

　その通りだ。金で買った女にしか相手にされないくらい、今の自分はみじめな存在だと、エルネストは悲観せずにいられなかった。




　父親譲りの黒髪と青い瞳は、母親譲りの端正な美貌を更に魅力的に引き立てた。エルネストは優美な容姿だけではなく、才知にも恵まれていた。

　家業を継ぐ事は、エルネストの夢でもあった。巨大な商船団を率いて、様々な国を巡る。苦難も勿論ある。死の危険もある。それでも見た事もない国や人、美術品や特産品、遺跡や自然に出会えるこの仕事は、エルネストの憧れだった。

　いつか世界を相手に商う為に、勉学も人並み以上に努力し、十五歳にして三カ国語を話す事ができた。両親にも周りの人々にも愛され、自信に満ちあふれた人生だった。

　将来はルベール商会を継ぎ、良家の美しい妻を娶り、世界を股にかける首都の大商人として生きていくのだと疑いもせず、信じていた。そうなる未来しか考えられなかった。そんな華やかな未来が当然やってくるはずだった。

　十五歳の時に落馬事故に遭うまでは、疑いもせず信じていた。

　突然起きた不運な事故で、エルネストは一命を取り留めたものの、左足に重い麻痺が残った。

　あれから五年が経ち、今年二十歳になろうとしているのに、麻痺した足は元に戻る気配がまるでなかった。杖がなければ歩くことさえできず、変わらずに不自由なままだった。

　エルネストは跡継ぎから外された。

　跡継ぎなら他にも優秀な弟たちがいる。杖がなければ歩けないようなエルネストを、あえて跡継ぎにする理由はなかった。

　海洋貿易を主体にしているのに、船にも乗れず買い付けの旅にも出られないエルネストに継がせなければならない理由なぞ、ない。

　地方都市エリンへの転居は父の提案だったが、エルネストは厄介払いされたと思っていた。だが、父親はこれで本当に、エルネストの将来を考えてくれたのかもしれない。

　首都に住み続けながら、華やかに活躍する弟たちの姿を見せつけられるのは、跡継ぎとして育てられたエルネストにとって、耐えがたい事だったのではないだろうか。







「これはこれは、ルベール様の坊ちゃま。お待ちしておりました」

　にこやかな表情で現れた恰幅かっぷくのいい男は、大変な歓迎ぶりだった。サクロナ王国最大の貿易商の息子だ。いい買い物をしてくれるだろうと、期待に満ち溢れている。

「ルベール様から承うけたまわっております。本日は坊ちゃまにふさわしい、見目麗しい娘を取り揃えておりますよ」

　坊ちゃま、という呼ばれ方にたまらなく嫌悪感を持つが、二度とこんな奴隷商の店なぞ立ち入る事はない。好きに呼ばせておけばいいとエルネストは思った。

「こちらの椅子にどうぞ」

　店主に促されるまま、杖を頼りに重い左足を引き摺りながら歩き、椅子に座る。

　この店への道すがら、奴隷市場の中を馬車で通り抜けてきたが、イメージしていた『奴隷市場』よりは数段衛生的で、汚らしい場所ではなかった。並んでいるものが違えば、街の市場とそう代わりはない。

　市場に並ぶ店の前には堂々と巨大な檻が置かれ、中には子供も大人も詰め込まれていた。木造の乱雑な造りの檻も、鉄製の頑丈な檻もある。

　まるで商店の商品のように、値札らしきものがつけられているものもあった。いや、確かに商店だ。扱っている商品が牛や豚、野菜や果物などではなく、人間なだけだ。

　首都の屋敷にも奴隷はいたが、身近な存在ではなかった。皆、下働きの下級使用人のような扱いで、傍に仕えるようなものではなかった。遠い存在だった。

　市場に並ぶ閉じ込められた奴隷たちは、皆一様に虚ろな目をし、力なくうなだれ、薄汚れたボロを纏い、まるで亡者のようだった。奴隷を見慣れていない者にとって、あまり気分のいい光景ではない。

　父親が懇意にしていると言っていたこの店は、市場の雑多な店に比べ、数段小綺麗な店構えだった。もしかしたらそういった性的な要望に応えられる『品揃え』を主体にしている店なのかもしれない。内装も高級感があり、香まで焚きしめていた。

「選りすぐりの商品を取りそろえておりますよ」

　店主は満面の笑みで饒舌じょうぜつに話し続けるが、少しも興味が持てなかった。エルネストは投げやりな気持ちで店主の話を聞き流し、早くこの場から立ち去りたいとそればかり考えていた。

　ぼんやりと聞き流していたエルネストの前に、鎖くさりで繋がれた十数人の娘たちが引き出される。

　小綺麗こぎれいな装いに薄化粧を施ほどこされた娘たちは、揃って不安そうな表情のまま、目の前に並ぶ。甘い香りを漂わせる娘たちは皆、暗く押し黙ったままだ。

　そんな重く沈んだ娘たちとは対照的に、店主は自慢げに『商品説明』を始めた。

「お勧めは、こちらのルルシャ人の娘です。まだ十六歳で、正真正銘、生娘です。美貌なだけではなく、大変大人しい気性で、それに文字の読み書きもできます。どうやらルルシャの貴族の娘だったようで、立ち居振る舞いにもとても気品がございますよ。……それから、こちらの黒髪の。こちらは流民狩りで先日集められたばかりですが、歌と踊りが非常にうまく……」

　ルルシャ王国は何年か前に敗戦し滅んで以来、こうして奴隷として国民が売りさばかれている。奴隷はそういった敗戦国の民か、流民か、もしくは奴隷が産んだ子供か、どれかだ。自ら買った事がなくとも、それくらいはエルネストも知っている。

　全く興味が持てないエルネストは奴隷商の商品説明に適当なあいづちを打ちながら、店の中を見渡していた。

　欲しくもない女奴隷を適当に買って帰れば、それで用事は済む。

　見た目はどうでもいい。老齢のバルテルの代わりに働けて、そこそこ気立てのいい娘がいるなら、それを買って帰ればいい。

　そんな事を考えながら、もう二度と立ち入る事がないであろう奴隷商の店内を眺めていた。鑑賞に堪えるような、華美な装飾品はさほどない。豊かな貿易商の家に生まれたエルネストにとっては珍しくもない異国の家具や美術品が少々と、空からの檻がふたつほどあるくらいで、他の『商品』は店の奥にでもしまわれているのかもしれない。奥へと通じる廊下があった。

　店内に、エルネストの興味をひくものは何もなさそうだった。

『商品』を熱心に説明する奴隷商に、もう説明はいい、と声をかけようとして、エルネストは気付いた。

　店の隅、重いカーテンの影に、みすぼらしい木造の檻が見えた。ささくれだった木と枝で組まれた、乱雑な檻だ。

　エルネストの座っている場所からは、檻の一部分しか見えない。

　その檻の中に、みすぼらしく痩せた、細い足が見えた。薄汚れ垢あかじみた、小さな足だった。どう見ても、子供の足だ。

　思わずエルネストは椅子から立ち上がり、杖を取りよろよろと足を引き摺りながら踏みだした。重いベルベットのカーテンをめくると、そこには小さな檻があった。家畜を取り引きする檻くらいの大きさだ。

　檻の中には、痩せ細った小さな子供がぼろ布に包まり、横たわっていた。猫のように背を丸め、目を閉じ、がたがたと震えている。汚れた青白い手足とは裏腹に、頬は真っ赤だった。

　エルネストは言葉に詰まる。豊かな家庭で育った彼にとって、衝撃的な光景だった。

　こんな痩せこけた病気の子供を見たのは、初めてだった。ぼろ布に包みきれない手足には、変色した殴打おうだの痕がある。今まさに、エルネストの目の前で、小さな命の火が消えようとしていた。







　何故、こんな死にかけた子供を買ってしまったのか、自分でも分からない。

　エルネストが病気の奴隷を連れ帰ると、出迎えたバルテルは心底驚き、呆れたようだった。

「何もこんな、死にかけた奴隷を買わなくとも……」

「できる限りでいい。手当をしてやってくれ」

　バルテルに言われるまでもなく、自分でも何をやっているんだ、とエルネストも思っていた。

　子供はひどい高熱で痩せ細っている以外に、怪我も負っていた。見えていた手足だけではなく、背中や腹にまで、痣あざや擦すり傷きずがあった。汚れた身体を拭いてやり、傷の手当てを済ませベッドに寝かせるまで、エルネストはできる限りバルテルを手伝った。

　最初は呆れていたバルテルも、落馬事故以来、閉じこもり無気力だったエルネストが自分から行動しているのに気付き、何も言わずに子供の手当をしてくれた。

　後先をまるで考えない行動を取ってしまったが、手当が済んで一段落つくと、エルネストもやっと冷静に考えられるようになっていた。

　この子供が、生きて明日の朝を迎えられるかは分からない。

　今、してやれる事は、高熱の身体を冷やしてやり、水分を取らせ、よく眠らせるくらいか。今更手を尽くしても、もうこの子はそう長くは生きられないだろう。

　助からなくとも、冷たい檻の中で、誰にも顧かえりみられずに息を引き取るよりも、清潔なベッドで安らかに、人として息を引き取る方がいいだろう。

　エルネストは自分から進んでバルテルに手当の仕方を教わり、子供に付き添っていた。

　今までこんな、誰かの世話をしたことなぞなかった。かしずかれるのが当然の生活だった。

　こまめに子供の汗を拭い、冷たい水で絞った布を額に乗せ、冷やしてやる。乾いた唇に水を含ませた布を押し付けてやっても、子供はあまり水を飲み下せないようだった。

　何故、こんな死にかけた奴隷を買ってしまったのか。

　奴隷商が言っていた。この子は流民で、一度は売れたもののすぐに病気になり、店に返された不良品だと。

　エルネストが望んで不自由な身体になったわけではないように、この子も望んで病になったわけではない。

　善人のつもりはない。自分が優しい人間だとも思っていない。善行をするつもりもなかった。

　それでも、せめて最後は、あんな檻の中ではなく、明るく清潔な場所で眠りにつかせてやりたいと思ったのだ。







　いつの間にか眠ってしまったようで、エルネストは窓辺から差し込む朝日と、小鳥のさえずりで目が覚めた。

　椅子の背もたれに寄りかかって眠ったせいで、背中がこわばって痛かった。軽く伸びをしながらベッドに目をやり、思わず目を見開く。

　朝にはきっと冷たくなっているだろうと思われた子供は、生きていた。朦朧としているようだったが、寝具の中で震えながら目を開けていた。

　エルネストは驚きのあまり、すぐには言葉が出てこなかった。そもそも生きて朝を迎えるとは思っていなかった。語りかける言葉なぞ、考えていなかった。

「あ、ああ……俺は、エルネストというんだ」

　何を言えばいいのか、本当に分からない。戸惑いながらエルネストは子供に語りかける。

「もうあの奴隷商のところには、帰らないでいい。……俺が買ったから、今日から俺が主人だ」

　そもそも、流民にこの国の言葉は通じるのか？　そんな事を考えながら、エルネストは根気よく話しかける。

「今は何も考えずに、眠れ。元気になってから話そうか。……ああ、でも」

　この子供をどうするかなんて、何も考えていなかった。それでも、この子が生きて朝を迎えられた事を、喜ばずにはいられなかった。

「名前を教えてくれないか。何て呼べばいいか、分からない」

　子供は怯えたように震えていたが、それでも口を開いた。

「……ミカ……」

　掠れた小さな声でそう答えると、再び目を閉じた。眠ると言うよりは、気を失ったようだった。起きていられるほど体力がないのだろう。

　言葉は通じる。思えば、一度は売れて返されたと言っていた。店で教育されたか、売られた先で覚えたのかもしれない。

　ミカと名乗った子供の額に冷たい水で絞ったタオルを載せてやりながら、エルネストは考える。

　まだまだ予断を許さない容態だ。奴隷を診てくれる医者がいるかは分からないが、バルテルに聞いてみる事にする。

　奴隷制度に疑問を持つ事も異を唱えるつもりも、慈悲深い優しい人間のつもりもない。他人の事なんか、事故以来、考えた事はなかった。

　自暴自棄になっていたエルネストでも、瀕死の憐れな子供を目の前にして、見捨てられるほど人の心をなくしたわけではなかった。

　事故から閉じこもり、誰にも心を許さず、他人を寄せ付けなかったエルネストが、初めて他人を気にかけていた。







　次にミカが目を覚ました時、エルネストは席を外していて、戻ってきたところだった。

　部屋のドアを開くと、エルネストに気付いたミカはベッドから飛び起きようとして、転がり落ちた。

「おい、大丈夫か」

　杖をつきながら傍に歩み寄ると、ミカは小さく呻きながらよろよろと身体を起こしエルネストの目の前で、頭を床に押し付けるようにひれ伏した。

「ご、ごめんなさい。もう大丈夫です。働けます」

　ミカが名前以外に初めて口にした言葉だった。むき出しの床に伏したミカの背中は、小さく震えていた。

　奴隷商は『返品された商品』だと言っていた。買われた先でミカがどんな扱いを受けていたのか、うっすらと想像がつく。

　エルネストの杖が床に触れ、こつ、と音を立てた瞬間、びくっ、とミカの背中が跳ね、更に小さく縮こまった。

　杖で殴られると思っているんだ。

　そう気付いた瞬間、エルネストはなんともいえない苦々しい気持ちになった。

　こんな小さな子供が殴られ、痩せ衰えるまで働かされている現実を、今まで知らなかった。

「……起こしてやりたいが、見ての通り、俺は足が不自由なんだ。だから手を貸してやれない。自分で起きてベッドに戻ってくれ。殴ったりしないから、安心しろ」

　ひれ伏していたミカは恐る恐る、顔を上げた。

「で、でも」

「病気の子供を働かせるほど人手に困っていないが、だが元気になったら手伝ってもらいたい仕事はある。だから今は病気を治せ」

　ミカはまだ小さく震えていたが、素直に身体を起こし、ベッドに這い上がった。

　毛布に潜り込みながら、ミカは戸惑っているようだった。どう振る舞えばいいのか分からないのか、落ち着かずにエルネストの様子を窺っていた。

「……なんだ？」

　エルネストは残念ながら自分の威圧的な外見や言動に、気付いていなかった。

　闇やみ色いろの黒髪に切れ長の青い瞳は、優美で魅力的な容貌ではあったが、温厚そうな見た目とは言いがたかった。左の眦まなじりにある小さなほくろは端正な美貌を引き立てていたが、どこか冷たい印象を与えていた。そして事故後は引きこもりがちになり、口数も減り、周りからは『神経質そうな、気難しそうな』男に見えていただろう。いや、実際、自由に歩ける健康な身体と同時に、明るさも失ってしまっていた。

　ミカは口籠もりながら、ぼそぼそと不安を口にした。

「働けないなら、処分するって……」

　こんな子供にひどい言葉を浴びせていたのは、あの奴隷商か、それともミカを買った主人か。

　あまりに惨むごい奴隷の現状に、思わずエルネストは眉をひそめる。

「俺はそんな事をするつもりはない。まあ、働いてもらいたいからお前を買ったが、病気のまま働かせようなんて思っていない。覚えているか分からないが、俺の他にじいさんが手当をしていただろう。あれはバルテルというんだが、元気になったら、あのじいさんの仕事を手伝ってもらうつもりだ」

　ミカは少々驚いたような顔をしていた。休めると思わなかったのか、ひどく戸惑っているようだった。まるでエルネストの言葉を噛みしめるようにしばらく黙り、それから小さく頷いた。

「早く元気になって、働きます」

　もうすり込まれてしまっているのだろう。働けなければ殴られたり殺されたりすると思い込んでいる。エルネストは小さくため息を洩らし、話題を変えようと話を振る。

「何歳なんだ？」

「十五歳です」

　絶対に嘘だろう。どう見ても十歳くらいだ。

「嘘つけ」

「本当に十五歳です」

　恐らく、奴隷商にそう言えと言われたのだろう。あまり小さすぎると弱く、酷使に耐えられず働きが悪いと判断されるからか。

「本当の年齢を言え」

「十五歳です。もう大人です。働けます」

　らちが明かない。正確な年齢はもうこの際どうでもいい。

　何歳でも働ける範囲で働ければそれでいい。そう考えてから、ふとミカを買った店を思い出す。甘い香りが充満した、いやに小綺麗な店だった。市場で見た他の店とは内装も違い、娘たちも化粧まで施されていた。

　そもそもエルネストの父親は、そういう処理の意味も込めて奴隷を買えと言っていて、エルネストにあの店での購入を勧めた。店に入るまでは深く考えていなかったが、思えば『性的な要望に応えられる品揃え』の店だった。

　まさか、こんな子供を？

　今、思い至った自分の考えに、背筋が冷たくなる。

　ミカは確かに可愛らしい子供だった。薄汚れて痩せ衰えていても、濃い榛はしばみ色いろの瞳と明るい栗色の髪で、聡さとそうな子供に見える。もしも健康だったなら、それは綺麗な、愛らしい子供だったのではないだろうか。

　主人の性的な要望に応じられるように、年齢を偽いつわらせているのか？　いや、いくら偽ったとしても、無理がある。あまりに小さく、幼い。

　エルネストは思い当たった忌いまわしい考えを振り払う。

「お前は流民だと聞いた。サクロナの言葉は分かるようだが、どこの国の者だ？」

「……ロサ族です」

　ロサ族は放浪しながら定住せずに商売をする民族だ。文字をもたないが、独自の言語を持ち、大陸中を移動しながら生活している。

「お前の……」

　家族は、と問いかけようとしたところで、ミカの様子に気付いた。

　まだ熱も下がりきっていない。弱った身体のままだ。無理をさせたようで、ミカはぜいぜいと苦しげな息を吐きながら、目を伏せていた。

「無理はしないでいい。……よく休んで、眠るんだ」

　ミカは小さく頷く。

「旦那様、ありがとうございます」

「名前で呼んでくれ。俺の名前はエルネストだ」

「はい。エルネスト様」

　エルネストが傍にいると、ミカはとても気を遣うようだった。眠りに落ちそうになっては、はっとしたように目を開く。エルネストを恐れているのだ。

　小さな子供がこんなに怯えているのを見て、平静でいられるほどエルネストは冷たくはなかった。

「眠っていいんだ。何度も言うが、お前を殴ったり怒鳴ったりはしない。まずはゆっくり眠るのが、今のお前の仕事だ」

　必死で目を開けようとしていたミカの瞳が、じわり、と滲にじみ、横たわったミカの眦から大粒の涙が溢れ、青白い痩せた頬を伝い落ちた。

「……ありがとうございます」

　ミカの押し殺した泣き声を聞きながら、エルネストは部屋を後にした。

　言葉にできないほど、胸が痛んでいた。こんなやるせなさを今まで感じた事はなかった。







　結論で言うと、流民の奴隷を診てくれるような医者はいなかった。だが金の力でどうとでもなる。跡継ぎから外されても、残りの人生で不自由しない資産はエルネストにもある。

　流民の奴隷、しかも弱り切った子供に入れ込むのは、端はたから見ればどうかしているように見えるかもしれない。バルテルも、エルネストが自主的に、意欲的に行動するようになったからこそ、苦言を口にせず見守ってくれているが、内心は困惑しているようだった。

　ミカを診察した医者は、よく休ませて栄養を取っていれば、すぐに回復すると言っていた。恐らく殴打された痕であろう、痣あざや擦すり傷があるが、骨折はしておらず、それもそのうち治るとの事だった。

　死地を脱したミカは数日もすると熱が下がり、起き上がれるようになった。

　起きて少し動けるくらいの体力がミカに戻ったところで、バルテルは「この臭においだけは許せません」と主張し、通いのメイドとふたりがかりで風呂に入れ、ミカをピカピカに磨き上げた。

　綺麗に洗い上げられたミカは、優美に長い手足を持った可愛らしい子供だった。少しいい服を着せたら、とても流民だとは思えないような気品さえ感じられた。

　熱も下がり動けるようになったミカは、積極的にバルテルやメイドの手伝いをするようになった。

「もう少し元気になるまで休んでいたらどうだ？」

　熱心に廊下を磨くミカにそうエルネストが声をかけると、ミカはとんでもない、と首を振った。

「もう元気です。働けます」

　ミカは二言めには「働けます」と口にする。

『働けなければ暴力をふるわれたり、殺されたりする』と思い込んでいるミカを無理に休ませるよりは、多少仕事を手伝わせた方が、安心するようだった。

「とても一生懸命働いていますよ。器用で仕事も丁寧で、真面目な子です」

　最初はいい顔をしなかったバルテルも、ガリガリに痩せこけていながら懸命に役にたとうとするミカが可愛くなっているようだった。

　だがミカは、主人であるエルネストの事を、まだ恐れていた。

　ミカがここに来るまでに、どんな目に遭っていたのかあまり考えたくはないが、想像がつく。思い当たる事があるだけに、エルネストもミカとどう距離を取ればいいのか、分からなかった。

　単純に、奴隷と主人だ。それ以上でもそれ以下でもない。元々バルテルの代わりになる、気軽に仕事を言いつけられる奴隷が欲しかっただけだ。ミカの事は仕事を引き継がせたいバルテルに任せればいい。

　分かっていてもミカの様子が気にかかるのは、死にかけた姿を見てしまったからかもしれない。

　今まで自分の殻からに閉じこもっていたエルネストの、変化の始まりだった。


三　空の高さ、空の青さ







　本当に、叩かれる事はなかった。怒鳴られる事もなかった。

　ミカは起きられるようになってすぐにバルテルの手伝いをするようになったが、バルテルも通いでやってくるメイドも、ミカに手を上げない。それどころか、病み上がりだから無理はしない方がいいと、休むように勧めてくれた。

「働けます。大丈夫です」

　そうミカが言うと、バルテルに少し悲しそうな顔をさせてしまった。

「エルネスト様も私も、お前を叩いたりしないし、怒鳴ったりもしないから、無理をしなくていいんだよ」

　その言葉通りで、ここでは誰もミカを怒鳴りつけず、寝たきりで少しも働けていない時でも、食事をもらえた。

　以前の主人は、ミカの『仕事ぶり』が気に入らなければ、容赦なく殴りつけていた。鞭むちで打たれる事もあった。食事も『仕事ぶり』がよければ、主人の足元で食べる事が許されるが、もしも機嫌を損ねれば、食べられない事もあった。

　ここでは、毎日バルテルやメイドと一緒に、厨房のテーブルで食事をさせてもらえた。食べるものも、彼らと同じ料理だった。それどころか、メイドは間食にジャムを塗ったパンまで与えてくれた。ミカが受け取っていいのか分からず、もじもじして手を出せずにいると、この年配の、アンナというメイドは「子供は間食をしないと大きくなれないからね。ちゃんと食べて元気に働くと、エルネスト様もお喜びになるから、食べるのも仕事だよ」と笑っていた。

　与えられる仕事も、ミカにとってつらくないものばかりだ。

　片付けや掃はき掃除や拭き掃除、野菜の皮むきや、洗濯の手伝いなど、両親や一族と暮らしていた頃にもやっていたような仕事で、少しも苦にならない。

　前の主人の家は大きな屋敷で、ミカは逃げ出さないよう繋がれて過ごしていたが、ここでは自由に歩き回れた。ミカはそれがとても嬉しかった。

　エルネストの屋敷はそれほど大きくはなかった。バルテルが『エルネスト様は人嫌いで賑にぎやかなのが苦手なので、人を雇いたくないんだよ。だからお屋敷も少人数で管理できるように、小さめなんだ』とミカに説明してくれた。

　小さいが、豪華なのはミカにも分かった。この屋敷は階段の手すりにまで草花の彫刻が施され、どこの街でもまだ珍しいガラスの窓がたくさんあった。

　そして肝心の主人であるエルネストは、滅多めったにミカの前に現れなかった。

　バルテルの言う通り人嫌いらしく、大抵ひとり書庫に閉じこもっていて、ミカはまず顔を合わせなかった。

　ミカの命の恩人であるが、エルネストはとても気難しそうに見えた。いつも少し怒ったような口調で、ミカはそれが少し怖かった。

　エルネストに声をかけられたのは一回くらいで、まずミカの目の前に現れない。それですっかり油断していた。

　窓のガラスを拭いていたミカは、あまりに熱心に拭いていたので、声をかけられるまで気がつかなかった。

「ずいぶん元気になったな」

　思わず手にしていた掃除用の布と磨き粉の袋を落としそうになりながら、慌てて振り返る。

「あ、あっ、あの、おはようございます、エルネスト様」

　エルネストはミカの狼狽ろうばいに気付いているようだったが、それには触れずにいてくれた。

「仕事には慣れたか？」

「は、はい」

　エルネストが目の前にいると、緊張してしまう。

　処分されるところを買ってもらって、助けてもらった。そのお礼を言った方がいいのか、感謝の気持ちをどう伝えたらいいのか、ミカは分からなかった。緊張で余計にどう言ったらいいのか、考えが回らない。

　何をどう言えばいいのか。ミカは青くなったり赤くなったりしながら、もじもじしていた。

「実家からこれが届いた。子供は甘いものが好きだろう？　食べるといい」

　ミカの目の前に、綺麗に包まれた箱が突き出された。

　箱とエルネストの顔を見比べながら、まだミカはどうしたらいいのか分からず、戸惑っていた。

「いいから受け取れ。俺はこの菓子があまり好きじゃないんだ。お前が食べないなら、捨てるしかない」

　捨てる、と聞いてミカは慌てて両手を差し出し、箱を受け取る。

「ありがとうございます……」

　決して嬉しくないわけではない。エルネストには命を助けてもらい、奴隷とは思えないような待遇で働かせてくれて、食べ物まで与えてくれて、そして今、菓子まで与えてくれた。

　とても感謝していると伝えたいのに、言葉は出てこなかった。

　エルネストはそのまま背中を向けて、いつもの書庫へと歩き出した。その後ろ姿に、ミカはもう一度声をかける。

「ありがとうございます、エルネスト様。大事に食べます！」

　他に気の利いた言葉が何も思い浮かばなかった。お礼も伝えられない自分が恥ずかしく、もどかしい。それでもエルネストは怒鳴ったり怒ったりしないでくれた。

　エルネストを見送って、ミカは箱を開けてみる。綺麗な包み紙から現れたのは、焼き菓子だった。

　ミカのような貧しい子供が食べた事がないような、バターたっぷりの、ナッツやドライフルーツをふんだんに使ったクッキーだ。

　この菓子が好きではないとエルネストは言っていたが、ミカは毎日、アンナが用意し、バルテルが給仕する、エルネストが書庫で嗜たしなむ午後のお茶の準備を手伝っている。

　手伝うといっても、アンナが作った菓子を皿に並べ、ティーワゴンに茶器ちゃきと一緒に載せるくらいだが、その用意される菓子はよく見ている。これとよく似た菓子が用意されているのも見ていた。

　エルネストがこれを嫌いだというのは、嘘だ。

『処分』されるミカを買い取って、手当をしてくれた。奴隷なんか診ないはずの医者にまで、診せてくれた。叩いたり、怒鳴ったりもしない。前の主人のような『仕事』も要求しない。食事も、着る物も、清潔なベッドも与えてくれた。こうして、ミカが食べた事がないような豪華な菓子まで、与えてくれた。

　自分が恥ずかしかった。お礼さえちゃんと言えない。自分の気持ちを伝えられない。もどかしさと申し訳なさだけではなかった。色々な感情がこみ上げ、ミカの榛色の瞳から、涙が溢れ出す。

「ミカや、そろそろ休憩にして、一緒にお茶でも飲まないかね。……おや、どうしたんだ。どこか痛いのか、怪我をしたのかね」

　バルテルにそう声をかけられて、ミカは慌てて涙を拭う。

「あ、ち、違うんです。掃除してたら、目にゴミが入って。もう大丈夫です」

「おや、それは」

　ミカが手にしている箱にバルテルは気付いた。

「さっきエルネスト様がそれを持ってお部屋を出て行かれたと思ったら、ミカにあげる為だったのか」

　バルテルはとても嬉しそうに、にこにこ笑顔を見せた。

「そ、そうなんです。エルネスト様が、くれました」

「良かったね、ミカ。大事に食べなさい。ミカが喜んでくれたなら、エルネスト様もお喜びになるからね」

　それなのに、ミカはきちんとお礼を言えなかった。それが自分でもとても悲しい。エルネストの前だと、緊張のあまりどうしても、言葉が浮かばなくなってしまう。エルネストは優しい主人だ。最初は恐れていたが、今は怖い人ではないとよく分かっている。

　それでも緊張し、言葉が思い浮かばなくなってしまう。

　目の前でなければ、もう少しちゃんとできるかもしれないのに。

　そこまで考えて、ミカは思いついた。

　そうだ。これならもしかしたら。

「あの、バルテルさん。お願いがあるんです」







　いつものように書庫に引きこもり、読みたくもない本を適当に読んで時間を潰してから、エルネストは寝室にやってきた。

　さして疲れない生活で、寝付きはあまりよくない。今夜も寝付けなければ、ベッドの中で本でも読もうかと思っていた。

　書庫から持ち帰った本をベッドの上に置こうとして、気付く。

　綺麗に折られた紙がピローの脇に置かれていた。この紙には見覚えがあった。数日前、ミカにやった菓子の包み紙だ。

　何故ここに？　不思議に思いながら、手に取り、開いてみると、たどたどしい文字が並んでいた。

　あまり上手ではない。小さな子供が書いたような、不器用に躍おどった文字だ。

　不器用な文字は、子供の作文のように、内容も不器用だった。

　命を救ってもらったこと、綺麗な服を着せてくれたこと、毎日食事を与えてくれること、自由に歩けること、お医者さんに診てもらえたこと、綺麗な部屋で眠らせてくれること、おいしいお菓子を食べさせてくれたこと……どれもとても嬉しかった。とても感謝していて、たくさんお礼をいいたい。上手にお礼を言えなくてごめんなさい。手紙ならたくさん気持ちを書けると思った。

　ロサ族は文字がないけれど、大きな街の人はロサ族に手紙の配達を頼む事があったので、手紙を書いてみようと思い、バルテルに文字の書き方を教えてもらって書いた。

　そんな事が下手くそな文字で書かれていた。

　本当に下手くそな文字で、子供の作文みたいな文章だ。読みにくく、おまけに菓子の包み紙に書いてある。

　本当に、不器用な、不細工な手紙だ。

　それなのに、エルネストは胸が痛くなっていた。なんだか目頭が熱かった。

　誰か他人と関わろうと思っていなかった。まさか他人がこんな形で、エルネストの凍った心に触れてくるなんて、思いもしなかった。

　不器用なミカの手紙を握りしめて、エルネストは目を閉じる。







　バルテルが隠居するまでの一年間に、ミカが覚えなければならない仕事はたくさんある。

　食料品や雑貨の在庫を調べ、商店街や市場からやってくる御用聞ごようききに注文をし、料金を払い、ごく稀にエルネストが出掛ける時は、貸かし馬車ばしゃを手配しなければならない。屋敷や庭の手入れの手配もだ。主な家事は通いのメイドであるアンナが基本行うが、エルネストの身の回りの事や、エルネストの使いは全てミカの仕事になる。その中には当然、文字を書かなければならない仕事もある。

　先日、エルネストへのお礼の手紙で文字の書き方をバルテルに習ったが、バルテルも仕事をしながらミカの勉強まで見るのはなかなか大変だった。

　そもそも、老齢のバルテルだ。通常の仕事もミカの手伝いが必要なのに、ミカの勉強までは手が回らなかった。

　ミカは仕事の合間に、厨房の隅のテーブルで文字の勉強をするようになった。ここならアンナやバルテルに迷惑をかけずに、声をかけられればすぐ仕事に取りかかれるからだ。

　バルテルが買ってくれた羽のつけペンとインク、市場から届く品物を包んでいた紙と、同じようにバルテルが書いてくれた文字の見本がミカの勉強道具だった。

　朝の洗濯、掃除の手伝いが終わり、ミカはまた厨房の隅でバルテルのお手本を見ながら、文字を書く練習をしていた。

　文字は大分書けるようになった。問題は、文章を書く事だ。文字をどう並べたらいいのか、ミカはあまりよく理解できていなかった。文章はただ文字を並べるだけではない。主語や述語、修飾語や接続語などを組み合わせて、決まった順番に並べなければならない。

　それが難しいので、ミカの手紙は子供の作文のようなものになったわけだ。バルテルもつきっきりで教えられるわけではない。勉強はなかなか捗はかどらなかった。

　今日もそこで詰まり、ミカは困っていた。ちょうどミカが紙を持って考え込んでいる時に、珍しくエルネストが厨房にやってきた。

　まだこの屋敷に来て日が浅いミカは知らないが、エルネストが厨房までやってくるなんて、よほど急ぎでバルテルかアンナに用事がある時だけだ。

「おはようございます、エルネスト様！」

　ミカは椅子から立ち上がり、エルネストの前に飛んでいく。

「何かお仕事ですか？」

　エルネストは無言のまま、ミカが手にしている練習用の紙を取り上げると、紙の上で相変わらず躍っている下手くそな文字をしばらく眺めていた。

　自分でも下手くそな事は分かっている。ミカはかーっと頬を赤くしながら、羞恥のあまり俯く。

　しばらく眺めた後、エルネストはやっと口を開いた。

「この前の手紙は読んだ」

「は、はい」

「子供の作文みたいだったな」

「ご、ごめんなさい……」

　その通りだ。あんな下手な手紙を書いて、失礼な事だったかもしれない。ミカはどう詫びるか、必死で考える。

「初めて書いたにしては、いい出来映えだった」

　予想もしない言葉に、思わずミカはエルネストの顔を見上げる。まだエルネストはミカの下手な文字を眺めていた。

「これからの仕事で、文字も文章を書く事も必要になるな。バルテルも忙しいだろうから、今度から俺が教える」

　何を言われたのか、分からなかった。ミカはまだ呆然とエルネストを見上げていた。そのミカの視線に気付いたのか、エルネストはやっと文字からミカへと視線を移した。

「毎日一時間か、二時間、勉強の時間を確保するよう、バルテルに言いつけておこう。それでいいな、ミカ」

　エルネスト様が、ぼくに勉強を教えてくれる？

　奴隷なのに？

　ミカは考えが追いつかず、ぼんやりと考えていた。

　こうして食事も寝床も与えてもらえ、奴隷ではなく雇われた使用人のように働かせてくれているのに、更に勉強まで？

「勉強がいやなのか？」

　そう問われて、ミカは慌てて首を振った。

「違います！　た、ただ、びっくりして……」

　この屋敷に来てから、戸惑う事ばかりだ。以前の主人とはあまりにも違う扱いに、ミカは困惑せずにいられなかった。

「びっくりして、ごめんなさい……。嬉しいです。もっと字が書けるようになりたいです」

　文字が書ければ、手紙が書ける。不器用なミカでも、もっと上手にエルネストに自分の気持ちを伝えられるようになるかもしれない。

「ありがとうございます、エルネスト様。う、うまく言えなくて、でも、いつも嬉しいです。エルネスト様が大好きです」

　ミカにしては、素直に自分の気持ちを伝えたのだが、エルネストは突然『大好き』と言われて、驚いていた。そんな言葉を真っ直ぐぶつけられた事なんか、もしかしたら初めてではないか。

「…………」

　無言になったエルネストに、ミカはさーっと青ざめる。何か失礼な事を言ってしまったのかと、肝きもが冷える思いだ。

　ミカにしてみれば、好意を伝えるのは普通の事で、何の邪心もない。父や母にも大好きだと毎日のように言っていた。ロサ族の子供たちとって、当たり前の事だった。大好きなら、惜しまず素直に相手に伝えていた。

　そんな事を言われ慣れていない、そして落馬事故後は他人も家族も寄せ付けず心を閉ざしていたエルネストには、十分強い刺激だった。

　青くなったミカに気付いたエルネストは、何事もなかったかのように取とり繕つくろった。動揺を一瞬で押し隠した。

「ああ、じゃあバルテルに伝えておく」

　紙をミカに返すと、エルネストはいつものように杖をつきながら厨房を出て行った。

　怒られなかった。

　ミカはほっとため息をついて、勉強の続きに戻る。







　言葉通りに、エルネストはミカの勉強を見てくれる事になった。

　それに喜んだのは、ミカだけではなかった。バルテルもだ。

　エリンに移り住む以前から、どこに行くでもなく、ただ屋敷に閉じこもり、他人を拒み、無為むいに過ごしていたエルネストが、自分からミカに勉強を教えると言い出すなんて、思いもしなかった。

「仕事の心配はいらないから、よく勉強してくるんだよ。エルネスト様が教えて下さるんだから、無駄にしてはいけないよ」

　バルテルはそう言って喜んでくれたが、言われるまでもなく、ミカも努力をしなければと、よく分かっている。

　勉強する場所は、普段からエルネストがよく閉じこもっている書庫になった。書庫に初めて足を踏み入れたミカは、まず、その薄暗さに驚いた。

　日差しから本を守る為に、窓は全て厚いカーテンで覆われている。時折空気の入れ換えは行われているのでカビ臭さなどはないが、なんとも重く、陰鬱いんうつな雰囲気だ。

　こんな暗い部屋で、エルネスト様は一日中過ごしているの？

　ミカは落ちつかず、辺りを見渡してばかりいた。

　大陸中を旅するロサ族は、日差しが大好きな民族だ。雨や雪より晴れの日の方が旅も商売もしやすい。そしてなにより、晴れの日差しは明るい気持ちにさせてくれる。

「そんなに珍しいか？」

　文字をもたないロサ族だ。本も珍しいだろうとエルネストは思ったようだが、そうではない。ミカはこんな薄暗いところに閉じこもっているエルネストを心配しているのだ。

　ミカは慌てて首を振り、テーブルに飛びつく。

　暫くはエルネストの指導通りに勉強していたが、この重い雰囲気で薄暗い部屋に、ミカは不安になり始めていた。

　薄暗い部屋は、ミカに思い出したくない事を思い出させる。

　だんだんと顔色が悪くなってくるミカに、エルネストも気付いたようだった。

「どうした。気分が悪いのか？」

「い、いえ！　大丈夫です……」

　平静を装っていても、ミカの心臓はばくばくと脈打つ。ペンを握る手にもそれは現れていた。ミカの右手が、小さく震えている事にエルネストも気付いたようだった。

　エルネストもミカが前の主人の下でどういう目に遭っていたのか、気付いている。傍かたわらの杖を取り、エルネストは窓辺へと歩く。

　カーテンを開くと、眩しいくらいの光が書庫へ流れ込んできた。春の終わりの、初夏へと移ろう日差しだ。

　ミカが振り返ると、窓越しにエルネストは青空を眺めていた。

「ああ、エリンの空はこんなに高くて青いのか」

　エルネストの言葉は、不思議な響きだった。まるで初めて空を見上げたかのような、初めて空の青さに気付いたかのような。ミカは思わず立ち上がり、窓辺のエルネストに近寄る。

　空を見つめたままのエルネストの横顔を見上げ、それから同じように、ミカも並んで空を見上げる。


エルネストが何を考えているのか、ミカには分からない。エルネストの凍こおっていた心に触れてしまった事も、ミカは気付いていない。



　何も分からなくても、ミカは嬉しかった。

　いつも気難しい顔をしているエルネストが、ほんの少しでも笑みを見せてくれた。それがとても嬉しかった。


四　てのひらの花







　エルネストが人目に触れるのを極端に嫌っているのは、バルテルやアンナに聞くまでもなく、ミカも気付いていた。

　ミカもエルネストに勉強を教えてもらうまでは、滅多に屋敷の中でも顔を合わせる事はなかったが、それはアンナも同じだった。子供の頃から仕えていたバルテルだけがエルネストの傍に近寄る事を許されていた。

　そのエルネストが、自分から戸外に出るようになった。

　戸外といっても、通りや隣家からは見えない木陰こかげのポーチだが、それでも大進歩だ。この穏やかに陽の光が届くポーチにテーブルと椅子を設しつらえて、毎日ミカに勉強を教えるようになった。

　明らかに、薄暗がりに怯えるミカのためだ。だが、エルネストはそんな事を一切口にしない。

『勉強をするには書庫は暗すぎるが、カーテンを開けると本が傷いたむ』

　ミカやバルテルにはそう説明していたが、ふたりともエルネストの気遣いに気付いていた。

　そしてエルネストは、ミカの勉強の時間以外も、時々、ポーチで本を読んで過ごすようになった。

　これは大きな変化だった。以前は書庫と寝室、そして食事をとる為に食堂に顔を出すくらいで、バルテルでさえ、用事がなければエルネストに近寄れなかった。

　バルテルだけだった給仕も、ミカが任されるようになった。元々、バルテルの仕事を引き継がせる為にミカは買われたのだが、落馬事故からこの五年、バルテル以外の誰かが許された事はなかった。バルテルの代わりが誰にでも務まるわけではなかった。

「エルネスト様、お茶の時間ですよ」

　バルテルの指導のおかげで、ミカはなんとかまごつかずにお茶の用意ができるようになっていた。最初の頃は緊張のあまり手が震えて、溢こぼさずにお茶を注げなかったが、最近は落ちついて給仕できるようになった。

　ミカがテーブルにお茶と菓子を並べる間も、エルネストはろくに口を利かない。最初ミカは怒らせてしまったのかとびくびくしていたが、そうではなかった。

　こうしてポーチに出るようになったものの、エルネストが以前の明るさを取り戻したわけではなかった。返事がないのも無表情で無愛想なのも、ミカは慣れてきた。エルネストの邪魔にならないように茶器を並べ菓子をとりわけ、立ち去ろうとした時に、ようやくエルネストが口を開いた。

「ああ、忘れていた。ミカ、来い」

　ミカが素直に近寄ると、エルネストはポケットを探り、何かを取り出した。

「そろそろ街へ出る事もあるだろう。これをつけておかないと、警備兵に呼び止められた時に、身元が証明できない」

　エルネストが取り出したのは、焼き印を施された革のバングルだった。紋章のようなものが焼き印されているが、これはエリン市の紋章だとエルネストが教えてくれた。

「エリン市のルベール家の奴隷だという身元証明だ。身分証明書がないと、逃亡奴隷や密入国した他国の人間だと判断される」

　エルネストはミカの左手をとり、手首にバングルを巻き付け、金具を留める。エリンの紋章の他に、ルベール家とミカの名前も焼き印がなされている。今は不自由なく文字が読めるようになったミカは、その焼き印をしみじみと眺める。

「警備兵に呼び止められたらこのバングルを見せれば、咎とがめられる事はない」

「街にお使いに出ていいんですか？」

　思わず口にしてしまった。

「今はバルテルがいるが、あと一年もすれば首都の娘夫婦の家に帰る事になっている。それにもういい歳だから、外を回る仕事はきついはずだ。ミカが早く街に慣れてくれれば、バルテルはもう無理をしないですむ」

　確かにバルテルは時々、徒歩や貸馬車などで出掛けている。だが、彼は奴隷ではない。サクロナ人で、ルベール家に長く仕える従者だ。奴隷のミカとは違う。

　奴隷が歩き回ってもいいとは、にわかに信じられなかった。エルネストは前の主人とあまりにも違いすぎて、ミカは戸惑わずにいられなかった。

「いきなり街に行けと言われても、迷うだろう。まずはこの住宅街を散歩してだいたいの位置を覚えるといい」

　エルネストはティーカップを持ったまま、隣の敷地を指し示した。

「隣はサクロナ王立軍の佐官さかんの屋敷だ。この辺りはそれなりに財産を持った商人か軍人が住んでいる。治安はそういう事情でだいぶいい。まずこの辺りの道を覚えるために、毎日散歩に行っておくんだ」

　当然のように勧められて、ますますミカは戸惑う。

　前の主人の時は、ほぼ一日中、犬か家畜のように繋がれて過ごしていた。時折首輪を外してもらえたが、屋敷の外に出してもらえるなんて事は一度もなかった。

　ミカの戸惑いに気付いたのか、エルネストは更に続ける。

「今度からバルテルが街に出る時についていけばいい。散歩も朝の早い時間なら、まだ警備兵がうろついていないだろう」

「あ、ありがとうございます」

　主人であるエルネストがそういうのだから、問題ないのだろう。それでもミカは不安で、ティーワゴンを押して厨房に戻ってきた時に、ちょうどそこにいたバルテルに尋ねてしまった。

「エルネスト様が許して下さるのだから、いいんだよ。ちょうど夕方まで特に仕事もないから、この辺りのお屋敷を見物してくるといいよ」

　ちょうどいい、とばかりにバルテルに背中を押されて、ミカは奴隷になってからはじめて、ひとりで散歩にでる事になった。

　ミカの両親は、ミカが生まれるずっと前にサクロナ王国に来たことがあると言っていたが、ミカは初めてだった。もしも流民狩りがなければ、ミカたち一族は、このエリンまでやってきて、商売をしていたかもしれない。

　ミカは薬草を見つけるのが得意で、旅をしていた時は、自分で集めた薬草を商うようになっていた。薬草集めはミカの大好きな仕事でもあった。

　ミカは恐る恐る、屋敷の門の外に踏みだす。外はこれから初夏になろうという、気持ちのいい季節だ。午後の日差しは燦々さんさんとミカに降り注ぐ。

　ロサ族は太陽が大好きな一族で、ミカももちろん、日差しが大好きだ。明るくて広々した外の風景ですぐに戸惑いや不安を忘れ、辺りをわくわくと見回す。

　エルネストが言っていた、隣の佐官の家の前を通り過ぎ、色々な屋敷の庭先を眺めながら、庭を彩る様々な草花や樹木を観察する。

　あの家には、立派な菩提樹ぼだいじゅがある。菩提樹の花は初夏に咲くが、安眠効果があるので、お茶にして飲めばリラックスできる。

　エルネスト様は夜なかなか眠れないみたいだから、あの花でお茶を作って飲んでもらえたら。

　そんな事を考えながら、ミカは歩き続ける。

　街にある草花や木は、誰かのものだ。野山にあるものなら自由に摘んでも許されるが、街ではそうはいかない。どこかで手に入れられないかと、ミカは考える。

　街の中は歩けても、街の外には出られないだろう。外に行けるなら、色々な薬草を持って帰れるかもしれないのに。

　エルネストには命を助けてもらって、こんな自由な生活をさせてもらっている。なんとか感謝の気持ちを伝えたかったが、ミカにできるのは、不器用な文字で綴つづる子供の作文のような手紙くらいだ。

　せめてどこかで薬草を手に入れられたら。

　曲がり角にさしかかると、小さな赤い屋根が見えた。柵の代わりに縄が大雑把に張られ、『売家・売地』の看板が立てられている。赤い屋根を持つ小さな可愛い家は、今は空き家になっていた。

　こぢんまりとした可愛い家が、荒れ果てた庭の中にぽつんと建っていた。こんな可愛い家なのに、誰も買わないのかとミカは不思議に思ったが、この居住区はエルネストも言っていた通り、豊かな軍人や商人が住んでいる。この地区に住めるような人なら、もっと大きい屋敷に住みたがるため、この小さな家は誰にも買われずに、ひっそりと佇んでいた。

　庭は荒れていたが、様々な草花や木が生い茂っていて、ミカは嬉しくなってしまった。流浪の暮らしをしていたミカにとっては、懐かしい野山や草原を思い出させる、素敵な場所だ。

　柵代わりの縄越しに、草木が鬱蒼うっそうと生い茂る庭を眺めながら歩いていく。よく見るとバラや木苺の影に、ひっそりと香草や薬草が茂っていた。風に運ばれたか、前の住人が好んで植えたのかは分からないが、ミカはますます嬉しくなる。手を伸ばせば届くところに、まだ咲き始めのりんご草が生えていた。

　ロサ族はりんごの匂いがするからりんご草と呼んでいるが、本当は別の名前があるかもしれない。ミカたちはよくこの花に熱湯を注いで蒸らし、お茶にして飲んでいた。香りがとてもいいので、ミカもよく街の人に売っていた。

　ほんの少しだけなら、摘んでもいいだろうか。

　誰かのものを奪ってはいけないと、小さな頃から両親に言い聞かせられていたので、ためらいはあった。

「ごめんなさい。少しだけ、下さい」

　誰もいない荒れ果てた庭にそう詫びてから、りんご草の小さな白い花を摘み取る。

　花を六つと葉を少し。ちょうどお茶一杯分の花だ。まだ幸せに両親や仲間たちと暮らしていた頃の思い出も呼び起こす、懐かしい香りがしていた。ミカは両手で小さな花を大事に包み、来た道を振り返り、真っ直ぐに駆け出した。







　ミカが散歩に出てから、まだ大して時間が過ぎていなかった。その為、エルネストはまだポーチで本を読んでいた。

「エルネスト様！」

　息せき切って駆け寄ると、エルネストはすぐに顔をあげ、ミカを見上げた。

「これ、お土産です！」

　ミカは大事に両手で包んでいたりんご草の花を差し出す。突然差し出されたそれに、エルネストは少々面食らっているようだった。

「あの、これは、りんご草っていうんです。りんごの匂いがするから、りんご草って呼んでいて、ロサはこの花にお湯を注いで、お茶にするんです。りんごみたいないい匂いのお茶になって、寝る前に飲むと、ぐっすり眠れるんです」

　エルネストは黙ったまま、ミカの顔を見上げ、話を聞いていた。ミカは夢中で話し続ける。

「エルネスト様は夜なかなか眠れないってバルテルさんが言ってたから。今夜、これでお茶を作るので、飲んで下さい」

　エルネストは差し出されたミカのてのひらの花を、ひとつだけ摘まみ上げた。確かにりんごのような、甘酸っぱい爽やかな香りがする。

「本当にりんごの匂いがするな」

　ミカはぱっと笑顔になり、頷く。

「寝る前にお茶を作りますね！」

　再び大事に両手に包んで、ミカは厨房へと駆け出した。

　上手にお礼もいえない。感謝の気持ちも伝えられない。けれど、エルネストの役に立てるかもしれない。ほんの少しでも、役に立てたら。役に立てるかもしれないと思うと、ミカは嬉しくてしかたなかった。







　もう夏も半ばを過ぎ、強い日差しも暑さも大分落ちついてきた。

　あれから、雨の日以外は毎日、木陰のポーチでエルネストと一緒に文字の勉強をしていたミカはめきめき上達し、長文も書けるようになったし、本も読めるようになっていた。

「随分読み書きできるようになったな。これだけ読めて書ければ、俺が教えることはもうない」

　エルネストはミカが手本なしで書いた文章を眺めながら、珍しく褒めていた。褒められてはいたが、もうこれで勉強は終わりなのかと思うと、ミカは名残惜しくて仕方なかった。

　エルネストと勉強をするのは、とても楽しかった。読み書きできるようになるのが楽しいだけではない。

　最初はエルネストを恐れずにいられなかったが、毎日一時間から二時間、こうして吹き抜ける風が心地よいポーチで一緒に過ごすうちに、そんな恐れをすっかり忘れ去っていた。

　エルネストはミカに手本を与えて時々説明をするくらいで、特に口を挟む事なく、本を読んでいる事が多かった。普段から無口だが、勉強を教える時もそれは変わらなかった。言葉数少なくとも、エルネストはしっかりとミカの勉強を見てくれていた。

　怒鳴る事も、理不尽な暴力を振るう事もない。ミカが間違えても、冷静に間違いを指摘し、正しい読み方、書き方を教えてくれる。

　勉強が楽しかったのは、間違いなくエルネストのおかげだとミカも分かっていた。もうこうして教えてもらえないのかと思うと、ミカは落胆せずにいられなかった。

「次は算術だな。大半の帳簿は俺がつけているが、バルテルに任せているものはミカに引き継いでもらうし、日常的に買い物でも作業でも、なにかと計算は必要になる。明日からは算術を教える」

　思ってもみなかったエルネストの言葉に、すぐにミカは返事ができなかった。ぽかんとエルネストを見つめてしまう。

「読むのは書庫の本を持っていっていい。暇な時間に読むのも勉強のうちだ。それから、文字や文章は書き慣れるのだが大事だから、できるだけ毎日、日記をつけるといい。今日はどんなことをしたか、そういうのを書きとめておけば、書き慣れてくる……ミカ、どうした？」

　呆然としていたミカは、エルネストに呼びかけられ、我に返った。

「は、はい！　ありがとうございます！」

「買い物に出るにも出入りの職人に賃金を支払うにも、計算が必要になる。こっちは読み書きより面倒だから、覚悟しておくんだ」

　エルネストはそう言いながらポケットの中を探り、小さな革細工の小銭入れを取り出した。

「今日、午後からバルテルと街に行くんだろう」

　その通り、ミカは初めてバルテルと一緒に街に出掛ける事になっていた。今日からバルテルについて歩き、利用している職人の店や市場での買い物を覚えなければならない。

「街で買い物をした事はあるのか？」

「ええと、少しなら……。父さんと母さんと一緒に、市場くらいなら」

　あまり豊かな生活ではないミカたちでも、街で商売をして収入があれば、食料や旅に必要なものを買うために、市場に行くことはあった。ミカも流民狩りで捕らえられる少し前から、自分で薬草を集め、商いをするようになり、小銭を貯めているところだった。

　いつか両親に、暖かくて素敵なコートやマントを買って、プレゼントするつもりだったことを思い出す。それはもう叶わない夢だ。

　エルネストは頷くと、ミカのてのひらに小銭入れを載せた。

「これはお前の財布だ。これから時々、こうして小遣いを持たせるから、欲しいものを買って、買い物の仕方を覚えるんだ」

　ミカは驚いててのひらの小銭入れと、エルネストの顔を見比べてしまった。

　奴隷なのに？　病気で死にかけている僕を、お金を払って買い取ってくれたのに？　お医者さんに診せてくれて、お金もかかってしまったのに？

　そう思っても、言葉は声にならない。どう言えばいいのか分からなかった。

　エルネストはミカの狼狽に気付いているのかいないのか、まるで気にしていないようだった。

「これで買えるものなら、何を買ってもいい。好きなものを買ってこい」

　そう言うと、エルネストは立ち上がって杖を取り、歩き始めた。ミカは慌てて椅子から飛び上がり、エルネストの後ろ姿にもう一度、感謝を伝える。

「ありがとうございます、エルネスト様！　大事に使います！」

　エルネストはいつものように素っ気なく、特に返事をする事なく、部屋を出て行った。

　着る物も食べる物も、当たり前のようにエルネストは与えてくれている。病気で働けない時からずっとだ。街の子と同じように読み書きができるくらい、勉強も教えてくれた。

　それなのに、こうして好きな物を買える小遣いまで。

　ミカはてのひらの小銭入れをじっと見つめる。

　欲しいものなんて、何もない。今、欲しいものは、エルネストやバルテルの役に立てるような、そんな能力くらいだ。







　バルテルに連れられて、ミカは初めて、エリン市の商店街にやって来た。

「今日はエルネスト様の新しい靴を取りに行くだけなんだよ。だから時間の余裕はあるんだ。もしミカが行きたいところや欲しいものがあったら、言っておくれ。遠くなければ寄って、ミカの買い物をして帰ろう」

　はぐれないようにバルテルと手を繋いで歩きながら、ミカは珍しさのあまり、首が痛くなりそうなくらい、きょろきょろと辺りを見渡していた。

　大きい街に来る事はあっても、商店街をゆっくり見物して歩く事はなかった。ロサ族のような流れ者は時々市場に立ち寄るくらいで、商店街に立ち入るのは憚はばかられていた。ミカにとってはこんな華やかな商店街は初めて見るものだ。

　商店街はきちんと隙間なく並ぶ石畳で舗装され、色とりどりの漆喰しっくいで作られた木造の建物はどれも手入れが行き届き、とても洗練されていて、上品な雰囲気だ。並ぶ商店の合間に、鮮やかな天幕てんまくで飾られた露店も並んでいるが、どれも整頓されており、商店街の美観を損ねていない。

「ミカや、欲しいものがあったら遠慮なく言うんだよ」

　バルテルはまるで孫と散歩するかのように、穏やかで楽しそうな笑みを見せている。あまりにも平穏で幸せな生活で、ミカも自分が奴隷だという事を忘れそうになってしまう。

　奴隷と言えば、この商店街で奴隷らしい人を全く見かけない。客はもちろん、商店や露店で働く者にも見かけていない。

　ミカは奴隷がどんなものか、自分で経験した事しか分からないが、今のミカの状態は、珍しい事なのではないかと思っていた。奴隷商たちは、よく『死にたくなければせいぜい媚びを売ってよく働け』と言っていた。中には大事に扱われる者もいるかもしれないが、大抵の者が人並みの扱いを受けることなく死んでいくのだと、皆、悟っていた。

　しばらく商店街を歩き、一段と華やかで上品な通りにやってくると、バルテルは一軒の店の前で立ち止まった。今のミカなら、看板も読める。ここは靴屋だ。

「この店が、エルネスト様が贔屓ひいきになさっている靴屋だよ。首都の有名店で修行してきた、腕のいい店主なんだ。他にもいくつかあるから、それはまた今度教えよう」

　ミカが繋いでいた手をするりと離し、店の前で待とうとすると、バルテルは穏やかに話し掛けた。

「ミカも一緒に来るんだよ。店主に紹介しておかないとね」

　優美な細工を施された扉を開くと、すぐに店主の明るい挨拶が響いた。

「いらっしゃい、バルテルさん。若旦那の靴はできてるよ。……おや、今日は随分可愛い子を連れてるね」

「ああ、この子は私の仕事を引き継いでくれるんだよ。ミカというんだ」

　バルテルに促され、ミカは慌てて挨拶を返す。

「こ、こんにちは……」

「そういえばバルテルさんは首都に帰って隠居するって話だったっけね。ああ、この子は奴隷なんだね」

　バルテルより少し若いくらいの店主はてきぱきと品物の用意をしながら、ミカの左手をさりげなく見ていた。

　左手には、エリン市の紋章とルベール家の名前が刻まれた革のバングルがある。一目で奴隷と分かる仕組みだ。

「ぼうや、頑張って働くんだよ。仕事ができる奴隷はどこでも引く手あまただからね。バルテルさんの後が継げるくらいなら、そりゃあ立派なもんだよ」

　店主の口調は、決して奴隷を蔑むようなものではなかった。

「他の国じゃどうかしらないが、この国では、執事や家令を務める奴隷もいるくらいだからね。執事のような仕事ができるようになれば、どこの屋敷に行ったって大事にされるさ」

　ミカも後に知る事になるが、奴隷にも激しい格差があった。家畜のように酷使される奴隷から、まるで執事のように屋敷の切り盛りを任される者まで、多岐に亘わたる。当たり前だが、そんな実務を任されるほどの奴隷は数少ない。大抵が使い捨てられる消耗品だった。

「は、はい。頑張って働きます」

　そう答えながら、ミカは商店街に奴隷らしい人を見かけなかった事を思い出した。もしこういう商店街で働くなら、一般の使用人のように扱われているのかもしれない。

　奴隷と使用人の違いは、自由と給与があるかないかの違いかもしれないが、ミカは小遣いも自由もエルネストから与えられている。エルネストの優しさかもしれないが、もしかしたらそれはとても異端な考え方なのかもしれない。

　仕立てた靴を受け取り、会計を済ませたバルテルはミカを連れ、再び商店街を歩き始めた。

「ミカが荷物を持ってくれるから、私は随分買い物が楽になったよ。ありがとう。あとは市場を見て、ミカの買い物が終わったら、貸馬車を借りて帰ろうかね」

　受け取った荷物は片手で持てるくらいの物で、決して重くはない。それでもバルテルはミカを労ねぎらってくれた。

「ミカは欲しいものが決まっているかい？」

「あ、あの、手紙を書く紙がほしいです」

「便箋びんせんの事だね。他にはないのかい？」

「ほかに……」

　ちょうどその時、花を満載した露店の前を通りかかった。

　生き成なりの天幕と柱には、色鮮やかで綺麗なドライフラワーやリースがたくさん飾られている。もちろん、絢爛に咲き誇る生花もだ。季節の花が贅沢に満載された、華やかな露店だった。

　花を商う露店の前で立ち止まったミカに気付いたバルテルは、一緒に立ち止まり、花屋の店主に声をかけた。

「お嬢さん、花を見せてもらうよ」

「いらっしゃい！　ゆっくり見ていって！」

　天幕と同じ生成りのエプロンを掛けた若い娘は、明るく挨拶を返してくれた。

　ミカが目を留めたのは、ところ狭しと並べられたたくさんの切り花でも鉢植えの花たちでもなく、天幕の柱や梁はりに飾られたドライフラワーやリースでもなく、露店の影にうち捨てられたように置かれたひとつの鉢植えだった。

　それは菩提樹の若木だった。もう花期も終わりかけの上に弱り、枯れかかった状態で、売り物にはならないものだ。

「ミカや、どれが欲しいのかね？」

「あの、菩提樹が」

　ミカは死にかけた菩提樹の鉢植えをバルテルに指し示した。

「鉢植えの菩提樹を買ってもいいでしょうか」

「それは構わないが、もっと元気な木を買った方がいいんじゃないかい？　ああ、お嬢さん。菩提樹の鉢植えはこれしか残っていないかね」

　バルテルが声をかけると、店主は少し困ったように首を傾げた。

「ああ、ごめんなさい。それが最後なんだ。明後日あさってくらいに取りに来てもらえるなら、もっと元気のいい菩提樹を用意しておくよ」

「この鉢植えは、どうなってしまうんですか？」

　ミカは思わず店主に尋ねる。

「どうって……まあ、もう枯れちゃうだろうから処分するよ。誰だって枯れかけた木より、元気のいい木の方がいいでしょ」

『処分』という言葉を聞いて、ミカはエルネストに出会う前の事を思い出していた。

　この菩提樹と同じように、病気になったミカも『処分』されるはずだった。

「あの、これ、買います。僕が買います！」







　ミカの初めての買い物は、便箋と日記帳と、菩提樹の鉢植えだった。

　花屋の店主は『そんな死にかけの鉢植えだけじゃ申し訳ないから』と、種や球根をおまけしてくれたが、植える場所の問題があった。

　ミカは菩提樹の鉢植えを抱えて、いつもの木陰のポーチで書き物をしているエルネストにどう声をかけようか、考えていた。

　ミカがもたもたと話し掛ける内容を整頓し終わる前に、エルネストがミカに気付いて顔を上げた。

「おかえり、ミカ」

　おかえり、という言葉に、ミカの胸はなんだかじんわりと温かくなっていた。少し切ないような、とても嬉しいような。ミカはエルネストの傍に駆け寄る。

「ただいま帰りました。エルネスト様に頂いたお小遣いで、日記帳と、この鉢植えと、種と球根を買いました」

　エルネストは書き物をやめて、ミカの買ってきた鉢植えを見つめる。

「これは何の木だ？」

「菩提樹です。葉っぱや花でお茶が作れるんです。すごく大きな木になります」

　鉢植えを差し出し、ミカは思い切って頼む事にした。

　菩提樹はミカと同じように、お日様が好きな木だ。日の当たる場所に置いてやりたかった。

「どこかに植えるか、鉢植えで育てたいです。エルネスト様のお庭のどこか、すみっこで構わないんです。貸して頂けませんか」

　どう説明して頼めばいいのか分からなかったミカは、勢いだけで言ってみるしかなかった。心臓が口から飛び出しそうなくらい、ドキドキしながらエルネストの返事を待つ。

　エルネストは枯れかけの菩提樹を眺めながら、少し考え込んでいた。答えを決めたのか、ようやく口を開いた。

「俺はあまり庭に興味がないんだ。見苦しくない程度に手入れしてあれば、それでいいと思っているくらいだ」

　確かにエルネストはこのポーチには出てくるが、庭を歩くような事さえない。とにかく人目を嫌い、人目に触れる庭になんか出たくないという態度だ。

「屋敷の裏、隣接する佐官の屋敷との間に、日当たりのいいところがあったはずだ。あそこには柵くらいしかない。あの辺りなら好きに植えていい」

　そこは二階の廊下の窓から見える、朝日の当たる東向きの場所だ。厨房の裏口から数歩で行ける。

「あ、ありがとうございます！　あの、他にも種や球根があるんです。それを植えてもいいですか？」

「あの辺りなら構わない。好きに使うといい。庭仕事をするのも気晴らしになるんじゃないか」

「あ、ありがとうございます！　綺麗に使います！」

　ミカは大喜びでバルテルの許へ駆けて行く。道具を借りて、早くこの弱った菩提樹を植え替えてやりたかった。たっぷり水と栄養を与えてやりたかった。

　バルテルにスコップとじょうろを借りて、ミカは裏庭へ飛んでいく。

　菩提樹はとても大きくなる木だ。迷惑にならないよう、こまめに枝打ちをしなければならない。邪魔にならない場所をよく考えて、大きな楡にれの木の傍そばに植える。

　花屋の店主にもらった草花は、今蒔まくのに適したものと、来年のものとがあった。今蒔ける草花を蒔き、綺麗に地面を整え、汲みおいた水を撒く。

　裏庭に落ちていた小石を集めて囲うと、ミカの小さな花壇ができた。

　片付けを終え、改めて、植えたばかりの菩提樹を眺める。

　エルネストは枯れかけた菩提樹を見ても、何も言わないでくれた。それがミカはとても嬉しかった。

　花屋の店主も言っていた。誰だって、元気のいい木が好きだと。

　エルネストは死にかけたミカを選んでくれた。そしてミカも同じように、死にかけた菩提樹を選んだ。

　ミカはエルネストがあの時、何を考えていたのか、少しだけ分かるような気がしていた。

　この菩提樹の若木を、うち捨てられるまま死なせたくなかった。せめて、たっぷりのお日様と、たっぷりの水を与えてやりたかった。

　エルネストもあの時、同じ気持ちだったのかもしれない。

　もう死んでしまうミカを、あんな檻の中ではなく、温かい場所で眠りにつかせたいと、そう思ってくれていたのかもしれない。







　死にかけていた菩提樹は、あっという間に元気になった。

　土が傷んでいたのかもしれない。植え替えて数日でしおれた葉も花も苞ほうも潤い、見違えるほど生き生きとし始めていた。

　まだ若木で小さく、花期も終わりに近いが、少しくらいなら収穫ができそうだった。

　菩提樹の花や葉、苞で作るお茶は、安眠や鎮静の効果がある。なかなか寝付けず、眠りも浅いエルネストに、お茶を作りたかった。

　りんご草も同じように安眠の効果がある。できればりんご草も植えたいが、あの赤い屋根の可愛い家と薬草園のような庭は、誰かの持ち物だ。勝手に持っていくのは盗むことと同じだ。

　挿さし木の為に少し折らせてもらうのと、種を取るくらいなら許されるだろうかと、ミカは通りかかる度に、生真面目に悩んでいた。

　今日もまた、空いた時間で手入れをしようと裏庭にやってきて、ミカは菩提樹を眺めながら考え込む。

　あの庭には、りんご草の他にも色々な香草や薬草が茂っていた。種が取れそうなものなら、キンセンカがあった。キンセンカをオイルに漬け込んで絞ったものとミツロウを混ぜれば、ひび割れやあかぎれの薬になる。ミカが作る薬の中で、最も街で評判がよかったのは、キンセンカの軟膏だった。

　もし誰かが住んでいるなら、株分けや種を分けてもらえないか、尋ねる事ができたかもしれないのに。

　そんな事を考えていると、不意に頭上から、ガサガサと葉をかき分ける音が聞こえた。何かいるのかと楡の木を見上げたミカの耳に、小さな鳴き声が届いた。

　にぃ……、と、か細い鳴き声だ。

　慌てて声の主を探すと、楡の枝先に、真っ白でふわふわの毛皮が見えた。







　今夜、寝しなに読む本を数冊選んで二階の寝室に置き、廊下に出たエルネストの目に飛び込んだのは、二階より少し高い楡の幹によじ登り、枝先に手を伸ばすミカの姿だった。ちょうど二階の廊下から、裏庭はよく見えた。

　一瞬、エルネストは何が起きているのか分からなかった。

　目の前でミカの乗った枝が、みし、と嫌な音を立て、やっと我に返る。

「ミカ、何をしているんだ！　危ないだろう！」

　開け放たれていた窓からそう叫ぶと、エルネストに気付いたミカは、笑顔を見せた。

「あ！　エルネスト様！　大丈夫です。僕、木登りは得意なんです！」

「いいから早く降りるんだ！　怪我をするぞ！」

「待って下さい。もう少しなんです」

　ミカは再び枝先に目を向け、手を伸ばす。

「おいで、おいで。大丈夫だよ。怖くないよ」

　楡の枝先に、小さな白い子猫の姿があった。降りられなくなったのか、枝先にしがみつき、ぶるぶる震えている。

「……いいこいいこ。おいで、助けに来たんだ」

　子猫はミカの言葉が分かったのか、震えながらも威嚇いかくはしていなかった。ミカは右手で幹にしがみつきながら枝に身を乗り出し、更に手を伸ばす。あの枝はミカの体重を支えられるほど太くはない。

　いつミカが落ちるか分からない。エルネストは重い左足を引き摺りながら、階段を下りる。駆け下りたくともままならない左足に苛立ちながら、急いで裏庭へ続く廊下の扉を開く。

　エルネストが裏庭に辿り着いた時には、もうミカは子猫を抱いて無事に楡の木から下りていた。

「エルネスト様、この子が木から下りられなくなってたんです。こんなちっちゃいのに、よくあんなところまで登れましたよね！」

　ミカは両手で子猫を抱いて、エルネストに見せる。

「無事でよかったね。あんな高いところ、登ったらだめだよ。いくら猫でも、危ないからね」

　木の上で震えていた子猫は、すっかり元気を取り戻した。にゃあにゃあ鳴きながら暴れて、するっとミカの手から抜け出すと、一目散に逃げ出し、茂みの中に飛び込んでいった。

　大慌てで逃げていった子猫の姿に、ミカは明るい笑い声をあげていた。

　その元気な様子に、安堵のあまりエルネストは深いため息をつく。

　もしミカが落ちて怪我をしたら、と気が気ではなかった。思わず厳しい言葉が口をついて出た。

「お前もだ、ミカ。あんなところに登って、落ちたら大怪我するぞ」

　怒気を含んだ声に、ミカは少しびくっとしたが、素直に謝った。

「ご、ごめんなさい。でも、可哀相で。今度からはロープか何かで落ちないように固定しながらやります」

　もうしません、とは言わない。

「次からは気をつけてやりますから、安心して下さい！」

　一瞬エルネストは押し黙り、それから耐えきれず、小さく吹き出してしまった。

　ミカは全く懲こりていない。全く悪びれず、明るく言い切る姿に、エルネストは笑いが堪えられなかった。

　何故エルネストが笑ったのか、ミカは全く分からないようで、きょとんとしていた。

「エルネスト様がそんなに楽しそうに笑ってくださったの、初めて見ました。なんだかとっても嬉しいです」

「お前が全く懲りていないからだ」

　ミカも嬉しそうな笑顔を見せた。明るく屈託なく、眩しいくらいの笑顔だった。

「せっかく裏庭に来て下さったんです。この前植えた菩提樹と、花壇を見ていって下さい。菩提樹はびっくりするくらい元気になったし、花壇にも小さい芽が出てきたんです」

　ミカは楽しそうに元気になった菩提樹を指し示す。

「菩提樹の花と葉っぱは、すごく香りのいいお茶になるんですよ」

　生き生きとしたミカの説明に耳を傾けながら、エルネストは初めて出会った時のミカを思い出していた。

　薄汚れて死にかけて、怯えた子供だった。あのまま生きて朝を迎えるなんて、思いもしなかった。

　今はこの子が生き長らえ、こうして元気になった事がとても嬉しいと思えた。

　落馬事故以来、他人の事など気にかけた事もなかった。ただ無気力に、なげやりに生きてきたエルネストにとって、生命力に溢れたミカは、あまりに目映まばゆい。

　暗闇にひとりぼっちだったエルネストに、ミカが明かりを灯してくれたと、エルネストは気付き始めていた。







　裏庭の菩提樹は、ミカの手厚い保護に感謝するかのように、夏の終わりまでたくさんの花をつけてくれた。

　たくさんといっても、まだ小さな若木だ。摘み取れた花たちは、お茶にしてしまえばすぐになくなってしまうくらいの量だ。それでもミカは嬉しかった。

　夕食が終わればメイドのアンナは帰ってしまうし、バルテルも早々に寝てしまうが、エルネストはしばらくの間、書庫で過ごし、それから二階の寝室へ向かう。

　この書庫で過ごす時に飲んでもらおうと、ミカは菩提樹のお茶を毎日淹れていた。

　ミカたちロサ族は大陸中を移動している。夏の間は摘み立ての菩提樹の花や苞、葉をちぎってお茶にしていたが、それ以外の季節は、よく乾燥させたものを保存しておき、飲んでいた。

　ティーカップ一杯分の菩提樹のお茶に、少しのはちみつを垂らす。菩提樹の木が欲しかったのは、眠りの浅いエルネストに飲んで欲しかったからだった。

　トレイにティーカップを載せ、ミカは書庫へと向かう。この一杯で、菩提樹の花も苞も使い切った。最後の菩提樹のお茶だ。

「エルネスト様、お茶をお持ちしました」

　声をかけて返事を待ち、それから書庫に入る。

「これで菩提樹の花が終わってしまったので、次は来年になっちゃいます」

　そう伝えると、エルネストは読んでいた本を閉じ、ミカに向き直った。

「じゃあ、明日からはちゃんと早寝をするんだな」

　エルネストはミカが差し出したティーカップを取り、口をつける。ミカが勝手に毎晩お茶を持って書庫にやって来ていたが、エルネストは特に何も言わず、いつもお茶を飲んでくれていた。

「……あの、ぐっすり眠れるようになりましたか……？」

　黙々とお茶を飲むエルネストに、おずおずと尋ねてみる。思えば効果について、エルネストは何も言っていなかった。

「……眠れるような気がするな」

　そう聞いて、ミカはぱあっと笑顔になる。

「じゃあ、来年はたくさん花を収穫できるよう、頑張って育てます！」

「子供は早く寝るのが仕事だ。俺に構ってないで、バルテルみたいにさっさと寝ておけ」

　毎回、エルネストは『早く寝ろ』と口にするが、そう言いながら、ちゃんとミカのお茶を飲んでくれる。だからミカは全く懲りない。

「明日からは、牛乳を温めてきます。牛乳を温めて、少し甘くして飲むと、よく眠れるってアンナさんが言ってました」

　飲み終えたティーカップを下げながら、ミカはにこにこ笑顔だ。

　エルネストは椅子に座ったままミカを見上げ、からかうような笑みを見せた。

「ミカは何を言われても懲りないな」

　何を『懲りる』のか、ミカは全く分からなかった。不思議そうに首を傾げる。

「ぼくは子供じゃないです。もう十五歳だから、早く寝ないでも大丈夫なんです」

　そう言いながら、この時間のミカはだいぶ眠たそうだ。そもそもミカの言う『十五歳だ』というのを、エルネストは全く信じていない。

「いいから、もう寝ろ。眠そうな顔をしていたら、バルテルがまた気を揉むからな」

「はい。おやすみなさい、エルネスト様」

　ミカは大人しく書庫を出て、厨房に向かう。使った茶器を洗い、片付けをしてから眠るつもりだ。

　本当は、少しでも運動をした方がいいと思うが、人目を嫌うエルネストに勧めにくい。

　せめて散歩だけでも、とミカは思う。

　お日様を浴びるだけで、元気が出てくる。外の空気と明るい太陽が大好きなミカは、特にそう思っている。

　もし散歩に出てくれるなら一緒について行って、この住宅街にある素敵な庭を案内できるのに。

　明け方の誰もいない時間なら、一緒に来てくれるだろうか。

　エルネストに、ミカが素敵だと思う庭や家を見せたかった。もちろん、薬草園のある、あの赤い屋根の小さな家もだ。

　エルネストの健康のためだけではなかった。ミカもエルネストと一緒に、花咲く並木道や、風の吹き抜ける庭を見たかった。明け方の澄んだ空気に満ちた空を、一緒に見上げたかった。

　素敵なものは、誰かと一緒に見ると、もっと素敵になるのよ。

　ミカの母がいつも言っていた言葉だ。

　ミカもそう信じている。だからエルネストにも、素敵なものをたくさん見せたかった。







　ミカがルベール家での仕事にすっかり慣れ、バルテルの手伝いも随分できるようになった頃には、地方都市エリンにも冬が訪れていた。

　勉強も大分進んで、日常で使うような計算はほぼ問題なくできるようになった。物覚えがいいのもあるが、ミカは努力を決して怠おこたらなかった。

　エルネストやバルテルの役に立ちたい気持ちもあったが、なにより、勉強が楽しかった。そうして楽しく面白く勉強できるようにしてくれたエルネストに感謝していた。

　毎日教えてもらったおかげで、ミカもエルネストに慣れ、エルネストもミカに慣れてきた。掃除やベッドメイク以外でエルネストの寝室に入れるのはバルテルだけだったが、今はミカがエルネストの朝の支度を手伝うようにまでなった。

　そして冬がやってきて、ミカの朝の仕事に、暖炉の管理が加わった。

　家中の暖炉や薪まきストーブに火を入れ、部屋の中を暖めておく、大事な仕事だ。この屋敷は小規模なので、それほどたくさんの暖炉はない。厨房と、エルネストの部屋と居間くらいで、他は必要に応じて用意すればよかった。この時期は寒さが厳しいので、エルネストもポーチには出ない。居間か自室か書庫のどこかで過ごし、ミカたち使用人は、特に仕事がなければ厨房で暖を取っていた。

　今朝も、ミカはいつも通り早朝に起きた。素早く着替えて部屋を出て、いつものように暖炉に火を入れ、それから、廊下の鎧戸よろいどを開けて歩く。

　今朝はいつも通り、とは行かなかった。ひとつめの鎧戸を開けると、外は真っ白に雪が降り積もっていた。

　昨日、アンナやバルテルが、雪が降るかもしれないと言っていた。

　ミカは雪がどんなものなのか、話には聞いていたが、見た事がなかった。

　ロサ族は大陸中を旅しているが、常に暖かい場所を目指していた。いつでも野宿か馬車の中での暮らしだ。寒さを避け、暖かい地方を巡る。だからミカは雪を見た事がなく、これが正真正銘、初めての雪だった。

　木々にも庭にも、隣の屋敷との間にある柵にも、雪は降り積もっている。空からは粉砂糖のような白い雪が舞い落ちていた。

　ミカはいてもたってもいられず、厨房の裏口から裏庭へ飛び出した。

　今は何も植えられていないミカの花壇にも、あの菩提樹にも、いつか子猫が降りられなくなって鳴いていた楡の木にも、まるでベールを被ったように雪が積もっている。

　ミカはそっと手を伸ばし、菩提樹に降り積もった雪に触ってみた。ひんやり冷たく、ふわふわと柔らかい。触れただけで、さらさらと雪は零れ落ちた。

　ミカが歩けばさくさくと軽い音を立てて、真っ白な雪の上に靴の形が並んでいく。

　ミカは空を振り仰ぎ、降り注ぐ雪を頬に受ける。

　冷たくて、頬に触れるとすぐに冷たい雫になってしまう。この感触をなんと形容したらいいのだろう。ミカは言葉にできないくらいに、幸せな気持ちになっていた。

　前の主人の家にいた時は、外に出してもらえなかった。窓もない部屋に閉じ込められて、外を見る楽しみさえなかった。エリンで迎える二度目の冬で、初めての雪だった。

　去年の今の時期は、こんな未来を想像できなかった。

　ミカは雪をてのひらに受け止めながら、舞い落ちる雪を見つめる。

　雪がどんなものなのか、そう両親に尋ねた時に、母が教えてくれた。

『まるでりんごの花が舞い落ちるように、綺麗で、冷たくて、一瞬で溶けてしまうもの』

　本当にその通りだ。

　ミカは鈍にび色いろの空から舞い落ちる雪の花を見上げる。

　てのひらにとどめようとしても、雪の花は一瞬で消えてしまう。

　何度も何度も、てのひらに受け止め、そして溶けて雫になる雪を見送る。

　どんなにこの手にとどめたくとも、雪の花びらは溶けて消えてしまう。それでもミカは何度でも、てのひらに迎え続ける。







「どうしたんだ、ミカ。ずぶ濡れじゃないか」

　ミカがエルネストの朝の支度を手伝いに行った時、もうエルネストは起きて暖炉の前で温まっていた。

「エルネスト様、雪が降ったんです。外が真っ白です」

　もう朝一番の興奮はミカから消え去っていた。今は落ち着いて、少し悲しくなっているところだった。

「いいから暖炉の前に来い。俺の支度はあとで構わないから、そのずぶ濡れの頭を乾かせ」

　ミカはエルネストが勧めるままに、素直に暖炉の前に座った。確かに身体が冷え切って、凍えていた。

「雪が珍しかったのか？　ロサ族はわざわざ降雪地に行かないだろうしな」

「初めて雪を見ました。りんごの花びらみたいなのに、触ると消えてしまいます。エルネスト様に見せたいから、てのひらに載せて来ようと思ったのに、溶けてしまってだめでした」

　ミカはしょんぼりと俯く。

「それはそうだろう。すぐに溶けてしまうものだ」

「エルネスト様に見せたかったんです。とても綺麗だったから」

　言ってから、ミカにとってとても珍しい、初めての雪でも、エルネストにとっては珍しいものではないのだと気付く。綺麗でふわふわで、きっとエルネストも喜ぶと勝手に思い込んでいた自分に、恥ずかしくなる。

「……ミカ、こっちに」

　エルネストは杖を取って立ち上がり、暖炉の前に座り込んだままのミカを促すと、そのままゆっくりと窓際へと歩いて行く。

　重いカーテンを開き、真っ白に曇った窓を開けて、ベランダへと踏みだした。

　ベランダにも雪は降り積もっていた。真っ白な雪に一歩踏みだし、ミカに手を差し伸べる。

「ここでも雪は見られる」

　差し伸べられた手に、ミカはすがるように触れた。エルネストの優美な手の温かさに、胸が微かに痛む。

　てのひらに雪の花を受け止めながら、雪の庭を見下ろすエルネストの横顔を見つめる。

「雪なんかに触れたのは、何年ぶりだろうな。こんな風に降るなんて、忘れていた」

　エルネストの真っ黒な髪に、真っ白な雪の花が降り積もる。

　その横顔はいつも少し寂しげに、ミカの瞳に映っていた。けれど、今はそう見えなかった。真っ白な雪の花をまとうエルネストは、この上なく穏やかに、心安らかに、微笑んでいるように思えた。

「……来年の冬も、雪は降るんでしょうか」

「降らない年もある。来年はどうだろうな」

「降ったらいいですね。……雪ってとっても綺麗です」

　また来年もエルネスト様と、こうして一緒に雪を見たいです。

　そう言いたかったのに、口に出す勇気がなかった。

　こうしていると、あまりに幸せで、嬉しくて、忘れてしまいそうになる。

　自分は奴隷だという事を。


五　別れとミカの誓い







　エリンの冬が終わり、穏やかに季節は春へ、そして緑豊かな初夏へとうつろう。

　ミカがエルネストの屋敷にやって来て、もうすぐ一年が経とうとしていた。この頃はミカも仕事に慣れ、バルテルの代わりを全てとは言わないが、随分こなせるようになっていた。

「ミカが来てくれたおかげで、私も安心して首都に帰れるよ」

　いつものように厨房で朝食をとりながらバルテルにそう言われて、ミカは齧っていたパンを取り落としそうになった。

　そもそもミカは、バルテルの仕事を引き継ぐ為に買われたのだ。一年後にはバルテルが首都の娘夫婦のところへ帰ると知っていたが、いざとなると、言い尽くせないくらいショックを受けていた。

「来月、首都へ帰る予定なんだよ。そろそろ荷物の整理を始めないとね」

　バルテルがもうすぐいなくなってしまうと思うと、ミカは泣きだしそうになっていた。ぐっと涙を堪えるが、我慢できそうにない。

「ミカや、泣かないでおくれ。私はミカにならエルネスト様を任せられると、信じているんだよ」

　涙を必死に堪えるミカの頭に、バルテルの皺しわだらけの手が優しく触れる。

「ミカがいてくれるから、安心して帰れるんだ。どうか、私の代わりにエルネスト様にしっかりお仕えしておくれ」

　バルテルがどんな気持ちでミカに語りかけているか、まだ幼いミカには伝わらない。

　我が子のようにエルネストの行く末を思っていても、身体は老い、衰えていく。もう昔のようには働けない。そう遠くない未来に、エルネストを置いて先に死んでしまう。

　エルネストを支え、傍に仕え、そしていつか、立ち直らせてくれる誰かを、バルテルはずっと探していた。

　まだ小さいミカに重責じゅうせきを背負わせてしまうかもしれない。だが、エルネストが事故以来、バルテル以外の誰かを傍に置いた事はなかった。

　この小さなミカだけだったのだ。

　エルネストが心を許したのは、他の誰でもなく、死にかけた奴隷のミカだけだった。

「どうか、エルネスト様のお力になっておくれ」

　ミカはその言葉の重さを知らない。エルネストがこのエリンにやってくるまで、ミカに出会うまで、どれほど荒んでいたかも知らない。

　ミカの胸にあるのは、エルネストへの敬愛と感謝と、大好きだという気持ちだけだ。ただひたむきに慕したう気持ちだけだ。

「僕は、エルネスト様に助けてもらいました。だから、僕もエルネスト様を少しでも助けられたらと思っています」

　バルテルは黙って何度も頷く。泣き出しそうなのは、ミカだけではなかった。

「バルテルさんに、手紙を書きます。エルネスト様の事を、たくさん書きます。だから、バルテルさんも安心して下さい」

　バルテルの涙に気付いたミカは、慌てて励ますかのようにバルテルの手を取る。

　いつまでもバルテルに甘えてはいられない。これからはバルテルの代わりに、エルネストを支えられるようにならなければ。

　バルテルのようにエルネストを支えられずとも、ミカにできる事はあるはずだ。

　バルテルが安心して首都で暮らせるように。バルテルが去った後も、エルネストが困る事がないように。

　ミカは眦まなじりを拭い、しっかりと決意する。







　来月には首都へ帰ってしまうバルテルに、何か贈り物をしたい。

　ミカは厨房の隅に置かれたテーブルの上に小銭入れの中身を並べて、考え込んでいた。

　エルネストから時々もらう小遣いをちまちまと貯めていたので、たくさんお金はある。たくさんと言っても、ミカから見れば、の話だが。

　最初に菩提樹の若木と日記帳、便箋を買ったくらいで、あの後はほとんど使っていない。便箋も、時々エルネストに手紙を書くくらいで、さほど使ってはいない。インクやペンはエルネストがまとめて買ったものを必要に応じて分けてくれるので、買う必要はなかった。

　そしてバルテルと街に出ると、露店の菓子やパンをバルテルが買い与えてくれるので、自分で買う事がなかった。そもそも普段からアンナが間食に色々用意してくれている上に、エルネストが実家から送られてきたものをしばしばミカに分け与えていて、自分で菓子を買う必要もない。ミカには特に欲しいものも、必要なものもなかった。

　服も靴も下着も、皆エルネストが買い揃えている。本も、書庫の本を自由に読んでいいと言われている。生活に必要なものを買う必要がなかった。

　ミカが欲しいのは、店で売っていない、野生の香草や薬草の種くらいだ。庭仕事の道具だって、この屋敷には用意されている。そもそも、裏庭の小さな花壇はミカのテリトリーだが、屋敷の庭の維持は、庭師の仕事だった。

　硬貨を数えながら、ミカは思い巡らす。

　バルテルについて商店や露店で買い物をするようになり、だいたいの物価は分かってきた。

　立派な靴や時計、お茶のセットなどは買えないが、ハンカチや靴下、小物くらいなら、今ある小遣いで買う事ができる。

「アンナ、お茶を淹れてく……ミカ、何をしているんだ？」

　小銭をしまおうとしたちょうどその時、珍しく、エルネストが厨房に顔を出した。

　ミカが屋敷に来るまで、エルネストは書庫と自分の部屋と食堂くらいしか往復せず、厨房に来るどころか、稀に廊下で会うアンナにさえ口を利かなかった。それが今では、こうして厨房に顔を出すようにまでになっていた。

　本当に用事を言いつけるだけで愛想も何もないが、大変な進歩だとバルテルが言っていた。

「アンナさんはアイロンをかけるので、リネン室にいます。お茶ですね、今、ご用意します。どちらにお持ちしますか」

　ミカは小銭入れを放り出して立ち上がる。

「いつものポーチに。……何か欲しいものでもあるのか？」

　お茶の用意をするミカの背中にそうエルネストが問いかけた。

「バルテルさんが首都に帰るので、贈り物をしたいんです。今、お湯を沸かすので、少しお待ち下さい」

「ああ、もう来月だな……。何を贈るか決めたのか、ミカ」

「ハンカチか、何か小物を。あの、街に買い物に行ってもいいでしょうか。バルテルさんと一緒にお使いに行く時だと、内緒で買えないので、ひとりで行ってもいいでしょうか」

　エルネストはミカが並べた小銭を眺めながら、少し考えているようだった。茶葉の用意をするミカの背中に、思いも寄らないエルネストの言葉が投げかけられた。

「なら、俺と一緒に行くか」







　まさかエルネストとふたりで買い物に行くことになるとは、思ってもみなかった。

「俺もバルテルの退職祝いを買いたいから、ちょうどいい」

　ミカもひとりで行くのは心細かったので、エルネストの申し出はありがたかった。それに、エルネストと出掛けるのは、初めてだ。

　ごく稀に、エルネストが街へ出る事はあったが、そういう時はバルテルを連れて行く。ミカは留守番だ。そういうものだと思っていた。

　貸馬車の手配をひとりでするのも初めてで、ミカはどきどきしていた。そしてエルネストは足が不自由だ。エルネストが快適に買い物を楽しめるように、色々配慮しなければならない。

　緊張のあまり、ミカは手が少し震えるくらいになっていて、エルネストは少々呆れたようだった。

「そこまで緊張する事か？」

「は、はい、大丈夫です。エルネスト様、足元に気をつけて下さい」

　店に着くと、ミカは大急ぎで馬車から降り、エルネストに手を差し伸べた。その差し伸べた手も微かに震えている。

「取って食ったりしないから、もっと落ち着け」

　ミカの手を借りて降り、店の扉を開けながらエルネストは小さく笑っていた。エルネストが怒り出すとは思っていないが、ミカは少しでも役に立ちたいのだ。失敗して、エルネストに嫌な思いをさせたくないのだ。それでついつい、必死になってしまう。

「ルベール様、いらっしゃいませ。今日はどのようなものをお探しですか？」

　エルネストを迎え入れたのは、美しい中年の女性だった。エルネストはそう外出はしないが、この店の店主はエルネストをよく知っているようだ。

　ミカもこの店は初めてだ。バルテルとの買い物では、来た事がなかった。

「バルテルが隠居するので、何か贈ろうと思っている」

「まあ、バルテルさんが。……さみしくなりますわね」

　ミカはエルネストの後ろに控えながら、店の中をきょろきょろと見渡していた。

　店は、輸入の品を扱っているようだった。ミカが見た事ないような、不思議な趣向を凝らした品々が並んでいる。前に本の挿絵で見た、東洋の壺や置物のようなものもあった。

　添えられている値札をそっと覗き込んで、ミカは並んでいる数字の桁を数える。

　とてもミカの小遣いでは買えそうにないものばかりだ。

　露店や、いつもバルテルと行っている店なら、ミカでも買えそうなものがあるかもしれない。特に露店は手頃な値段のものが多かった。

　店主が商品を取りに離れている間に、ミカはエルネストに思い切って訊ねた。

「あの、エルネスト様。今、露店や他のお店を見に行ってきてもいいでしょうか」

「ああ、構わないが、迷子にならないか？」

「だ、大丈夫です！　バルテルさんと何度も来ているから、この辺りの通りは覚えてます」

　エルネストはミカの左手を取り、革のバングルを確かめる。

「もし警備兵や街の人間に何か言われたら、このバングルを見せて、ルベール家の奴隷で、主人と買い物に来ていると言え。それから、もし迷子になったら、この店の場所を聞いて戻ってこい。雑貨商のメリルの店だと言えば通じる」

「はい！　ありがとうございます！　急いで行ってきます！」

「別に慌てる必要はない。俺もゆっくり選んでいるから」

「はい！　行ってきます！」

　ミカは大喜びでメリルの店を飛び出した。

　ひとりで商店街を歩くのは初めてで、それも楽しみだった。見慣れた商店街も、なんだか不思議に新鮮に見える。

　ミカは商店の合間に行儀よく並ぶ露店を覗きながら、わくわくと歩き始めた。

　バルテルさんに何を贈ろう？

　手袋か、ハンカチか、それとも、手紙を開けるペーパーナイフや、ペーパーウェイトか。

　ミカの全財産で買える、素敵なものを探そう。

　初めてのひとりの買い物に、ミカは夢中になっていた。

　気持ちのいい青空の下、石張りの通りを歩いていると、聞き慣れた声がミカを呼び止めた。

「あら、ミカじゃない。今日はひとりなの？」

　いつか菩提樹の鉢植えを買った、花屋の露店主だった。あれから時々、バルテルと一緒にこの店に花を買いに来ていた。花は屋敷のあちこちを彩り、飾られる。

「こんにちは、花屋のお姉さん。今日はエルネスト様……旦那様と一緒だけれど、ひとりで買い物に行ってもいいって」

「そうかあ」

　店主はミカを眺めながら少し考え込むような素振りを見せ、それから口を開いた。

「ミカ、あのね。初めてのお店や露店は、あんたに物を売ってくれないかもしれない。……その、言いにくいんだけれど、奴隷は信用ならないって人は結構いるんだ。ごめんね。エリンの人がそんな意地悪な人ばっかりだってわけじゃないんだけど」

　楽しかった気持ちが、ほんの少ししおれたが、ミカはそういう事もあるだろうと前向きだった。

　そもそも、ロサ族もそういう差別を受けていた。

　定住せず大陸中を旅するロサ族を信用してくれる人もいるが、嫌う人もいた。立ち寄った街の市場で物を買おうとしても、追い返される事もあった。そういう市場は正直に言えば、少なくなかった。

　何も悪い事をしていないのに、流れ者は得体が知れないと毛嫌いする人々は少なからずいる。ロサ族でさえそうなのだ。奴隷には物を売れないと蔑さげすまれても、仕方ないと思えた。

「本当にごめんね。そういう意地悪な人もいるから、その時は我慢してやってね。ごめんね。あんたがとってもいい子なのは、私はよく知ってるのに、ごめんね」

　そんなに謝られると、申し訳なくなってしまう。花屋の店主には何の罪もない。彼女のせいではない。

「露店なら、いい人もいるから。商品を見たい時は、挨拶して、そのエリンの紋章の入ったバングルを見せて、買い物できるか聞いてみて。……買い物させてくれる店もあるから。ただ、商店はだめだよ。ご主人やサクロナ人の使用人と一緒に行って、身元を保証してもらわないと……」

　花屋の店主は言いにくそうにもごもごと説明をしてくれた。きっと、店主は心を痛めながら、ミカの立場を説明してくれている。ミカは却かえって申し訳ない気持ちになっていた。

　店主はミカが悲しい思いをする前に、とても言いにくい現実を教えてくれたのだ。感謝しかなかった。

「教えて下さって、ありがとうございます。知らなかったら、お店に入っちゃうところでした。助かりました！」

　努めて笑顔で店主に礼をいい、花屋の露店を後にした。

　今まで明るくて綺麗で、楽しい場所だと思っていた商店街が、ほんの少し暗く、重く感じられるようになったが、ミカは前向きだ。

　誰かはきっと、売ってくれる。皆が拒否するわけじゃない。

　そう思えば少し気が楽になるし、何より、露店に並ぶ色々な商品は、変わらず綺麗で、面白くて、色々なものがあって、見ているだけで楽しかった。

　花や果物、菓子だけではなかった。陶器の食器や置物、色々な模様の生地や敷物、服や靴、革製の小物まで扱っている店もある。鍋や掃除道具などの日用品や、珍しい鉱石のようなものを売っているところまである。

　ミカは青い天幕に白いリボンを飾った、華やかな陶器類の露店の前で足を止めた。

　綺麗でおしゃれな食器の他に、陶器の置物があった。うさぎや犬猫、鳥の置物で、それがとてもよくできていて、可愛らしい。ミカが買えるくらいの値段の物も、多数ある。

　店主は熊のような大男だ。ミカは少々臆おくしながら、思い切って店主に挨拶をした。

「こ、こんにちは！　商品を見せてもらいたいです」

　ミカは左手のバングルがよく見えるように袖を引っ張り上げながら、店主に差し出した。

　店主はバングルに刻まれた文字を一瞥し、すぐに口を開いた。

「うちは奴隷には売らない事にしてるんだ。前に詐欺にあったんでな。すまねぇが坊主、よその店に行ってくれ」

　いざとなると、やはり傷付く。ミカはしょんぼりと俯き、小さな声で、すみませんでした、と謝り、再び歩き出した。

　エルネストはこんな状況を知らなかったに違いない。知らないから、ミカを送り出してくれたのだろう。

　思えば、エルネストはほとんど外には出ない。そして奴隷を買うのは、ミカが初めてだった。

　せっかくエルネストが送り出してくれたのに、何も買わずに帰ったら、心配をかけてしまうだろうか。

　その時は、欲しいものがなかったと言えばいい。

　次にミカが立ち寄ったのは、織物の露店だった。店主は老婆だったが、やはりミカは断られてしまった。

　いくつかの露店に断られ、前向きだったミカも、さすがに気持ちが沈んでしまった。

　また断られたら、どうしよう。

　ミカはとぼとぼと石畳を歩く。

　通りに並ぶ露店全部に声をかければ、一軒くらいは売ってくれるところがあるだろうか。売ってくれる露店で買えばいいだろうか。

　それとも、エルネストに一緒に来てもらうか。

　だめだ。

　エルネストは人目に触れることをとても嫌がっているし、足が不自由だ。こんな人がたくさんいる通りを歩かせるわけにはいかない。

　ミカは悲しくなっていた。

　お金もある。悪いこともしていない。ただバルテルへのプレゼントを買いたいだけなのに、お店は商品さえ見せてくれない。

「ぼうや、どこの露店でも買えなかったか」

　突然背後から声をかけられ、ミカは驚いて振り返る。

　ミカに声をかけたのは、人の良さそうな中年の男だった。男は顎に手を当て、小さく唸る。

「すまねぇなあ。エリン市民はどうにもよそ者を嫌う傾向があってな。ぼうやがサクロナ人にゃ見えないのも悪かったな」

　サクロナ人とロサ族は、確かに少し顔立ちが違う。まだ小さいミカは、何がどう違うのかよく分からないが、何かが違うというのは感じていた。

「大丈夫です。気にしてないです」

　ミカはどう返事をしたらいいのか分からず、もじもじしていた。なんとか言葉を絞り出し、俯く。

「特にこの通りは、金持ち相手の商売が多いからな。少し向こうの通りなら、庶民向けの露店があるんだ。そっちなら、奴隷でも外国人でも、もう少し気安く物を売ってくれるさ」

「ほ、本当ですか？　あの、向こうの通りって、どこですか？」

「そこの路地から入って、三本目の通りだよ。よかったら俺が案内してやろうか」

「いいんですか？　ありがとうございます」

　冷たくあしらわれ続けたミカのしおれた心に、男の優しさが染み入るように感じられた。意地悪な人ばかりじゃない。こうして親切にしてくれる人もいると思うと、また前向きになれそうな気がしていた。

「こっちだよ。少し歩くが、そう遠くない」

　男はミカの手を取り、歩き出した。

　思えば、ミカはこの通りと、この一本向こうの通りしか知らなかった。このふたつの通りの店や露店でしか、バルテルが買い物していなかったからだ。そこで買い物が済むので、他に行く必要がなかった。

　確かに男の言う通り、この通りは身綺麗で上品な人が多く、店に並ぶ商品も高価だった。露店はどこも綺麗に整えられ、店主もきちんとした身なりの人が多かった。そして、奴隷をひとりも見かけなかった。いや、いたとしても、ミカのように普通の、雇われた使用人のような格好をしていて、ぱっと見では分からないだけかもしれない。

　初めて入る路地裏は、なんだか薄暗く、狭苦せまくるしく、埃ほこりっぽい。ミカは少々咳き込みながら、男と手を繋ぎ後ろを歩く。

　一本目の通りを抜け、また路地裏を通り抜けようとした時に、ミカは嫌な予感がし始めていた。

　男はひとことも喋しゃべらない。

「あの、どこまで行くんですか？　もうすぐですか？」

　返事はなかった。ない代わりに、手首をぎゅっと掴まれた。

「いいから来るんだ！」

　乱暴に腕を引っ張られ、ミカは肩が抜けそうな痛みに小さな悲鳴をあげた。

「くそ、騒ぐなよ！」

　男はミカを引き寄せ、片手で口を塞ごうと手を伸ばす。男の手を振りほどこうとあがくが、あっけなく口を塞がれた。

「命が惜しいなら騒ぐんじゃねえぞ」

　ミカはすぐに思い出した。ロサ族が襲われ、ミカを庇かばった両親が無慈悲に殺されて、捕らえられた時も、同じだった。こうして乱暴に口を塞がれ、担ぎ上げられ、連れて行かれた。

　全身から血の気が引き、震えが止まらなかった。

　男はポケットから取り出した布切れでミカの口を乱暴に塞ぎ、肩に担ぎ上げた。そんなもので口を塞がれなくとも、ミカはもう声さえあげられないくらいに、怯おびえていた。

　ミカを担ぎ上げ、数歩男が歩いた時だった。

「その子を返せ。返さないなら撃うつ」

　はっきりとそう聞こえた。こんなところにいるはずがない、エルネストの声だった。

　狭い路地裏に、カチッと撃げき鉄てつをあげる音が響いた。

「今すぐ返せ。返せば見逃してやる」

　男は舌打ちするとミカを盾にするように投げ出し、素早く駆け出した。

「バカか！　知らない人間についていくな！」

　エルネストは男の後ろ姿に銃口を向けたまま、ミカを怒鳴りつけた。

　ミカは路地裏に蹲うずくまったままなんとか猿轡さるぐつわをほどき、よろよろと立ち上がろうとした。けれど足に力が入らない。

「ご、ごめんなさい」

　安堵あんどした途端に、ミカの榛色の瞳から涙が溢れ出た。

「ごめんなさい。ごめんなさい……！」

　エルネストは男の姿が消えたのを確認すると銃を下ろし、懐ふところにしまう。杖をつきながらゆっくりとミカに歩み寄り、今銃を握っていた手をミカに差し出した。

「エルネスト様、ごめんなさい」

　ミカはたまらずに、大声で泣き出した。

　怖かった。何が起きたのか分からないまま、どこかに連れて行かれる恐怖でいっぱいだった。

「いつまで経っても戻ってこないから、探しに来た。お前が男に連れられて路地裏に入るのを、そこの露店の親父が見ていなかったら、ここまで来られなかった」

　ミカはエルネストの手に両手でしがみついたまま、立ち上がる事ができず、わぁわぁと声を上げて泣いていた。

　自分が悪いのはよく分かっている。知らない人間についていってはいけないと、両親もよく言っていた。

　それなのに、親切にしてもらえたのが嬉しくて、信じてしまった。

「……怒っていないから、泣くな」

　エルネストに促され、ミカはぼろぼろ涙を零しながら立ち上がる。

「無事でよかった」

　そう言ってくれたエルネストの声は、とても優しかった。まがいものなんかではない。ミカの傷付いた心を穏やかに包み込むような、優しい響きだった。

「帰るぞ。お前のせいでここまで歩いてきたんだ。馬車まで手を貸せ」

　ミカは片手で涙を拭いながら頷き、エルネストの傍らに寄り添い、支える。薄暗い路地裏を出ると、やはり、空は青く気持ちよく澄んでいた。

「あの、エルネスト様、馬車はどこに」

「メリルの店だ。こんなところまでお前がうろついているとは思わなかった」

　エルネストは不機嫌に黙り込んでしまったが、ミカはやっと気付いた。

　人目に晒されるのが嫌いな、そして足の不自由なエルネストが、帰ってこないミカを心配して、ここまで探しに来てくれた。

　こんなに人通りの多い雑踏を歩いて、探して、エルネストはミカを助けに来てくれた。

　やっと涙が止まったのに、また溢れ出してしまう。

　こらえようとしてもだめだった。涙は次々に溢れ、ミカの丸い頬を滑り落ちた。

「こんな人混みで泣くな。俺がいじめているように見えるだろう」

「ごめんなさい。エルネスト様、ごめんなさい。ごめんなさい」

「もう怒ってないと言った。いいから謝るな」

　ミカは黙り込んで、少し考え、それからまた、口を開く。

「エルネスト様、大好きです。大好きです。大好きです……」

「………………」

　エルネストも押し黙ってしまった。ふたり黙り込んで、しばらく通りを歩く。華やかで明るい雑踏ざっとうの喧噪けんそうが、ひどく遠いように思えた。

「ミカが無事で、よかった」

　もう一度そう呟くエルネストの声に、ミカはこくこくと頷く。

　エルネストを支える両手に、温もりが伝わる。思わずミカはきゅっとしがみつくように両手に力を込める。

　エルネストは何度もミカを救ってくれた。奴隷商の許から助け出し、そして今、人さらいからも助けてくれた。




　エルネスト様がぼくを助けてくれたように、ぼくもいつか、エルネスト様を助けるんだ。

　何があっても、どんな事が起きても、絶対に、エルネスト様を守り抜くんだ。




　ミカの小さな胸の中に、はっきりとそう刻み込まれていた。







「そんな事が……」

　ティーカップにお茶を注ぎながら、バルテルは蒼白になっていた。

　エルネストは商店街から帰ってくるなり銃の手入れを始め、出掛ける時は真夏の太陽のようにきらきらした笑顔だったミカは泣きはらした顔で俯いていた。一体何があったのかとバルテルは狼狽していたが、事の顛末を聞き、衝撃を受けているようだった。

「申し訳ございません。私の不注意と調査不足でした。もっと詳しくエリン市の状況を調べておくべきでした。……ミカにも悲しい思いをさせてしまったね。すまなかったね」

　バルテルにそう詫びられて、傍で給仕の手伝いをしていたミカは、慌てて首を振った。

「バルテルさんのせいじゃないです。ぼくが知らない人についていってしまったから」

「治安もだが、奴隷に関しては俺もバルテルも今まで関わりがなく、認識が浅かった。エリンは古い都市だから、特に排他的でもおかしくはない」

　後に分かる事だが、エリンでは奴隷と言えば郊外の農場や牧場、鉱山などで使われるもので、市内中心部にいるのは貴族や商人、軍人などの富裕層が家事使用人としてか、『趣味』で持つものか、風俗業に使われる者だけだった。サクロナ首都のように、執事や従者、従僕として用いるのは、まずありえない事だった。

　首都でも下働きや船員、風俗業に従事する奴隷がいたが、先に述べたように、執事や従僕にまでなる者もいた。能力があれば重用される事はあった。ただ、エルネストやバルテルが『目にしない』だけで、エリンと同じように郊外や港で酷使される下層の奴隷もいたのだ。

　エリンではその首都以上に身分が低く、蔑まれている。

「よく使うガルニエ通りの露店だけでも、ミカを連れて私が挨拶をしておきます。あの辺りの露店の入れ替わりはあまりありませんから、今挨拶をしておけば、今後の買い物に数年は困る事がなくなるはずです。私が隠居した後は、アンナかエルネスト様にご同行して頂くしかありませんが、今できる限りはすませておきます」

「忙しいのに、ごめんなさい。バルテルさん」

「それくらい、たいした仕事ではないよ。それにミカのせいではないからね」

　バルテルもミカに可哀相な事をしてしまったと、激しく後悔していた。もう少し誰かに話を聞いていれば、ミカがこんなに傷付く事も、怖い目に遭う事もなかった。

「バルテル、役所と軍の詰め所に通報しておいてくれ。奴隷だろうと市民だろうと、昼間の商店街で子供を攫おうとするのは明らかに犯罪だ」

　お茶を飲み終えたエルネストは、変わらずに不機嫌なままだ。

「まさかガルニエ通りで銃を抜く羽目になるとは思わなかった」

　エルネストの足では、万が一、強盗に襲われても逃げる事ができない。それで父親に、普段から銃は手許に置き、外出時には必ず銃を携帯するよう言いつけられていたが、今まで一度も必要になった事はなかった。

「俺は滅多に外出しないせいで世情に疎いが、最近は治安が悪くなるような政治不安でもあるのか」

「ここ数年、多少不作の傾向ですが、それほど深刻ではないと捉えておりました。首都の旦那様や本家の家令から、話を聞いてみようと思います」

　銃はまだまだ高価な物だ。王立軍の上層部や上流貴族、そしてルベール家のような海路で交易する豊かな貿易商が所持しているくらいだ。最近は首都の警備兵も携帯しはじめたと噂を聞くに、なんらかの理由で治安は悪くなっているのかもしれない。

　エルネストは首都から離れたエリンにいる上に、滅多に街には出ない。隠居暮らしのようなものだ。そういった世事や政情には疎かった。

「ミカ」

　急に名を呼ばれ、ミカは慌てて顔をあげた。

「は、はい！」

「今後、路地には一切立ち入るな。何があってもだ。それから明るいうちに帰ってこい。この分じゃ、日が落ちればもっと治安が悪くなるだろう」

「はい。気をつけます。ごめんなさい」

　ミカは再び、しょんぼりと俯く。

　迷惑ばかりをかけて、エルネストはもう一緒に買い物に連れて行ってくれないかもしれない。実際、何の役にもたたないばかりか、エルネストに通りを歩いて帰ってこないミカを探させてしまった。

「バルテルと露店の挨拶回りが終わったら、また買い物の手伝いをしてもらおう」

　杖を取り、エルネストは立ち上がった。ゆっくりとミカの隣を通り抜けると時に、バルテルに聞こえないよう、小声で囁いた。

「バルテルへの贈り物は、また次に連れて行く時に買えばいい。今度こそ、売ってもらえるさ」







　転居の準備で忙しいバルテルは、二週間かけてガルニエ通りの露店と、主要な商店へミカを連れて挨拶回りをしてくれた。

　ミカは申し訳なくて仕方なかった。自分のせいで忙しいバルテルに、無理をさせてしまったと思っていた。

「そんな事はないよ。これも仕事の引き継ぎだからね。私がいなくなった後、エルネスト様のお使いをミカがしなければならないんだから、必要な挨拶だよ」

　バルテルは露店を一軒一軒巡りながら、ミカがルベール家の奴隷である事、ルベール家は国一番の海洋貿易商で、エリンのルベール家の主はその息子である事、身元はこれ以上ないほど保証されており、万が一にも代金の不払いや問題など起こさないし、仮に起きたとしても、エリンのルベール家か、首都の本家ルベール家のどちらかが必ず保証する事、ミカは奴隷だが首都ルベール家に習って執事候補の従者である事を、丁寧にきっちりと説明してくれた。

　この地方都市でもサクロナ最大の貿易商の名は知られているようで、大抵の店主は納得してくれた。渋い顔をしていた店主も、最終的には納得してミカに立ち寄る許可を与えてくれた。

　そしてバルテルが帰る月になって、ようやくミカはバルテルへの餞別を買う事ができた。買ったのは、小さなハリネズミのペーパーウェイトだ。初めて立ち寄った時には断られた、青い天幕に白いリボンを飾った陶器の店の商品だ。あの熊のような店主は相変わらず無愛想だが、ミカが尋ねればきちんと商品の説明をしてくれた。

　明日首都へ旅立つという日の夕方に、ミカはバルテルの部屋を訪れた。

「……これを私に？」

　バルテルにミカが贈ったのは、小さなハリネズミのペーパーウェイトだった。

「可愛らしいペーパーウェイトだねえ。ありがとう、ミカ。大事にするよ」

「ハリネズミは、幸運の象徴だってお店のおじさんが教えてくれました。害虫を食べてくれるから、庭の守護者とも言うのだそうです」

　バルテルはしみじみと掌のハリネズミを眺めている。

「バルテルさんにまた会えるか分からないから、バルテルさんをこのハリネズミが護ってくれたらいいなと思って」

　バルテルはミカの言葉に、ゆっくりと頷く。

「そうだねえ。もしかしたら、もうミカにも、エルネスト様にも会えないかもしれないね……」

　そして懐を探って懐中時計を取り出すと、ミカに差し出した。

「ミカや。この懐中時計は、私がまだ若い頃に大旦那様……エルネスト様のおじいさまから頂いたものなんだ。これをミカに持っていて欲しい」

「そ、そんな大事な物受け取れません」

　ミカは大慌てで首を横に振る。

「ミカに持っていて欲しいんだよ。私もこの懐中時計に随分励まされたものだ。……ミカや、短い間だったけれど、私はとても楽しかったんだよ」

　ミカの手を取り、懐中時計をてのひらに握らせながら、バルテルは話し続ける。

「エルネスト様の事だけではなく、私もミカがいてくれて、エリンで過ごす最後の一年がとても楽しかったんだ。だからこれは私から感謝と、友情のしるしなんだよ。……どうか受け取っておくれ」

　ミカはまだ懐中時計とバルテルの顔を見比べ、迷っていた。繊細な細工を施されたプラチナの懐中時計は、文字盤に小さなサファイアが埋め込まれている。宝飾品の価値なぞ知らないミカでも、これが大変高価なものだと分かるくらいだ。

「それから、ミカ」

　まだ迷っているミカに、バルテルは穏やかに語りかける。

「もしかしたらこれからミカは、とても大変な目に遭うかもしれない。……悲しい事や、辛い事があるかもしれない。……どうか、私の代わりにこの時計を傍に置いてやってくれ。どこにいても、私はミカとエルネスト様の幸せを願っているよ。それを忘れないでおくれ」

　ミカはこれからつらい事が起こるとは、思っていなかった。

　エルネストに出会う前よりもつらい事はないと思っていた。一族を、両親を殺され、最底辺の奴隷として虐げられ、死にかけていたあの時よりつらい事があるだろうか。

　対して、バルテルは様々な予感があったのかもしれない。

　奴隷が置かれている厳しい立場を、いつかミカは身をもって知るかもしれない。まだ幼いミカにエルネストを託すのは、あまりに酷なことかもしれない。

　そして、いつかこの身分差が、ふたりをひどく傷付ける日が来るかもしれない。

　ふたりを残し去らなければならないのは、バルテルにとっても苦渋の決断だった。老いも衰えも、そして時の流れも、残酷なくらいに待ってはくれない。

「ぼくは……ぼくは、何があっても、エルネスト様の傍を離れません」

　ミカはバルテルの不安を感じ取っていた。そしてミカも、言い知れない不安はあった。それでもバルテルに、自分に誓う。

「エルネスト様がぼくを守って下さったように、ぼくは、何があっても、エルネスト様をお助けします。お守りします。……ぼくは、エルネスト様が大好きなんです。バルテルさんも、大好きなんです」

　最後は涙声だった。

「バルテルさん。どうかお元気でいてください。ぼくはずっと忘れないです。バルテルさんのようになれなくても、全力を尽くします。バルテルさんの代わりに、エルネスト様をお守りします」


六　初めての友達







　早朝、七時ちょうどだ。

　ミカは懐中時計で時間を確認しポケットにしまうと、朝食のテーブルセッティングを終え、ポーチから居間を通り抜けて二階にあるエルネストの寝室に向かった。

「おはようございます、エルネスト様。朝食の準備ができています」

　ノックは二回。返事がなかったのは過去五年の間、エルネストが高熱を出した朝の一回限りで、必ずすぐ返事がある。

「おはよう、ミカ」

　ドアを開くと、大抵エルネストは起きて暖炉前の椅子に、少々眠そうな顔で座っている。今朝もいつも通りだ。

「今日はとてもいいお天気なので、気温が上がりそうです。春らしい服装でも寒さは感じないと思いますよ」

　ミカは手早く衣類を用意し、エルネストの着替えを手伝う。

　バルテルが去ってから五年、毎朝繰り返してきた。すっかり慣れたもので、今のミカなら気難しいエルネストの機嫌をとりながら、うまく朝の支度を済ませられる。

「今朝はポーチに朝食をご用意しました。大旦那様が首都から送って下さった珍しい果物も、お出ししておきましたよ。早くいらしてくださいね」

　ミカは支度の手伝いを終えると、先に寝室を出た。

　エルネストが朝食のテーブルに着くときに、ちょうどいいお茶を出さなければならない。厨房に寄ってティーポットを用意し、ポーチへと向かう。

　朝はまだアンナが出勤していない。朝食の準備はミカの仕事だが、さして用意しなければならないものはない。大抵のものはアンナが作り置きしているので、ミカの仕事はテーブルをセットし、パンとスープを温め、スプレッドやゆで卵を用意し、ハムやチーズ、果物を切るくらいだ。

　ミカがティーポットをテーブルにセットした時に、エルネストがポーチにやって来た。

「また俺の分だけか」

　ポーチのテーブルには、いつものように一人分の朝食だけが並んでいる。エルネストは深いため息をついて、席につく。

「どうせミカもあとから朝食をとるんだろう。ここで俺と一緒に済ませてしまえばいいのに」

　もう何度もエルネストに言われている事だった。エルネストもひとりで食べる朝食が味気ないのだろう。

「アンナさんが来る前にやっておく仕事があるんです。それにバルテルさんだって別だったのに、ぼくが一緒に食べるわけにはいきません」

　使用人が、それも奴隷が主人と同じテーブルにつくわけにはいかない。

　エルネストの優しさに勘違いして、甘えてはならないのだ。ミカは自分の立場を忘れず、わきまえなければならない。それくらいの分別はミカにもある。

「エルネスト様、今日のご予定はありますか」

「今日の午後、メリルの店に行ってみようと思っている」

「分かりました。貸馬車を手配しておきます。昼食は少し早めに、その後おでかけでよろしいですか？」

「そうしてくれ。ああ、ミカも用意しておくんだ。一緒に来てもらおうか」

「分かりました。それまでに仕事は片付けておきますね」

　この五年で、少しは変化もあった。あれほど外を嫌っていたエルネストが、庭くらいなら散歩するようになり、時々はこうして商店に自分で出向くようになった。バルテルがいた頃よりは街にも出るようになったが、やはり好んで外出する事はあまりない。それでも十分な進歩だ。

　普段は朝食後に散歩をし、それから帳簿つけや読書で過ごす。そしてミカに、今でも勉強を教えていた。これはこの五年間、変わらずに続けられている。

　今では他国の言語までミカに教えていた。エルネストはルベール商会を継ぐために、並々ならぬ努力をしていた。それで他国の言語もよく知っており、ミカにも学ばせていた。

　エルネストはどこに出しても恥ずかしくない執事にすると言って、ミカの教育を怠らなかった。

　最底辺の奴隷から、今や執事見習いだ。

　ミカもいつまでも子供ではなかった。この五年で、随分背も伸びた。痩せこけて小さかった身体も、年相応になってきた。そして、大人になればなるほど、自分がかつて置かれていた立場や、身分を思い知るようになった。

　自分が前の主人の下で、どんな『仕事』をしていたのか。それも大人になりつつあるミカに、重くのし掛かる。子供の頃には分からなかったことが、大人になれば分かるようになってくる。今まで分からなかった残酷な事実を、ミカも理解できる年頃になっていた。

　エルネストは、恐らくそれを知っていて、それでも死にかけたミカを買い取ってくれた。そして教育を与え、執事として重用ちょうようしようとまでしてくれている。

　だからこそ、エルネストの慈悲に甘えてはならない。

　ミカにとって、エルネストは何よりも大切な人だ。ミカを守り、育ててくれた恩だけではなかった。

　ミカの中にある感情は、決して主人に抱いてはならない感情だ。

　気付いてもどうにもならない、どこにも行き場のない気持ちだ。その許されない感情に、ミカは目を背け続けている。

「ああ、そういえば、エルネスト様。お隣の佐官様は、首都に戻られたそうです」

　ミカはいつものように明るく話を続けた。

「いい歳だったようだから、首都に帰って隠居か。隣は空き家になるのか」

「昨日、佐官様の執事が挨拶に来ました。入れ替わりで、佐官様の息子さんが引っ越してくるそうです。息子さんも王立軍の中佐さんだそうです」

　エルネストはポーチから隣の敷地を眺める。庭木と茂みで綺麗に囲まれている屋敷は、いつもと変わりなく静かだ。エルネストはまず人前に出ないので、今まで隣人を見かけた事はあっても、会った事はない。隣人との挨拶や付き合いは、ミカやバルテルの仕事だ。

「空き家になるより、軍人が住んでいた方が安全だな。ここ数年続いた不作のせいで、エリンも随分治安が悪くなった。……ミカも外出する時は気をつけるんだ。大金は持ち歩かず、必要な場合は商店主に配達させて、屋敷で払うようにするといい」

「分かりました。……そうですね、外出時だけでなく、戸締まりも今以上に気をつけるようにします」

　朝食を済ませたエルネストは席を立ち、いつもと同じように、庭の散歩に出た。それを見送って、ミカはテーブルを片付け始める。

　世界から切り取られたかのように、屋敷の中では穏やかに、静かに時間が流れていた。自由に歩ける足と一緒に将来の夢を失い、何の希望も見いだせないエルネストの全てを諦めた生き方は、変化も進歩もない、時が澱よどんだような世界かもしれない。







　予定通りに午後にメリルの店にやってくると、ミカの手を借りて馬車を降りたエルネストは、店のドアを開ける前に、ミカを振り返った。

「今日の買い物は長引きそうだから、ミカ。ガルニエ通りで買い物があるなら、行っていいぞ」

「ありがとうございます。じゃあ、のんびり露店を巡ってきます」

　ひとりで仕事の買い物に来ても、ミカは用事を済ませるとすぐに帰宅してしまう。それにエルネストは薄々気付いているようで、こうして連れてきては、ミカに自由時間を与えてくれていた。

　エルネストに勧められるまま、ガルニエ通りの石畳を歩き出したが、相変わらず、ミカに欲しいものはない。

　身の回りのものはいつもエルネストが買い与えてくれる。せいぜい、今も大事に育てている、裏庭のミカの花壇に植えるものくらいか。

　ミカが欲しい薬草や香草は、そもそもエリンでは売られていなかった。ごく稀に、行商人が加工済みのものを持ち込むくらいだ。

　例の赤い屋根の小さな家は、実は未だに買い手がつかず、放置されたままだ。もちろん、荒れ果てた薬草園も庭も、そのままになっている。管理を任されている人がいるのか、ごく稀に、道にまではみ出しそうな草花や木々が刈り取られて始末されている事はあったが、ミカはどうしても、草花をこっそり持ち出す気にはなれなかった。

　黙って持ち去るのは、泥棒だ。

　小さい頃から生真面目だったミカは、大人になっても変わらなかった。

　今でも香草や薬草の苗や種を露店で探しているが、見つかりそうな気がしない。そうやって、ないであろう種を探しながら、色々な商品が並ぶ露店を眺めるのも楽しい。ミカはエルネストの気遣いに感謝しながら、露店巡りを楽しんでいた。

「ミカ、いらっしゃい！　今日はすっごくいいオダマキがあるわよ、見ていって！」

　明るく声をかけてきたのは、ミカが初めて買い物した花屋の店主だ。

「こんにちは！　ホントだ、すごく立派なオダマキですね。花がすごく大きい」

　バルテルがこの店で屋敷に飾る花を買っていたように、ミカもそうしていた。

「でしょう。このピンクのと、白がおすすめよ。今朝刈り取ったばかりだから、すごく元気がいいでしょ」

「そろそろ居間の花が終わりそうなので、一束作ってもらおうかな……あとは何が」

　ミカが他の花を選ぼうとかがみ込んだ時、背後で言い争うような声が聞こえた。

「な……、どうしてですか？　ちゃんとお金もあります。それに、身分証だって」

　ミカは背後を振り返る。すぐ傍の、絹織物の露店の前で、若い娘と店主がもめているようだった。

「あの子、奴隷じゃないかな……」

　花屋の店主はそっとミカに囁く。若い娘は、確かにサクロナ人ではなさそうだった。ルルシャ人かもしれない。

　娘の身なりはかなりいい方だ。ミカから見たら奴隷だとは思えないが、花屋の店主はサクロナ人ゆえに、他民族はすぐ分かるようだった。

「ロンメル中佐の奴隷です。身元はちゃんとしてます」

　娘は袖を捲り上げ、左腕を突き出した。手首にはミカと同じように、革のバングルがはめられている。

「どうしても売って欲しければ、主人を連れてくるんだね。そんな身分証、信用できるもんか」

　絹織物の店主は老齢の女性だ。ミカはこの店で買い物をした事がないが、バルテルと一緒に来た事があった。ふたりの険悪な空気に、ミカは慌てて割って入る。

「待って下さい！　ちょっと、あの、こっちに」

　ミカは娘の手を取り、無理やり露店から引き離す。

「誰なの、あなた！」

　娘は大人しそうな見た目と裏腹に、気が強そうだ。顔を真っ赤にして怒っている。

「あ、あの、君、最近エリンに来たのかな」

「そうよ！　今まで首都にいたの。エリンの人がこんなに意地悪だなんて、知らなかった……！」

　金色の巻き毛の、美しい娘だ。言葉遣いも丁寧かつ発音も綺麗で、先ほど『ロンメル中佐の奴隷』だと言っていたが、きちんとした教育を受けている奴隷なのは一目瞭然だ。

「あの、ぼくも奴隷なんだ。この街では、主人かサクロナ人の従者に身元を証明してもらってからでないと、露店でも買い物ができないんだ。エリンは昔からの街で、閉鎖的だから」

　ミカも昔、そうして露店主たちに冷たくあしらわれ、悲しい思いをした。これ以上、彼女にも同じ思いをさせたくはなかった。

「そんな、ちゃんとお金だって持ってるのに、おかしいじゃない……」

　娘は少し落ち着いてきたようだった。荒かった語気は和やわらいでいた。

「たまには、売ってくれる人もいるかもしれないけど……。でも、残念だけど、そういう人は稀なんだ」

　そんな人に会った事はないが、いるかもしれない、とミカは思いたかった。娘は俯いたまま、ぽつりと呟く。

「どこに行っても、奴隷は奴隷なのね……。それどころか、首都を離れたら、もっと蔑まれるのね……」

　ミカはエリンしか知らないが、首都はもう少し扱いがマシだとは聞いていた。エリンよりは扱いがいいだけで、差別されないわけではないのだろう。娘は悔しそうに唇を噛みしめていた。

「あの、何が欲しいのかな。よければ、ぼくが買うよ。一応この辺りの露店全部に挨拶をしてあるし、あのお店でも以前……ああ、でもあのおばあさん、ぼくの事を覚えてるかな」

　ミカが一歩踏みだすと、娘は押しとどめるように手を伸ばした。

「もう、いいわ……」

　娘の声は、すっかりしおれきっていた。

「あんなに素敵に見えたのに、今はもう色いろ褪あせて見えるの……。素敵なものが素敵でなくなってしまったわ」

　顔を真っ赤にして怒っていた勝ち気さは消え去り、今、ミカの目の前にいるのは、傷付いて悲しむ娘だった。娘は眦を拭いながら、ミカを見上げた。

「ありがとう。あなた、とてもいい人ね。見ず知らずの私を助けてくれるなんて。……私、エレナっていうの。あなたは？」

「ミカだよ」

「ミカ。……変わった名前ね。またどこかで会えたらいいわね。もう一度、言っておくわ。ありがとう、ミカ。また、どこかで」

　エレナは踵を返し、人混みの中にあっという間に消えていってしまった。

　大人しいのか勝ち気なのか、よく分からない女の子だった。

　ミカは彼女が言っていた事を思い返す。

『あんなに素敵に見えたのに、今はもう色褪せて見えるの……』

　ミカもそうだった。綺麗で華やかで、楽しい場所だったガルニエ通りが、そうではなくなった瞬間を覚えている。

　今は顔見知りになった露店もある。花屋の店主のように、ミカを見かけると話し掛けてくれる店主もいる。あの頃ほどは、居心地が悪くなくなっていた。

　あの子にも露店主たちが優しくしてくれたらいいのに、とミカは考え、思い出した。

『ロンメル中佐の奴隷』だとあの娘は言っていた。







「……何故、奴隷に商店主が物を売らないかだって？」

　帰りの馬車の中でそうエルネストに尋ねると、少し考え込んでいるようだった。

　単なる差別にしては厳しすぎる。それにきちんと金を払うなら、店主も売り上げに繋がるのだから、そう悪くはないはずだ。稀に詐欺に巻き込まれるくらいで、ここまで毛嫌いするだろうか。

　ミカはずっと『奴隷が蔑まれているからだ』と思っていたが、何かがおかしい気がしていた。

　エルネストは窓の外を眺めたまま、口を開いた。

「逃亡奴隷に物を売ったら問題になるからだ」

　予想外の答えだった。

「以前メリルがそう話していた。身分証を持っていても、逃亡してきた奴隷なのか、これから逃げる準備をしている奴隷なのか、分からないからな。特に保存のきく食料品や旅道具の店主は、主人が身元を保証した奴隷にも売りたくないだろう。……万が一、その奴隷が逃げたら、幇助ほうじょしたと罪に問われるかもしれない」

　ミカは思わず言葉をなくしてしまった。考えた事もなかった理由だった。

「まあ、差別をしている店主もいるだろうが……。サクロナ人以外、特にルルシャ人なんかの奴隷は人ではないという考えの奴もいる」

　まだミカが小さかったので、今までエルネストはぼかして語り、本当の話をしなかったのかもしれない。納得のいく説明だが、あまりに厳しい内容だ。

「ミカ、はっきり言っておくが、エリンは古い都市なせいか、市民にも古臭く頭の固い連中が多い。ルルシャ人だけでなく、ロサ族の奴隷も人だと思わない奴もいる。ガルニエ通りがあるあの区画や屋敷の周りは比較的裕福な人間が多いから、そう治安は悪くないが、貧しい者の中には、はけ口に奴隷を攻撃する者もいる。……気をつけろ」

「はい、エルネスト様……」

　エルネストが外出を嫌う為、ミカも市街地を出た事がない。人目を嫌うエルネストが旅行に行くはずもなく、そうなると用事は商店街ですんでしまう。特にガルニエ通りは貴族や商人、軍人などの富裕層向けで、治安はかなりよかった。

　エルネストも言っていた。ここ数年の不作で、治安が悪化していると。ガルニエ通りでさえ、最早安全ではないかもしれない。そんな不安定な時世では、人の心も荒む。

　ミカもいつかは厳しい現実に直面するかもしれない事を、覚悟しておかなければならないのかもしれない。

「何故、急にそんな話を？　何かあったのか」

　確かに唐突だった。ミカは慌てて説明する。

「今日、露店で買い物しようとした女の子の奴隷に会いました」

「珍しいな。ガルニエ通りで買い物する奴隷なんか、ミカくらいだと思っていた」

　エリンでこんな普通の使用人のように扱われている奴隷なんて、確かにミカくらいかもしれない。過去、あの通りで奴隷に会ったのは、主人が荷物持ちとして連れ歩く奴隷くらいだった。その奴隷は、まるで家畜のように首輪を付けられ、繋がれていた。

「やっぱり露店主はあの人に売ってくれなかったけれど……ロンメル中佐の奴隷だって言ってました」

「ロンメル。ああ、隣の佐官か」

「はっきり聞いたわけではないですけど、同じ名前の中佐がエリンにたくさんいるとは思えないので、そうじゃないかと思います。今まで見掛けた事がない人だったので、きっと首都から帰ってきた息子さんの奴隷じゃないかなって」

　あの娘が風のように走り去ってしまったので、ミカは自分が隣のルベール家の奴隷だと伝える隙がなかった。だが隣の佐官の奴隷なら、また近いうちに会えるだろう。

　エルネストはまた口を噤つぐみ、ほんの少し考え込んでいるように見えた。変わらず目を合わせないまま、エルネストは小さく頷く仕草を見せた。

「今まで友達さえ作ってやれなかったな。首都出身の中佐なら、奴隷に多少の自由は与えてくれるだろう。世間話できるくらいになれるといいな」

「あ、ありがとうございます……」

　言いかけた「でも」という言葉を、ミカは黙って飲み下す。

　エルネスト様がいれば、友達なんかいらないんです。

　自分が奴隷にあるまじき感情を抱いていると、ミカもよく分かっている。

　エルネストは、死にかけた憐れなミカに同情し、救ってくれただけだ。勘違いや思い違いをしてはいけない。

　ミカがやらなければいけない事は、エルネストに仕え、守り、尽くす事だけだ。







　ミカは毎朝、夜明けと共に起きて、裏庭の花壇と庭木の手入れをしている。

　エルネストがミカを買い取って暫くした頃に、ミカに隣の屋敷との境界にある柵の辺りの土地を花壇用に与えたが、以来、ミカはまめまめしく手入れをしていた。

　初めての買い物で手に入れた枯れかけた菩提樹も、今では立派な木になった。花の時期には摘み立ての花と苞、葉でエルネストに毎晩お茶を作り、花の時期が終われば、乾燥させて保存しておいた花たちで、お茶を淹れる。

　そのお茶のおかげか、ここ数年、エルネストの寝付きは昔ほど悪くはなく、寝覚めも大分改善された。

　エルネストは二階の窓から、せっせと花壇の雑草を毟むしるミカの後ろ姿を眺めているが、ミカは全く気付いていない。

　朝食の時間にはまだ早く、書庫から本でも持ってこようと二階の廊下に出た時に、手入れに励はげむミカの姿に気付き、つい眺めてしまっていた。

　小さく弱かったミカも、今では背が伸びて、健康になった。結局、本当の年齢を言わずに六年の月日が流れ、ミカは『もう二十一歳ですから、大人です』と言っているが、多分、いいところ十八歳前後だとエルネストは思っている。

　もう十八歳だ。

　エルネストは窓辺にもたれながら、考える。

　将来になんの希望も夢もなく、ただ無為に、厭世的えんせいてきに生きているエルネストと、未来のあるミカは違う。

　もっと広い世の中にミカを出してやった方がいい、と思う事もあった。

　ミカは聡さとい。賢く、教えられた事はよく学び、吸収している。

　ただ世間から目を背け引きこもるエルネストの世話をさせるのは、ミカの未来を潰すことになるのではないかと、迷う事があった。

　未来のないエルネストに仕えても、まだ若く聡いミカに、いいことなんてひとつもない。

　裏庭のミカは、手入れが終わったのか片付けて、屋敷の中へと戻っていく。エルネストの視線には気付かないまま、恐らくこれから朝食の支度をある程度済ませ、日課の散歩に行くのだろう。

　エルネストも窓辺を離れ、当初の目的だった書庫へと向かう。

　いずれ、ミカのために将来を考えなければならない。

　こんな閉鎖的なエリンよりも、もっと学べ、得るものが多くあるであろう首都で働く方が、ミカのためになるのではないか。そう思うものの、踏ん切りがつかなかった。

　ふと、エルネストは考える。

　この屋敷からバルテルが去ったように、ミカも去って行った後の事を。

　時が止まったままのこの屋敷に、今度こそ取り残されるであろう事を思う。







　エルネストの視線に全く気付いていないミカは、庭の手入れ道具を片付け、ポケットから懐中時計を取り出し、時間を確かめる。

　空は明るくなり始めているが、まだ朝の六時ちょっと過ぎだ。エルネストの朝食の時間にはまだ早すぎ、ミカはいつものように散歩に出る事にする。

　まだこの屋敷に来たばかりの頃に、地理を覚える為に散歩を勧められたが、今でもミカは時間が許す限り、散歩を続けていた。

　この住宅街は、ある程度豊かな資産を持つ軍人や商人の家ばかりで、どの家も大きな屋敷と広い庭があった。その手入れの行き届いた立派な庭や草花を眺めるのが、ミカの楽しみだった。

　ミカは草花や木々が大好きだ。両親や一族と流浪の生活をしている時も、薬草を集めてお茶やチンキを作るだけでなく、押し花を作り、標本のようなものも作っていた。そのミカが集めた草花の標本を買ってくれる、街の植物学者もいた。

　今ではそんな気軽に草花を摘めないが、見る事はできる。

　贅ぜいを尽くした庭には、ミカが見た事もないような、珍しい異国の植物も植えられていて、眺めているだけでも楽しかった。

　そして、例の赤い屋根の小さな家は、今でも鬱蒼とした庭のままだ。

　相変わらず、誰にも買われずに忘れ去られているようで、時々手入れされ、草花は刈り込まれている。道まで溢れ出しそうになると、誰かが刈り取っていくのだ。

　道まで溢あふれ出してしまえば、誰の物でもない。ミカもそっともらって帰れるのだが、いつもその前に綺麗に整頓されてしまう。

　少し残念な気もするが、この赤い屋根の家が忘れられずにちゃんと手入れされているのは、嬉しかった。この家の主が大事にしていたであろう薬草園も、手入れが行き届いているとは言い難いが、きちんと生きていた。

　今朝もミカは薬草園を見る為に、早朝の澄んだ空気に満ちた道を歩きながら、赤い屋根の家へやってきた。

　ミカの好きなりんご草の花はまだ時期が早く、咲いていないが、この時期はキンセンカがたくさん咲く。キンセンカはミカも自分の花壇で育てていたが、赤い屋根の家のキンセンカも、少々荒々しいが生き生きした花ぶりで大好きだった。

　いつものように早朝の人気の無い住宅街で、ミカは楽しく草花を巡る散歩を楽しんでいた。

　赤い屋根の家は次の四つ辻、という時に、ミカの耳に、微かだが争うような物音が聞こえた。思わず足を止め、耳を澄ますと、空き家と空き家の間の路地から、確かに物音と話し声のようなものが聞こえる。

　エルネストに『絶対に路地裏に入るな』と言われているが、先ほどから聞こえる物音が、女性の悲鳴のように聞こえて仕方なかった。

　ミカは勇気を出し、路地裏へ歩み寄り、覗き込む。

　もみ合う人影があった。ミカは思わず声を上げる。男が組み敷いた女性らしき小さな影に拳を振り上げていた。

「そこで何をしているんですか！」

　男はミカの声に驚いたのか、振り返り、一瞥すると女性を突き放して逃げ出した。ミカは男を追うか女性を助けるか一瞬迷い、女性を助ける方を選んだ。こんな目にあった女性を置いてはいけない。

「無事ですか、どこか怪我をしていませんか」

　横たわったままの女性に手を差し伸べようとして、気付く。

「……ミカ？」

　金色の巻き毛にも、この声にも覚えがあった。

「エレナ？　一体、なにが」

　エレナは差し伸べられたミカの手にすがりつきながら、よろよろと起き上がる。

「あなたこそ、どうして、ここに？　なぜ、こんな早朝にここで、なにを？」

　エレナはひどく混乱しているようだった。ミカはエレナが隣家のロンメル中佐の奴隷だと分かっているが、エレナはミカが隣家のルベール家の奴隷だとは知らない。

「ぼくはいつもこのくらいの時間に散歩しているから」

　見上げたエレナの顔を見て、ミカは慌ててポケットを探り、ハンカチを取り出す。殴られたのか、頬は赤く腫れ、唇が切れていた。

「私も、散歩をしていたの。……そしたら、知らない男が」

　エレナの唇を拭ってやりながら、ミカは素早くエレナの身体を確かめる。膝や手に擦り傷があり、血が滲んでいる。

「怪我をしてるよ、エレナ。立てる？　歩けるかな……。また何かあったら大変だよ。送ろうか？」

　エレナは緩く首を振り、ふらつく足取りで立ち上がる。

「大丈夫よ。ひとりで帰れるわ。……もう路地には入らないから」

　この住宅街も治安が悪くなったものだ、とミカは考えていた。稀に泥棒が現れる事があっても、こんな風に誰かが襲われた話は聞いたことがなかった。

「ねえ、ミカ。お願いよ。今日、ここで起きた事も、私に会った事も、誰にも言わないで」

　唐突にそんな事を言われる。思ってもみなかった言葉に、ミカは面食らっていた。

「あ、でも、警備兵さんに届けた方が」

「いいの」

　エレナは視線を合わせないまま、きっぱりと拒絶した。

「お願い。誰にも言わないで。警備兵だけじゃないわ、あなたのご主人様にもよ。……誰かに知られたら、困るの」

　エレナのあまりに思い詰めた声に、ミカは気圧けおされていた。このまま放っておくのも不安だが、当事者のエレナが拒否しているのだ。

「ああ、うん……。分かったよ。誰にも言わないから」

「ありがとう、ミカ。助けてもらってばかりね。……ごめんなさい、急いで戻らなきゃならないから」

　エレナは痛むのか、身体を庇いながら歩き出した。

　ミカは戸惑いながらも、エレナの拒絶を感じ取り、しつこく追いすがれなかった。屋敷へ帰って行くエレナの後ろ姿を見送りながら、ミカは今あった出来事を考える。

　何故、エレナは口止めをしたのか。

　もしも彼女の言う通り、散歩に出て襲われたなら、警備兵や軍の詰め所に届け出なければならないし、彼女の主人であるロンメル中佐にも知らせなければならない。

　どうして知られたくないのか。

　色々な考えが頭をよぎる。

　エレナが逃亡を企てているのか、逃亡の途中であの男に襲われたのか、そもそも、あの男は最初からロンメル中佐の奴隷を狙っていたのか、エレナはあの男と面識があるのか。

　考えられる可能性は山ほどある。

　急にあんな暴漢が現れるのも、なんだかおかしい気がするが、ミカが男だから今まで誰かに襲われるような事がなかっただけで、奴隷の女性には、もしかしたらよくある事なのかもしれない。いや、ミカも以前に、ガルニエ通りで誘拐されかかった事があった。

　ミカも元いた店でだいたいの事情は分かっていた。

　ああいう店では商品価値が高いのは女性で、最も高く売れるのも女性で、ミカのような男は、女性ほど需要が高くはない。あの時男であるミカの価値が高かったのは、幼さに価値が見いだされていたからだ。

　女性は幼かろうが大人であろうが、価値が高い。それだけ女性の奴隷は、身の危険が多いとも言えるのだ。

　奴隷を人間だと思っていない人々がいるのは、エルネストからも聞いていた。

　ミカはエレナが歩いて行った道を辿りながら、考える。

　エレナが何かを隠している事だけは、確かだ。

　それはきっと、誰にも知られるわけにはいかない、大きな秘密だ。







　エレナの秘密よりも、エレナの怪我の方が気になっていた。

　ミカは昼食を終え、庭の見回りをしながら、あの朝の事件を考えていた。

　エレナと約束した通り、エルネストには一言も漏らしていない。ミカもエレナの秘密が全く気にならないわけではなかったが、エレナが誰にも知られたくないと言うなら、ミカがその秘密に踏み込むわけにはいかない。

　庭木や雑草だけでなく、屋敷を守る柵や塀、そして屋敷の外観の痛み具合を確かめながら、ミカはメモをとりつつ庭を巡る。こうして庭を定期的にチェックし、庭師や大工に手入れを依頼するのもミカの仕事だ。

　傷んだ柵をかがみ込んで調べながら、ミカは思い巡らす。エレナの怪我は大丈夫か、それが気がかりだった。

　ロンメル中佐は、エレナの怪我の手当をしてくれるだろうか。見たところ、エレナは身なりもよく、きちんと教育を受けている。きっとロンメル中佐は悪い人ではないのだろう。それなら、エレナの怪我も手当してもらえているだろう。

　もしエレナが、主人の命令に従わずに外出し、怪我を負った場合は別だ。エレナは厳しく罰せられるかもしれない。

　そこだけは気になっていた。エレナは初めて出会った、同じように奴隷の友達で、他人には思えなかった。

　ここ数日、エレナの姿を探して庭の見回りをしながら、隣家の庭先をうかがっているが、人影らしいものをさえ見掛けなかった。

　以前の佐官の時は、使用人が多かった。賑やかに庭でパーティを開いている事もあった。

　その息子のロンメル中佐は、父親のように社交的ではないのかもしれない。屋敷はいつもとても静かだった。

　ミカはポケットを探り、バルテルにもらった懐中時計を取り出す。そろそろ屋敷に戻らなければならない。今日もエレナに会えなかったと諦めて歩き始めると、背後から大声で呼び止められた。

「ミカ！　ミカ、ここの家の子だったのね！」

　ミカの名を呼ぶエレナの声は、聞いた事もないくらい、明るく弾んだ声だった。

「エレナ！　怪我は大丈夫？」

　ミカは慌てて駆け出し、隣の敷地との間に立てられた柵から身を乗り出すエレナに駆け寄る。

「大丈夫、たいした事ないわ。あんなの、慣れてるもの」

　エレナの言葉に胸が痛くなる。慣れている、という言葉はあまりに重い。ミカの表情が曇くもった事に気付いたエレナは、慌てて付け足す。

「い、今はこんな事ないわ。ロンメル中佐が引き取ってくれてから、痛い事も怖い事もないもの」

　ミカもそうだった。エルネストがミカを買い取ってくれるまで、怖くて痛くて、つらい事ばかりだった。エレナもそうだったのかと思うと、涙がこみ上げそうになる。

「そう、ミカはルベール様の家の子だったのね……」

　エレナは少し考え込むような素振りをみせた。ミカはそんなエレナに気付かずに、ポケットを探っていた。

「エレナにまた会えたら、渡そうと思って……これ」

　ミカは小さな陶器の薬入れと、小瓶こびんを差し出した。小瓶は茶色の遮光しゃこう瓶びんだ。

「これ、キンセンカのチンキと軟膏なんこうなんだ。ぼくが育てたキンセンカで作ったんだけれど、傷口の消毒に使えて、それから、ひびやあかぎれにも効いて、火傷やけどにも効くんだ。この前、エレナが怪我をしていたから……」

「キンセンカって、あれ？」

　エレナはロンメル中佐の庭に咲く、鮮やかなオレンジ色の花を指し示す。

「うん。あの、ぼくはロサ族なんだ。ロサ族では、キンセンカで塗り薬を作っていたんだよ。あの、よかったら」

　そこまで話してから、ロサ族を嫌う人たちもいる事を、ミカは思い出していた。エレナは気分を悪くしないだろうかと不安になる。

　そんなミカの不安は杞憂きゆうだった。エレナはミカの掌の薬入れを受け取り、蓋ふたを開いた。

「綺麗な黄色ね。どうやって作るの？　いい香り」

「あ、あの、キンセンカの花びらをオイル漬けにして、ミツロウと混ぜるんだ。……これは、ひびやあかぎれに塗ると、とてもよく効くよ。こっちの小瓶は、キンセンカのオイルで、傷や火傷に塗ると、痛み止めにも化膿かのう止めにもなるから、使って欲しいなって……」

「ありがとう、ミカ。……私、何度もミカに助けてもらってばかりね」

　エレナはてのひらの小瓶と薬入れをじっと見つめる。

「たいした事はしていないよ。この前だって、あの男を捕まえられなかったし」

「ミカ」

　エレナはてのひらを見つめたまま、囁くように続ける。

「もしミカが困った時は、私が必ず助けるわ。……ルルシャ人は、絶対に恩を返すの。忘れないで。困ったら、私のところに来てね」

　そんな困るような事があるだろうか。ミカはてのひらを見つめたまま俯くエレナの、まるでキンセンカを思わせるお日様色の巻き毛を見つめる。

「エルネスト様のところにいる限り、困る事はなさそうだけれど、そうだね。困ったら、エレナにお願いするよ」

　エレナは顔を上げ、笑顔を見せた。

「ありがとう、ミカ。助けてくれて、心配してくれて、何度お礼を言っても足りない。私に優しくしてくれたのは、ノルベルト様……ロンメル中佐と、あなただけだわ」

　エレナはロンメル中佐に引き取られるまで、どんな目に遭っていたのか。ミカは自分の事を思い出していた。

　エルネストに出会うまでの日々は、思い出したくない過去だった。今もそれは、ミカの心に重くのし掛かっている。エレナも同じような目に遭っていたのだろうか。

　サクロナ人と、ロサ族と、ルルシャ人と、何が違うのだろう。同じ人間のはずなのに、ミカですら、そうだと思えなくなっていた。

「またね、ミカ。きっと私たち、友達になれるわね」

　歩き出したエレナの背中に、ミカは咄嗟とっさに呼びかける。

「もう、友達だよ。……エレナ、そう思ってる」

　エレナは振り返り、屈託ない笑顔を見せた。







　エレナを見送ったミカを、エルネストはいつもの木陰のポーチで出迎えた。

「あの娘が、ロンメル中佐の奴隷か」

「そうです。ルルシャ人だと言ってました」

　ミカは頷いて答える。

「とても優しい人です。困った事があったら助けるから、声をかけてって言ってくれました」

　ふと、エレナに口止めされていた朝の一件を思い出す。ミカは律儀にエルネストにも話していないが、エルネストに秘密を持つのは初めてで、なんとなく、落ち着かなかった。

「……ああ、ルルシャ人なのか。道理で綺麗な娘だと思った。ルルシャ人は美貌が多いな」

　何気ないエルネストの言葉だったが、ミカの心にほんの少し、棘を残した。

　やはりエルネストも綺麗な娘に興味があるのかと、ミカは考えてしまう。人目を嫌っているが、エルネストも年頃の男性で、当たり前の事だ。ごく自然な事だ。

　ミカも薄々は気付いている。エルネストが買うべきだったのは、エルネストの『身の回りの世話をする奴隷』だ。それがどういう意味なのか、もう分からないような子供ではなかった。

　エルネストは何も言わず重用してくれているが、本当なら、あの時エルネストは女性の奴隷を買いに来たはずだ。

　それなのに、明日処分されるような、死にかけた奴隷のミカに、大金を払ってくれた。

　ミカの胸を黒く染める卑屈ひくつな気持ちを振り払いながら、ミカは明るい声で話し掛ける。

「お待たせしました、エルネスト様。お茶のご用意をいたしますね！」

「ああ、そうだ」

　エルネストにしては珍しい声音だった。なんとも形容しがたい、重い口調だ。

「首都のルベール商会からうちに届けられる荷物を載せた馬車が、エリン郊外の山道で襲われた。積み荷を奪われ、運んでいた三人の使用人も殺された。さっき王立軍の役人が連絡に来た」

　庭にいたミカは気付かなかった。この時間はアンナがいるので、アンナがエルネストに取り次いだのだろう。予想だにしなかった凄惨せいさんな事件に、ミカは言葉がすぐに出てこなかった。

「去年の凶作で、大分治安が悪くなっているとは思っていたが……。多少の悪政でも、食べられている間はまだいい。食べられなくなると、誰もが殺気立つ」

「戸締まりに気をつけます。……この住宅街も、安全ではなくなってしまいそうですね」

「そうかもしれないな。……エリンは荒れているが、首都はどうだろうか。まあ、今から首都に引っ越すとしても、安全に移動するのは難しそうだな」

　思わずミカも押し黙ってしまう。もしかしたら内乱が起こるのだろうか。悪い考えばかり浮かんでくる。

「さっき王立軍の役人と話したが、警備兵を増やすと言っていた。商店街やこの辺りの住宅地は、税金を多く払っている富裕層が多い。国もここを荒らされるのは色々困るだろうから、警備は厳重になるはずだ。そう怖がるな」

「こ、怖がっていません……っ」

　エルネストは珍しく声を上げて笑っている。

「今年は豊作になるという話だし、輸入も増やすと言っていた。すぐ落ち着くさ」

「それならいいんですけれど……でも、注意はしておきます」

「ミカは心配性だな」

「それくらいでちょうどいいんです」

　首都のバルテルも心配だ。ミカは手紙を出してみようと考えるが、この手紙も無事、首都まで運べるかどうか。積み荷が金目のものでなければ見逃してもらえるだろうか。

　何にせよ、以前のように安全に、静かには暮らせそうにない予感はしていた。


七　ひとひらの闇







　食料品の大半は、首都のルベール商会から月に何度か送られてくるか、ガルニエ通りの商店から配達をしてもらうか、時々ミカが買いに行くかだったが、たびたび街道を行く荷馬車が襲われ、ルベール商会だけでなく、商店主たちに納入する業者もエリンに辿り着けない事が増えていた。

　そうなると、エリン近郊の農家からの供給に頼るしかないが、去年の凶作のせいで、食糧事情がひどく悪化していた。

　治安が悪くなっているのは重々承知しているが、どうしてもガルニエ通りまで調達に来なければならないものはある。野菜や果物、肉や魚などの日持ちのしないものは元々、商店街で調達していたが、今はそれ以外でも不足したものは買いに来なければならない。

「小麦や砂糖、保存が利くジャム類、塩漬けのお肉は、首都の旦那様がいつも多く送って下さるのでまだまだ備蓄びちくがありますが、野菜や果物、乳製品や玉子が欲しいです」

　ガルニエ通りへ向かう貸馬車の中で、ミカはメモを見つめながらエルネストにそう伝える。今日はエルネストもメリルの店に用事があって、一緒に屋敷を出ていた。

「今は野菜がだいぶ高騰しているそうだな。これだけ値上がって品薄だと、そろそろ金では買えなくなるかもしれない」

　エルネストは窓の外を流れる景色を眺めながら、何か考えているようだった。

「お金で買えないって、では何で買うんですか？　どうやって？」

　金銭以外に何があるというのか、ミカは全く思いつかなかった。他に想像できるものがない。

「ミカ、茶葉や香辛料、蜂蜜の備蓄はどれくらいある？」

　唐突に尋ねられ、面食らいながらもミカはメモをめくる。

「お茶の葉は、そうですね、半年分くらいは。胡椒も切り詰めれば半年、蜂蜜はもうそれほど残ってないです」

　ミカは律儀に在庫を記録していた。買い出しに行く時は大抵、持ち歩いている。

「供給が追いつかなくなれば、金の代わりに嗜好品や高級品で交換をするようになる。金なんかいくらあっても腹は膨ふくれないからな。最後は農場主や店主と、貴重な嗜好品で交換するしかなくなる」

　供給が追いつかなければ、食べ物は奪い合いになる。そうなった時、確かに金なんかでは売ってもらえないかもしれない。何はなくとも食べる物だ。そして、富裕層の間で需要がある高価な嗜好品の価値が高まるのも納得できる。

「今年の秋までに蕎麦や雑穀で食いつないで、秋に収穫が見込めれば多少はマシかな。輸入に頼ろうにも、こうも荷馬車が襲われているなら、奪われた食料が闇取引にまわされてしまうだろうな」

　どこで闇取引されるのだろう。ミカは真剣に考える。万が一にもエルネストに不自由な思いをさせてはならない。闇市に行くのはミカの仕事だ。何が何でも食糧を確保しなければならない。

　真剣に思い詰めているミカに気付いたのか、エルネストは俯くミカの栗色の髪をぽん、と撫でる。

「屋敷を取り仕切る采配は、俺の仕事だ。ミカはそんな心配をしなくていい。首都からの仕送りが途絶えても、資産も食料も当分困らないから、そんな思い詰めなくても大丈夫だ。本当にミカは心配性だな」

　そう言われてしまうと、心配ばかりしている自分が恥ずかしくなってしまう。ミカはかーっと頬を染めながら、口籠もる。

「す、すみません……。つい考え込んでしまって」

「仕事熱心なのはいい事だ。ほら、もう着くから降りる支度をしておけ」

「はいっ」

　貸馬車はいつものようにガルニエ通りに入り、メリルの雑貨店の前に停車する。ミカは素早く下車し、手を差し伸べてエルネストの下車を手伝う。

「俺の買い物の間は、いつものように露店周りでもしてくるといい」

「はい。ありがとうございます、エルネスト様」

　これもまたいつものように、エルネストだけをメリルの店に置いて、ミカはガルニエ通りの散策に向かう。

　特に欲しいものはないが、エルネストの『買い物』が終わるまで、時間を潰さなければならない。ミカは露店を眺めながら通りを歩く。

「ミカ！　寄っていきなさいよ！」

　いつもの花屋の店主が、ミカを見つけるなり、大声を上げて手招いた。この人だけは、ミカにも親しく接してくれていた。

「こんにちは、最近はちょっと暑くなってきましたね」

「本当ね。そろそろ雨も降って欲しいんだけど、最近はさっぱりね」

　花屋の露店は様変わりしていた。花は片隅にほんの少しで、ちしゃや玉ちしゃ、小カブなどの速成そくせいの野菜ばかりだ。しかも小ぶりであまり立派ではない。雨が降らないせいか。

　ミカの戸惑う視線に気付いたのか、花屋の店主は大げさにため息をついて見せた。

「花じゃあお腹は膨れないからねえ。市からのお達しもあって、すぐ育つ青菜やちっちゃいカブばっかり作ってるよ。花と違って、こっちは食べられる葉っぱだからね」

　店主は明るく言っているが、思えばこの華やかだったガルニエ通りも、いつものような活気が感じられなかった。

　食べ物を扱う屋台の数はぐっと減った。材料の調達がままならないのだろう。

「じゃあ、せっかくだから玉ちしゃと小カブをもらっていこうかな。いくらですか？」

「いつもミカには買ってもらってるからね。他の客より安くしてあげるけど、内緒だよ」

　店主はミカの買い物籠に野菜を詰め、それから小さなブーケも入れてくれた。

「ブーケはおまけだよ。こんなご時世じゃ、花なんか見向きもされないよ。けど、ミカ。あんたは花が大好きな子だから、大事に飾ってくれるもんね」

　買い物籠を受け取りながら、ミカは笑顔を見せた。

「ありがとうございます。いつもおまけをしてもらってて……」

　ミカが話し終える前に、真昼の商店街に怒号が湧き上がった。この通りではない。いくつか向こうの通りから、人の叫び声や怒鳴り声が聞こえる。

「やだ、カルリト通りかしら、一体何の騒ぎが」

　遠くで銃声が響く。路地から何人もの人間が、ガルニエ通りになだれ込んできた。

「カルリトの雑穀商の倉庫が襲われたぞ！」

「ダビドの店だ！　あいつ、売り惜しんでたから」

　暴徒と化した人々が次々とガルニエ通りに駆け込んで来る。手に麻袋を抱えているが、あれは奪った雑穀の袋かもしれない。カルリト通りはこの商店街から少し離れた中級以下の市民が多く住む通りだ。住人の数はガルニエ通りより遥かに多い。それが略奪を始めたなら、大変な事件だ。

　ガルニエ通りの警備をしていた警備兵たちが一斉にカルリト通りに向かって走っていくが、ガルニエ通りに逃げ込んでくる人間の波に押し戻されている。

「ミカ、逃げた方がいいわ！　なんだか大変な騒ぎになって」

　あっけにとられていたミカも、我に返る。なによりエルネストを無事に屋敷まで連れ帰らねばならない。

「お姉さんも、速く逃げた方が」

「荷物をまとめたら、すぐ行くわ！」

　ミカがなだれ込む人並みを振り返り、走り出そうとした時だった。

　視界の端を、華奢な影が横切った。灰色のフードから零れ落ちたのは、見覚えのある金色の巻き毛だった。

　フードを深く被り、男物の服を纏まとい、少年のようだった。風のように通りを駆けて行ったあの横顔は、見覚えがあった。

　どうしてカルリト通りから、エレナが？

　少年のような格好だったが、あれは間違いなくエレナだ。

「ミカ、ミカ！　どうしたの、早く逃げなきゃ！」

　荷物を抱えた花屋の店主の声で、ミカはやっと引き戻された。

「は、はい！　お姉さんも、気をつけて！」

　ミカはメリルの店目指して、真っ直ぐに駆けて行く。

　あれはエレナではないのか？　何故、あんな格好で？　いや、今はそんな事を考えている場合ではない。一刻も早くエルネストの許へ行かなければ。

「ミカ！」

　ミカがメリルの店に辿りつくより早く、エルネストは店の前で待たせていた貸馬車に乗り込み、ミカを連れ戻しに向かっていた。馬車の窓から叫ばれて、ミカは振り仰ぐ。

「すみません、エルネスト様！　ご無事ですか！」

「大丈夫だ。早く乗れ、ミカ。商店街から離れるぞ」

　開け放たれた扉からミカが馬車に飛び乗ると同時に、馬車は走り出した。

「エルネスト様、カルリト通りの雑穀商の倉庫が襲われたようです」

「ああ、メリルの店の使用人がちょうど買い物に出ていて、飛んで帰ってきた。もうのんきに買い物なんかしてる事態じゃないのかもしれないな」

「あの、エルネストさ……」

　ミカは言いかけて、慌てて口を塞ぐ。今見掛けたエレナの事をエルネストに言ってしまうところだった。

「なんだ、ミカ」

「いえ、なんでもないです。エルネスト様がご無事で、よかった」

　慌てて取り繕う。

　エレナの事はうかつに話してはいけないかもしれない。今回の事件も、エレナの隠したい秘密に関係があるのは間違いない。

「買い物は慎重に行こう。これからは俺も同行する。この分じゃ、些細な買い物でも物盗りにあったっておかしくない」

　エルネストは懐の銃を取り出し、確認を始めた。そうだ。この馬車だって襲われないとは言い切れない。

　ミカやエルネストが考えているよりも、庶民の生活は逼迫しているのだと、今、思い知らされていた。

　エルネストの屋敷があるあの住宅地は警備兵が多くいる地域だが、それでも安全だとはもう言えない。隣家が王立軍の中佐の屋敷だとはいえ、油断はできない。

　ミカは言い知れない不安を感じていた。

　エレナの事も、この暴動も、これからこの街が、国が、どうなっていくのか、まるで未来が見えなかった。







　カルリト通りの暴動から数日が経ったが、騒ぎはそれ以上広がらず、無事鎮圧されたようだった。

　そういう情報を持ってきてくれるのは通いのメイドであるアンナだが、アンナにばかり頼ってはいられない。

　ミカは治安の悪化から、早朝の散歩を取りやめていたが、代わりに警備兵がよく巡回する日中に散歩に出るようになった。いや、散歩ではなく、情報収集だった。顔見知りの警備兵から、最近の街の様子や警備の情報を聞くことができる。

　エルネストは足の問題でそう歩き回れないし、元々大の人嫌いでもある。そもそも見るからに身なりのいい人間は強盗に狙われやすい。ミカのように奴隷の革バングルをつけた者の方が、狙われにくい。そして、エルネストを守るのはミカの仕事でもある。

　建前は、散歩だ。エルネストに余計な心配をかけたくない。

　エルネストもミカの目的が散歩ではない事に、薄々気付いているようだったが、特に口出しはしなかった。ただ、何度も気をつける事、様子がおかしいときはすぐに引き返す事を言いつけられていた。

　今日も午前中の仕事を終え、昼食まで時間があったので、後のことをアンナに頼み、エルネストに散歩に行くことを伝えてから家を出たが、まるで当然のように、この住宅街は落ち着いていた。

　すれ違う警備兵も、少々ピリピリしているようだが、それほどは警戒をしていないようだった。顔見知りの警備兵に会い、挨拶をしたが、いつもと別段変わりはなかった。

　何も起きないなら、その方がいい。

　ミカはいつものように大きな屋敷の前を通り抜け、散歩の時は必ず通る赤い屋根の、小さな家を目指して歩き続ける。

　この辺りで、男に襲われているエレナに出会った事を思い出す。

　この間のカルリト通りの暴動で見掛けたのは、間違いなくエレナだったと思う。一瞬だったが、見間違いではなかったはずだ。

　一体、エレナは何を隠し、何をしているのか。

　エレナが無茶な事をしていないか、ミカは心配になっていた。

　かといって、エレナに今、出会ったとして、どう声をかけたらいいのか、まるで何も見なかったかのように声をかけられるのか。

　そう思い悩みながらいつものように小さな家の前に差し掛かり、ミカは驚いて立ち止まる。

　赤い屋根の家の庭で、エレナがせっせと草を刈っていた。

「エレナ！？」

　驚きのあまり、声をかけてしまった。さっきまでの躊躇なんて、消し飛んでいた。

「あら、ミカ。こんにちは。今日は暑くなりそうね」

　エレナは草むらから立ち上がり、笑顔でミカに手を振った。履き古したズボンにシャツと、まるで男の子のような格好で、頭には日よけにスカーフを巻いていた。

「どうしてここに？　この家に、何故」

「ああ、ここはロンメル中佐のひいおばあさまのおうちなの。昔、この住宅街にお屋敷を構えた時に、ひいおばあさまが、気兼ねせずにのんびり暮らしたいって。それで今のお屋敷とは別に、この小さな家を建てたんですって」

　エレナは再びしゃがみこみ、草刈りの続きを始める。とても慣れた手つきで、綺麗に刈り込んでいく。ミカが立っている敷地の外にまで、香草の爽やかな香りが漂ってきていた。

「誰かが空気の入れ換えや庭の手入れをしないと、おうちが死んでしまうものね。ロンメル中佐のお父様はこのおうちを処分したがっていたけど、中佐はここを売らずに、いつかこの家で暮らしたいって言っていたわ」

　辺り一面に、りんご草の爽やかで甘い香りが満ちていく。そこでやっとミカは我に返った。

「あ、あの、エレナ。今刈ってるその草、もし捨ててしまうなら、分けて欲しいんだけれど……」

　エレナは今刈っていた一束を掴んで立ち上がり、ミカへ差し出す。

「これ？　雑草じゃないの？」

「ぼくらロサ族は、それをりんご草って呼んでるんだ。りんごみたいないい匂いがするから」

「うん、雑草にしては、いい匂いだなって思ってたわ」

　エレナも刈った束に顔を近づけ、頷く。

「葉っぱも花も、とても役に立つんだよ。お茶やチンキにするんだけど、不眠や風邪の引き始めや、婦人病にも効くんだ。エルネスト様が不眠気味だから、前からそのりんご草が欲しくて」

　思わずまくし立ててしまう。

「エルネスト様に、お茶を作って差し上げたいんだ」

　エレナは今刈ったりんご草を手早くまとめ、束にすると、ミカに歩み寄った。

「ミカは、ご主人様が大好きなのね」

　誰かにそんな風に言われたのは、初めてだった。思わずミカは首筋まで赤くなり、俯いてしまう。どう返したらいいのか、分からなかった。

「どうして恥ずかしがるの、ちっともおかしくないわ。いいことよ。大好きな人のために働けるなんて、素敵なことだわ。幸せなことだわ」

　そう続けられて、ミカはますます顔も身体も熱くなってしまう。

「私もそうよ。中佐が大好きだわ。中佐のお側にいられるなら、どんな事だってするし、中佐を守れるなら、自分の命だっていらないわ」

　ミカもそう思っている。

　エルネストの力になれるなら、なんだってできる。エルネストを守れるなら、自分の命だって差し出せる。

「ミカにはたくさんお世話になってるし、どうせその辺に積んで、枯らしてしまうものだもの。ミカにあげる。……他にも欲しい草がある？」

「あ、ありがとう、エレナ！」

　エレナからりんご草の束を受け取りながら、ミカは真っ赤なままの顔を上げる。

「いいのかな？　そんなにもらってしまって」

「誰もいないし、ほったらかしの庭で伸び放題だったでしょ。勝手に持っていっちゃえばよかったのに」

「だめだよ、それは泥棒だよ。黙って人のものを持っていったら、いけないんだ」

　ミカの生真面目な返答に、エレナは声を上げて笑う。

「ミカのそういうところ、素敵だわ。だからミカを信じられるのね」

　エレナは庭を振り返り、少々思案しあん気げに首を傾げる。

「ここ、ひとりで片付けると何日もかかっちゃうのよね。もしミカが空いた時間にでも手伝ってくれるなら、好きな草を好きなだけ、持っていっていいわ。中佐はどうせ庭の植物なんかに興味ないし、私だって知らなかったらただの枯れ草にして、処分しちゃうところだったわ」

「本当に！？　じゃあ、エルネスト様に許可をもらってくるよ！」

「あ、あと、お茶とチンキの作り方も教えてちょうだい。この前のキンセンカのお薬、とてもよく効いたわ！　ありがとう！」

「ぼくこそ、ありがとう、エレナ！」







　すっかりりんご草と薬草園の魅力で、ミカはエレナに対する疑問や心配を忘れかけていた。

　いざエルネストに許可をもらうところで、ようやくそれを思い出しすくらいだった。思い出したものの、薬草をもらえる取り引きの誘惑には抗えなかった。

「ああ、いつか言っていた家は、ロンメル家のものだったのか」

　書庫で本を探していたエルネストは、飛び込んできたミカのために、作業を中断してくれた。

「さっきちょうど、ロンメル中佐のところのエレナが庭の手入れをしていて。空き時間に手伝うなら、薬草を分けてくれると言っているんです。どうしても、薬草が欲しくて」

　エルネストも、ミカが大事にしている裏庭の花壇をよく知っている。ミカがあの花壇に植えたいのは、本当は薬草だという事も知っている。

　暫くの沈黙があった。エルネストの表情は、明るいとは言い難かった。

「……以前から、欲しがっていたな」

「あ、あの、お屋敷の仕事はちゃんとします。いつもの散歩の空き時間だけでもいいんです。数日でいいので、許してもらえませんか？」

　エルネストは椅子から立ち上がり、再び書棚に向かった。

「ああ、構わない。行ってくるといい」

「あ、ありがとうございます……！　今日もりんご草を分けてもらってきたんです。今夜の寝る前のお茶は、りんご草で作ります！」

　ミカは大喜びで書庫を飛び出し、裏庭に向かう。もらった根付きのりんご草を、花壇に植えるためだ。

　早速、大事なりんご草を花壇に植え替えながら、ミカはエレナが言っていた事を思い返す。

『ミカは、ご主人様が大好きなのね』

　小さい頃は何も考えずに、気持ちのままにエルネストにそう告げられた。

　今では重すぎて口にできない言葉だった。

　あの頃のように、大好きです、と何度でも口にできたなら、と思う事はあった。

『中佐のお側にいられるなら、どんな事だってするし、中佐を守れるなら、自分の命だっていらないわ』

　エレナは胸をはってそう言っていた。

　ミカだって同じだ。エルネストのためなら、なんでもできる。どんな事でも耐えられる。耐えてみせる。

　エレナが何をしているのか、やろうとしているのか、ミカには分からない。

　けれど彼女があんな風に胸をはって、誇りを持って中佐への思いを語れるなら、彼女を信じようと思えた。

　彼女が悪いことをするとは、思えなかった。

　エレナの力になれなくても、秘密は守れる。

　彼女がいつか自分から語ってくれるまで、ミカは何も言わず、見守ろう。

　無事に植え替えたりんご草にじょうろで水を与えながら、ミカは考える。

　ミカはエルネストの事ばかり考えていたのに、気付いていなかった。エルネストが、この事を快こころよく思っていないと、まるで気付けなかった。







　ミカの花壇は、日に日に豊かになっていった。

　今では薬草園のように様々な草花が植えられ、ミカは日々の手入れに余念がなかった。

　エルネストは二階の窓枠に寄りかかりながら、階下の花壇にしゃがみこむミカの栗色の髪をぼんやりと眺めていた。

『りんご草も菩提樹と同じように、よく眠れるお茶になるんですよ。初めてエルネスト様に飲んで頂いたお茶も、このりんご草でしたね』

　そう言いながらミカが入れてくれたりんご草のお茶の味は、エルネストも覚えている味だ。小さかったミカがおずおずと差し出したカップの温かさを、今も忘れていない。

　花壇のミカは、相変わらずエルネストの視線に全く気付かない。せっせと雑草をむしり、枯れた花や葉を取り除き、水を撒いている。

　草花に詳しくないエルネストが見ても分かるくらい、種類は増えた。どの草も、お茶やチンキのような薬や、香辛料の代わりに料理に使えるものだとミカは言っていた。

　草花を集める為に、ミカはせっせとエレナのいる赤い屋根の家に通い詰め、庭の手入れを手伝い、裏庭を薬草園へと変えていった。

　花壇に草花が植えられるたびに、ミカの笑顔は増えていく。

　ミカが仕事を終え立ち上がったちょうどその時、隣家の敷地から駆けてくる少女の姿が見えた。ミカに手を振りながら、金色の髪をなびかせて駆け寄るのは、ミカと同じ奴隷のエレナだ。

　駆け寄ったエレナは、柵ごしにミカと話し込んでいる。

　歳も同じくらいか。

　ふたりはエルネストに気付かず、楽しそうに談笑し、草花を覗き込み、親しげだ。

　彼らが奴隷という身分でなく、雇われた使用人同士だったなら、いつか結婚し家庭を持つようになっただろうか。

　奴隷という身分では結婚なぞ許されない。子供ができたとしても、奴隷の子は奴隷だ。たとえ主人との子でも、片親が奴隷なら子の身分は奴隷で、奴隷同士なら言うまでもない。

　ミカはポケットから何かを取り出し、エレナに手渡した。きらきら輝かんばかりの笑顔で、エレナに何かを囁いている。

　息が苦しい。

　エルネストは杖をつきながら、窓辺から離れ、歩き出す。

　未だかつて感じた事がないような、鋭く重い胸の痛みだ。

　今までミカの笑顔は、全てエルネストに向けられていた。バルテルやアンナにも見せた事がないような、あんな笑顔を他の誰かに見せる事は、今までなかった事だ。

　六年前のあの日、死にかけたミカと出会ってから今日まで、一度も考えた事がなかった。

　自分はミカをどう思っているのか。

　落馬事故以来、暗闇にひとり取り残されていたエルネストの心に、ささやかな灯りを灯したのは、痩せこけて死にかけた奴隷の子供だった。

　今日まで、その小さな灯りにずっと慰められていた。傍にいてくれるだけで、孤独が癒やされていたと、今、はっきり思い知らされていた。

　自由な身体を失ってから、エルネストはずっと闇の中にいた。ひとり闇の中に留まっていたが、心まで闇に侵された事はなかった。

　事故は不運な出来事だった。

　あの日、いつもと同じように騎乗し、遠乗りに出掛けたが、何もおかしな事はなかった。子供の頃からの愛馬は気性の穏やかな牝馬で、一度も暴れた事はなかった。

　馬は繊細で臆病おくびょうな生き物だ。どんなに慎重に乗っていても、事故が起きる事はままある。

　大人しい牝馬は何に驚いたのか、突然、前脚を振り上げ、暴れ出した。馬は決して安全な乗り物ではない。エルネストはしがみつきながら、愛馬を必死で宥めようとした。エルネストの声さえ届かない馬は泡を吹き、狂乱状態になった。狂ったように暴れる馬の背から、エルネストは投げ出され、地面に叩き付けられた。

　踏みつけられなかっただけ、マシだったのかもしれない。踏みつけられたら死んでいただろう。

　事故を知り激怒したエルネストの父親は、牝馬を殺処分した。意識を取り戻したエルネストは、暫くしてから彼女の死を知った。

　エルネストは愛馬と共に、自由な足を失った。

　誰も恨む気にはなれなかった。暴れ狂い、エルネストに重症を負わせた愛馬でさえ、憎もうとは思わなかった。子供の頃から一緒に過ごした馬だ。よく気性も知っている。大人しい彼女が何に怯えて暴れ出したのか分からないが、憎む気にはなれなかった。

　もしも誰かのせいにして恨み、憎めたなら、こんな何もかも諦めた人生にならなかったかもしれない。

　いっそ誰かに仕組まれた事故なら、復讐の為に生きる意欲を持てただろう。

　自由に歩ける足を失い、夢だった海洋貿易商にもなれず、跡継ぎから外され、こうして地方都市にまで追いやられ、それでもエルネストの心に闇は生まれなかった。

　闇にさえ侵されない虚無きょむだった。

　生きていく目的さえなく、希望もなく、夢もなく、未来もなかった。

　何もかも諦めていたエルネストの虚無に、小さな灯りを携えて現れたのが、ミカだった。

　ただ無為に過ぎ去っていくだけの日常が、ミカがいるだけで色鮮やかに変わっていった。

　ミカを守り育て、教育を与えるのは、ミカの為だけではなかった。

　エルネストが得られない未来を、夢を、ミカが見せてくれた。

　ミカが健やかに育ち、学び、生き生きと育っていく姿は、エルネストにはない未来と、希望を与えてくれていた。

　ミカの事をどう思っているか、一度たりとも考えた事はない。

　それくらい自然に、当たり前のように、ミカは失えない、かけがえのない存在になっていた。

　今初めて、エルネストの胸に、小さなしみのような闇が生まれた。

　ミカに出会い、虚無だった胸の中に小さな灯りがもたらされたように、小さな闇が生まれ、穏やかだった心の中を侵食しようとしていた。







「これは？」

　エレナは受け取った瓶びんをてのひらに載せ、ミカに尋ねた。

「エルダーフラワーのシロップだよ。この前、ロンメル中佐が風邪っぽいってエレナが言っていたから。咳や鼻水、喉の痛みなんかの、風邪っぽい症状に効くんだ。お茶やワインやお湯に入れて飲むといいよ」

「わぁ、ありがとう！　中佐はお薬が嫌いだから、助かるわ。シロップなら飲んでもらえる」

「エルネスト様も、これはおいしいって。少し調子が悪そうな時は、温めたワインに入れてお出ししてるんだ。とても喜んでくれるから、ロンメル中佐もお酒が苦手でなかったら、ワインに入れるといいかも」

「そうしてみるわ。中佐のお庭にも、エルダーフラワーを植えてもらおうかな。季節の変わり目は皆、調子を悪くするものね」

「そうだよね。エルネスト様もやっぱり季節の変わり目が苦手みたいだったから、エルダーフラワーを植えさせてもらったんだ」

　エレナはじっとミカの顔を見つめながら、にんまりと笑顔を見せた。

「本当にミカはエルネスト様の事ばかりね。この花壇だって、その菩提樹だって、エルネスト様に召し上がって頂く為のものだものね」

　その通りだ。ミカはかーっと項まで赤くなってしまった。

「う、うん。エルネスト様のお役に立ちたいんだ……」

　エレナはミカの気持ちに気付いているのだろう。決して茶化したりはしない。いつも穏やかにミカの話を聞いてくれる。お互いの過去を多くは語らないふたりだが、同じような経験をして、同じように今の主人に仕えていると、察していた。

「あ、あのね、エルダーフラワーのシロップは、お菓子に入れてもおいしいから。試してみてね」

「ハチミツ漬けなのかしら。おいしそう」

「そうそう、ハチミツにエルダーフラワーを漬けて湯煎ゆせんして作るんだ。お菓子に入れる時は、砂糖を少し減らして、代わりに入れるといいよ」

　ミカはこの話題から話をそらしたかった。真っ直ぐ向き合うには、つらい感情だった。

　エルネストへ抱いだく気持ちは、喜びだけではなかった。主人に対して抱いてはならない気持ちでもある。

　エルネストが大好きだと思うたびに、胸がぎゅっと締め付けられ、切ないくらいに痛む。

　いつでも胸を張って中佐への愛を口にする無邪気なエレナは、ミカの葛藤に気付いていない。

　エレナのように自信と誇りを持って、エルネストが好きだと口にする勇気はなかった。

　痩せこけて死にかけた最底辺の奴隷だったミカに、教育を与え、仕事を与え、育ててくれたのは、憐れんだからだ。

　エルネストの厚意を勘違いしてはならない。ミカがやるべき事は、エルネストが深い慈愛でミカを守り育ててくれたように、エルネストを守る事だ。

「……ミカ？」

　エレナに呼びかけられ、ミカは我に返った。

「あ、ああ、ごめんなさい。ぼんやりしてた」

「風が強くなってきたわ。そろそろ戻った方がいいわね。今日もありがとう。今度はこのシロップの作り方も教えてね」

　明るく手を振るエレナを見送って、ミカは庭仕事の道具を片付けはじめた。

　自分は奴隷で、身分が違うんだ。

　そう言い聞かせても、どこか心の片隅で、エルネストに好意を持ってもらえたら、ミカと同じ気持ちを持ってもらえたらと、願わずにいられなかった。

　手が届かないと諦めていても、好きだという気持ちは、誰にもとめられない。消してしまえるものではなかった。







　ミカは真剣な表情で、パントリーの中の在庫を調べていた。

　扉は開け放ったままだった。続き部屋の厨房では、通いのメイドのアンナが下ごしらえをしながら、思案気に首を傾げていた。

「肉ならまだ塩漬けの豚の後ろ足があるけど、玉子やバターがねえ……」

「やっぱり、ぼくがちょっと商店街に出て買ってきます」

　ミカはメモを取り終えるとパントリーから出て、粉をふるうアンナに歩み寄る。

「明日はエルネスト様の誕生日なのに、ケーキが作れません」

「ひとりで行くの？　エルネスト様もひとりで買い物はだめだって言ってたじゃない。危ないよ」

　エルネストに言われるまでもなく、アンナもひとりでの買い物は行かせたくないようだ。最近の治安の悪化を考えれば、仕方がない。

「大丈夫ですよ。すぐに帰ってきますから。なんとかケーキの分だけでも、玉子とバターを買ってきます」

　好き嫌いがあまりないエルネストは、好物も嫌いなものもない。そのエルネストが唯一、好んで食べるのはパステル・デ・ナタと呼ばれる、カスタードクリームとパイ生地のタルトだ。高温でカリッと焼き上げたこのタルトだけは、時々アンナに作らせるくらいの好物だが、ここ暫くの凶作で玉子もバターもなかなか手に入らず、しばらく作る事ができなかった。

　だからこそ、明日のエルネストの誕生日には、どうしても添えたかった。

「そう？　危なそうだったら、すぐ引き返してきてね」

　アンナは心配そうだ。アンナを安心させるために、ミカは買い物籠に荷物を詰めながら、笑顔を見せる。

「はい！　行ってきます！」

　買い物籠を下げ、勝手口から外に出ると、夏の日差しが目に痛いくらい、眩しい。湿気は感じられない。からっと乾いた暑さだが、これは雨が降らないせいだ。

　屋敷の裏庭から通りに出たミカは日陰を選んで歩きながら、一番近い商店街を目指す。そこはガルニエ通りのような富裕層向けではなく、庶民が多く通う商店街だ。今ではそちらの方が食料品を買える可能性が高い。

　相変わらず、雨が少ない。輸入品に頼ろうにも、近隣の国も同じような状況になっている。

　こういう時こそ海洋貿易を行っているルベール商会の稼ぎ時だが、物価の上昇と共に、足許を見た商売は憎悪の対象にもなる。首都でも何かと暴動が起き、ルベール家もその対応などで大変な状況らしい。

　それは時々首都から送られてくる、バルテルの手紙から知る事ができた。

　バルテルの事も心配だった。首都の治安悪化だけではない。手紙の文字は目に見えて震え、弱っているように思えたからだ。

　そんな震える文字でも、バルテルは常にミカとエルネストの身の上を案じていた。

　ミカはこめかみを伝い落ちる汗をハンカチで拭いながら、考える。

　エリンも治安が悪化している上、食糧事情も日に日に悪化している。どこか安全なところに移住を、と考えるが、首都もこの有様だ。エリンよりも悪い状態になっているかもしれない。近隣諸国もこの天候のせいで、食糧事情も治安も悪化しているだろう。

　今は雨が降ることを祈りながら、耐えるしかない。

　屋敷がある住宅地を抜けると、商店街へ続く道には、露店が立ち並んでいる。どこもあまり景気は良さそうでなく、店主にも元気がない。

　露店を眺めながら歩くミカの耳に、店主たちの話し声が聞こえる。

「鉱山に送られる奴隷の隊列が襲われたって……」

「鉱山送りなんて口実で、口減らしだろ。俺たちだって食うに困ってるのに、奴隷に食わせるものなんか」

「逃がしたってこんな状態じゃ食う物すらないだろうに。鉱山で死ぬか、餓死するかだろ」

　最近、こんな話をたまに聞くようになった。

　鉱山に行く奴隷は生きて帰れないと、噂で聞いたことがあった。逃げられたならよかった、とミカは一瞬思ったが、この過酷な状況だ。食糧の心配がある。

　ミカは小さく首を振る。ミカが守るべきは、エルネストだ。他の誰でもない。それに、ミカの力ではどうする事もできない。

　露店を抜け、商店街へと入る。何度かこの商店街に来た事があるが、ここはそれほど治安が悪くなかった。庶民の為の商店街だが、比較的安全だった。この辺りの住人ばかりが利用するからかもしれない。

　通りを歩きながら店の品揃えを覗き込むが、農産物は少ない。元気のない野菜や、しなびた果物が並んでいて、新鮮なものを入手するのは難しい。玉子やバターはもっと手に入れにくかった。動物を養うエサも足りていないだろう。生産される数が少ないので、奪い合いなのかもしれない。

　ミカは以前に何度か利用したことがある、農場の直営の店に立ち寄った。店の扉は開け放たれ、商品は思っていたよりも豊富に並んでいた。

「いらっしゃい。何を探してるんだい？」

　声をかけてきたのは、やはり何度か顔をあわせた事がある男だ。以前に、この農場の跡取り息子だと誰かが話しているのを聞いた事があった。年齢はエルネストと変わらないくらいで、日に焼けた背の高い、気さくな人だった。

「あの、玉子とバターと、牛乳が欲しいんです。ありますか？　おいくらですか？」

　ミカが見上げるくらい、背が高い。

「ああ、あるよ。少しだけど」

「おいくらですか？　買えるかな……」

　ミカが買い物籠から財布を出し、開くと、男は少し考え込んでいた。

「今はもう金じゃ売っていないんだ。物々交換だな。金じゃ腹は膨れないし」

　以前に、エルネストがそんな事を言っていた。ミカもその可能性を考えて、ほんの少しだが、茶葉を買い物籠に入れてきた。首都のルベール商会から送られてきた、輸入物の高級な茶葉だ。

「あ、あの、じゃあ、お茶の葉と交換できませんか？」

　男はじろじろとミカを眺めていた。頭の天辺からつま先まで、じっと見つめて、それから男は口を開いた。

「きみ、可愛いね。何歳？」

　唐突に尋ねられ、ミカは困惑しながらも、素直に答えた。

「え？　え、えーと、に、二十一歳です……」

「へえ、見えないね。随分童顔だなあ。まだ十六か十七くらいかと思った」

　ミカはあくまで『二十一歳』と押し通しているが、やはり無理があるのか、時々こう言われてしまう事がある。そんなに見えないだろうか。無理があるだろうか。ミカは恥ずかしくなって、俯いてしまった。

「きみみたいな子、好みのタイプなんだよね」

　ミカは何を言われたのか、意味が分からなかった。俯いたまま、固まる。

「お代はいらないから、ちょっと俺と遊ぼうよ」

　遊ぶ？　ミカは意味が分からず、戸惑うばかりだ。

「優しくするから、安心して。俺、うまいって言われてるから。奴隷なら経験あるかと思ったんだけど、もしかして初めてかな。主人とはしてないの？　俺ならこんな可愛い子、ほっとかないのになあ」

　肩を抱かれて引き寄せられて、ミカは驚いて顔を上げる。

「本当に可愛いなー。手も肩も華奢で綺麗だなあ。ね、前も店に来てくれたよね。あんまり可愛かったから、覚えてたんだ。……今、店を閉めてくるから」

「え、あの、待って下さい！」

　鈍いミカもやっと気付いた。このままでは大変な事になってしまう、と青ざめたその時だった。

　激しい怒号と銃声が響いた。

「な、なんだ！？」

　男の手が緩ゆるんだ隙に、ミカは店の外に飛び出す。

「あ、きみ！　ちょっと！」

「ご、ごめんなさい！」

　買い物籠を抱えて飛び出したミカの目の前に、混乱した人々の群れと叫び声が聞こえた。

「逃げろ！　早く！」

　そう叫ぶ男と、両手を縛られたままの半裸の奴隷たちが通りに走り出てきた。

　さっきの露店でも噂話があった。鉱山に送られる奴隷を解放した人たちがいると。逃げる奴隷と、追いかけようとする奴隷商を威嚇いかくする銃を持った男たち。一目で分かる。奴隷を解放する為に奴隷商が襲われたのだ。

　怒号の響く通りの片隅に立ち竦むミカの肩を、誰かが叩いた。振り返ると小柄な少年が立っており、ミカの肩を掴み、詰め寄ってくる。

「……っ！？」

　ミカの肩を掴んだ少年の顔を覗き込んで、ミカは思わず小さな声を上げてしまう。

「私よ！」

　目深に帽子を被った少年は、エレナだった。いつか雑穀商が襲われた時に見掛けた、あの時と同じ格好だ。やはりあの時の少年は、エレナだった。

「ここは危ないから、早く逃げて！　騒ぎはもっと大きくなるわ！」

　言うなり、エレナは駆け出そうと踵きびすを返した。

「待って、エレナ！　きみは何を」

　エレナは振り返り、いつものように笑顔を見せた。

「言ったでしょ。中佐の為なら命だっていらないって。私、中佐の理想と共に戦ってるの。ううん、中佐だけじゃない。私のために戦うの」

　エレナはミカに手を振り、駆け出す。逃げる奴隷たちの中に潜むように紛れ込み、消えるエレナの後ろ姿を見送り、ミカは我に返る。

　通りはますます混乱していく。逃げ惑う人たちと叫び声、銃声に背を向けて、ミカも駆け出す。

　エレナが何をしているのか、やっと分かった。

　明け方に出歩いていたのも、ガルニエ通りの雑穀商襲撃騒ぎに紛れていたのも、今、あの騒ぎに身を投じているのも。

　全て、奴隷解放の為だったんだ。







　なんとか屋敷まで無事に帰り着いたミカは、騒ぎの事はエルネストにもアンナにも伝えたが、エレナとロンメル中佐の事は、口にしなかった。玉子もバターも牛乳も買えなかったが、この騒ぎでは仕方がない。

「せっかくの誕生日なのに、ケーキをご用意できなくて申し訳ないです」

　エルネストに午後のお茶を給仕しながら、ミカはしょんぼりと詫びる。

「……いや。こんな情勢では仕方ないだろう」

　エルネストはここしばらく、あまり機嫌が良さそうには見えなかった。苛立っているわけではないが、どちらかといえば、物思いに耽ふけるように、沈んで見えた。

　それもあって、誕生日には是非ともカスタードのタルトパステル・デ・ナタを用意して、食べて欲しかったのだ。

　昨日あの時、材料が買えたなら。

　店主とのやりとりを思い出してしまう。

『奴隷なら経験あるかと思ったんだけど、もしかして初めてかな。主人とはしてないの？　俺ならこんな可愛い子、ほっとかないのになあ』

　ミカの身体と引き換えに、バターや玉子を売ると言われたのだ。

　怒りは感じなかった。屈辱だとも思わない。エルネストに引き取られるまでは、ミカはそういう最底辺の奴隷だった。今も忘れてはいない。

　あの男に悪気があったとは思っていない。奴隷として見下され、差別されたとも思わない。彼は無邪気にミカと仮初かりそめの恋を楽しもうとしただけだろう。

『もしかして初めてかな。主人とはしてないの？』

　エルネストはそんな事を要求しなかった。たとえ病気で働けなくとも、食事を与え、医者にまで診せてくれた。そしてこうして、教育も与えてくれた。

「あるものでやりくりすればいい。贅沢できずとも人は死なない」

　エルネストに笑みはない。ミカの顔さえ見ずに、素っ気なく返すだけだった。

「はい。……お誕生日おめでとうございます、エルネスト様」

「ああ、ありがとう」

　ミカもうっすらと気付いていた。

　エルネストとの間に、言いようのない溝を感じていた。まるでガラスのような、目に見えない何かに隔へだたれているような気がしていた。それはいつのまにか、ふたりの間に生まれていた。

　何故、こんな風になってしまったのか、ミカは分からなかった。

　エルネストがひどく疲れ、傷付いているようにみえるのに、かける言葉が浮かばなかった。何がエルネストを苦しめているのかも分からない。

　子供の頃のように、無邪気に、何のためらいもなく、エルネスト様が大好きです、と言えたなら。

　時折、そんな事を思う。

　今こんな風に、何かに隔てられている時にこそ、伝えたかった。

　けれどもうそんな、何も知らなかった子供の頃には戻れないとも、よく分かっていた。


八　越えられない溝







　首都のルベール家からの使者がエリンの屋敷に辿りついたのは、日が沈んでからだった。

　首都とエリンを結ぶ街道では、散々、首都や港町からの商隊が襲われていたが、この使者は手紙ひとつを携えただけの軽装だったおかげか、無事に辿りつけたようだった。

　その手紙にどんな事が書かれているのか、エルネストは察していたようで、自ら使者を出迎え、受け取り、労ねぎらっていた。

　ミカの目の前で封を切り、手紙を読み終えたエルネストは、しばらく黙り込み、それからミカに便箋を手渡した。

「バルテルが死んだ」

　短くそう告げられた時、ミカはその言葉を理解できなかった。いや、理解したくなかった。

　信じたくない。

　ミカは震える手で便箋に綴られた文字を追う。

　手紙の差出人は、エルネストの父親だった。長くルベール家に仕えたバルテルが、今年の春頃から体調を崩し、娘夫婦に看取られて亡くなった事、葬儀が終わった事が書かれていた。

　ミカは何度も同じ文字を追い、読み続ける。

　エルネストは火の消えた暖炉の前の椅子に座ったまま、一言も口にしなかった。

　何度も何度も読み返し、ミカはこれが現実なのだと思い知らされていく。涙がこみ上げてくるが、ミカよりもエルネストはもっと深く悲しんでいるはずだ。そう思うと、エルネストの前で泣くわけにはいかない。

　ミカはぐっと涙をこらえ、便箋をたたみ、エルネストがテーブルに投げ出した封筒に収める。

　バルテルを看取みとる事ができないのは、エルネストもミカも覚悟していた。遠く離れたエリンからでは、間に合わない。

「危篤きとくになってから何度も手紙を送ったが、届けられなかったそうだ。手紙を運んだ者が言っていた。……仕方がないな。こんな荒すさんだ世の中では、手紙ひとつ届けるのも命がけだ」

　葬儀にさえ参列できず、最後の別れもできなかったエルネストの気持ちを思うと、ミカはたまらなく胸が痛かった。息苦しいくらいに、痛んでいた。

　離れていてもエルネストにとって、バルテルは心のよりどころで、支えだった。ミカも同じだ。会えなくともバルテルは、ミカにとって家族のような、父や祖父のような存在だった事に、変わりはなかった。

　こんな時に、エルネストにどんな言葉をかければいいのか、未熟なミカは何も思いつかなかった。

　ミカは懐から、いつかバルテルにもらった懐中時計を取り出す。いつでも肌身離さず持ち歩いている、ミカの大切な宝物だ。

『どこにいても、私はミカとエルネスト様の幸せを願っているよ。それを忘れないでおくれ』

　そうミカに優しく語りかけたバルテルの声が、鮮明に蘇る。

　こんなに深く悲しんでいるエルネストに、かける言葉さえ、思いつかない。もうずっとエルネストは何かに傷付き、深く思い悩み、沈んでいた。そんな時にバルテルを失い、更に深く悲しんでいるのに、ミカは何もできないでいる。

　こんな時に、バルテルさんならどうしただろう。

　ぼくではバルテルさんのように、エルネスト様を守る事ができません。

　自分の不甲斐なさが、無力さが、苦しかった。こんな時にエルネストを支えられず、守れず、自分がどんなに無力か、思い知らされていた。







　ミカは真夜中の裏庭から、オイルランプを掲げて二階の廊下の窓を見上げる。

　暗闇の中、廊下にまでエルネストの部屋の灯りが漏れている。エルネストは今夜、眠れそうにないのだろう。

　ミカも同じ気持ちだ。バルテルの死を受け止めきれなかった。だが、今感じている自分の悲しみより、エルネストの深い悲しみを思うと、苦しく、つらい。

　掲げていたランプを下げ、花壇を照らしながら、まだ咲いているりんご草の花を探す。

　夏の終わりは花が咲かなくなる。少し休んで秋口になると再び花をつけるようになるが、今はちょうどその休みの時期だ。わずかな花を探して、ミカは花壇にしゃがみこむ。

　ミカにできる事なんて、何もない。

　エルネストの悲しみを、慰める事も励ます事もできずにいる。

　やっとひとつ、小さな花を見つけた。ミカは大事に摘んで、傍らに置いた小さな籠の中に、そっとおく。

　せめて、少しでも心を慰められるように、りんご草のお茶を作りたかった。

　りんご草は、不安や緊張を和らげ、心を落ち着かせてくれる。

　何もできなくとも、できる事をしたかった。ミカはこみ上げてくる涙を、手の甲で拭う。

　こんなにエルネストを思っているのに、どうしたら伝えられるのか、分からない。いや、伝えてはならないのかもしれない。

　ミカのよこしまな気持ちを、エルネストに知られるわけにはいかない。優しいエルネストを困らせるだけだ。

　伝えられなくとも、エルネストの心を癒やしたかった。今、悲しみ、苦しんでいるエルネストの心に、少しでも安らぎをもたらせたら。

　ミカが夢中になって花を探していたその時、暗闇で何かが倒れ込む音がすぐ傍で聞こえた。

「……誰！？　誰かいるの！？」

　ミカは慌てて立ち上がり、ランプの灯りで辺りを照らす。

　ロンメル家との境界にある柵の間に、白く小さな手が見えた。

「……ミカ。ミカ、ごめんなさい……」

　ひどく苦しそうな、エレナの声だった。

「エレナ！　どうしたの、こんな夜中に、一体何が」

　慌てて立ち上がり柵を乗り越え、膝をつき倒れ込むエレナを抱き起こす。

「助けて、お願い。私と、ノルベルトを、中佐を、助けて」

　ミカの胸元にしがみついたエレナの手は、血に濡れていた。

「そこで何をしている！」

　暗闇から幾つもの足音が聞こえる。あっという間に近付き、ふたりを取り囲むように灯りをかざしたのは、数人の警備兵だった。

　ミカはすぐに察した。エレナの血に濡れた手を隠すように握り、羽織っていた服の懐に引きこむ。

「な、何もしていません」

　ミカはエレナを抱いて、震える声で返す。

「ああ、きみは……ルベール家の奴隷のミカか」

　警備兵のひとりが顔見知りだったのは、幸運だった。ミカは灯りに照らされながら頷く。

「なんだ、ミカの彼女か？　こんな時間にデートかい？」

　見知った警備兵は、小さく笑いながらそう問いかけた。この警備兵は気のいい優しい人で、ミカは出会うたびに必ず挨拶をし、時々、世間話もしていた。

「すみません。夜しか、自由な時間がないから」

　咄嗟についた嘘だったが、ミカにしては上出来な嘘だ。ミカの震える声は、秘密の逢い引きを主人に見つかる事を恐れているからだと、そう警備兵は受け取ったようだった。

「デートの邪魔をして悪かったね。我々も仕事中でな。ちょっと事件の犯人を追っていたんだ。あやしい人間が逃げ込んでこなかったかい？」

　ミカの懐の中で、エレナの手がびくん、と跳ねる。

「誰も見ていないです。……ね、誰もこなかったよね」

　ミカの胸元に顔を埋めたまま、エレナはこくこくと頷く。

「一応、身元を確かめさせてもらうよ。ミカの事はよく知っているが、この女の子は？」

　答えていいのか。一瞬迷ったが、微かにエレナが頷いたのを感じ、ミカはゆっくり説明を始めた。

「ロンメル中佐の奴隷の、エレナです。……お屋敷が、隣だから、それで……」

　ミカは慣れない嘘を懸命に考える。どう言えば、あやしまれないか。

「あの、悪い事はしていないです。ただ、話がしたくて」

　警備兵たちは顔を見合わせていた。奴隷の逢い引きなんか、よくある事だ。それに関して罰する法はない。主人の考え方次第で許されてもいる。

「ああ、大丈夫だよ。いいつけたりしないさ。それは我々の仕事じゃないからね。……だが、最近は物騒だ。今も犯人が逃げ回っていて、どこで鉢合わせするか分からない。夜のデートはほどほどにしておくんだよ」

「はい。気をつけます。お仕事お疲れ様です」

　警備兵たちはさして怪しまず、去って行ってくれた。本当に幸運だった。知り合いの警備兵がいてくれたおかげで、ミカの嘘も簡単に信じてもらえた。

　ミカは耳を澄まし、目をこらす。警備兵たちが再び通りへと戻り、遠ざかっていく声と足音を確認してから、エレナに話し掛けた。

「エレナ、もう大丈夫だよ。怪しまずに行ってくれた」

　エレナはミカの胸から顔を上げ、安堵の吐息をつくが、顔色は蒼白だった。

「どこを怪我したの？　止血は？」

「……撃たれたけど、掠かすめただけだから」

　エレナはよろよろと身体を離し、立ち上がろうとする。

「撃たれた？　どこを？　待って、無理に動いたら」

「脇腹を掠めただけだから。明るくなる前に、中佐に会わないと。大事な話があるの」

　ミカはエレナの身体を支えるように抱いて、歩き始める。

「どこまで送ればいい？　中佐のお屋敷でいいかな？」

「屋敷の裏から。……表は誰かに見られるかも」

　エレナは脇腹の傷を何かで抑え、止血しているようだった。服には血が滲んでいるが乾き始めていて、血が滴り落ちる心配はなさそうだ。

「ごめんね、ミカ。助けてもらってばかりね。……本当に、ごめんなさい。迷惑かけて、ごめんなさい」

「謝らないで。友達だって言ったじゃないか。それよりエレナ、傷が」

「大丈夫よ。これくらいで死んだりしないから。もっとたくさん、痛い目にも怖い目にもあってきたもの。これくらい、平気」

　たくさん、痛い目に怖い目にもあってきた。

　エレナの味わった苦痛は、ミカの味わってきた苦痛でもある。

　だからこそエレナは、中佐と共に戦う道を選んだ。それを咎めようとは、止めようとは思えない。

　エレナに何が起きたのか、尋ねようとも思わなかった。エレナが信じて戦っているなら、ミカもそれを信じたい。

　今のミカにエレナや中佐を手伝えるような力も、余裕もない。だからせめて、友達であるエレナを信じ、できる限り力を貸したかった。

　エレナを屋敷の裏まで送り届け、立ち去ろうとすると、力尽き座り込んだエレナに、きゅっと袖口を掴まれ、引き留められた。

「大丈夫だよ。今日の事は誰にも言わないから」

「ううん。……ううん。ありがとう。ミカ。どんなにお礼を言っても足りないくらい、ミカに助けてもらってる」

「何の力にもなれてないよ。気にしないで。エレナが無事で、ぼくも嬉しい」

　エレナは緩く首を振る。

「ミカ、これからこの国は、大変な事になると思うの。ミカやエルネスト様を巻き込みたくはないけれど……もう私たちでさえ、この先どうなっていくのか分からない。私たちでは何もできないかもしれないけど、でも、それでも、ミカ」

　袖口を掴んでいたエレナの指に、力が籠もる。

「ミカが困ったら、私や中佐が必ず助けるから。私を守ってくれたように、守るから」

　その言葉だけでも嬉しかった。ミカはエレナの指に触れ、頷く。

「その時は、エレナと中佐を訪ねるよ。忘れない」

　ミカの小さな世界で、頼れる人や、友達と呼べる人は、ほんの少しだ。大切な人なんて、限られている。

　その大切な人たちを守れるなら、それだけで嬉しかった。何の見返りもいらないと思えていた。







　胸元を見ると、エレナの血が染みついていた。誰にも見られないうちに着替え、洗ってしまわなければ、怪しまれる。りんご草の花はまだほんの少ししか摘めていないが、まずはこの服をなんとかしなければ。

　裏庭から厨房へ続く扉を開け、厨房でエレナの血に濡れた手を洗う。着替えてからまたりんご草の花を探そう。そう考えながら、ミカは足早に自分の部屋に戻り、手早く着替える。懐中時計を確かめると、驚くほど時間が経っていた。

　もうエルネスト様は、眠っただろうか。それとも、眠れずにいるだろうか。

　ミカはりんご草を諦めて、乾燥させていた菩提樹のお茶を淹れる事にする。もう菩提樹の花の時期は終わってしまった上に、今年は雨が少なく、花も葉もあまりよくなかった。それでもミカはできる限り集め、乾燥させて保存しておいていた。

　少しだけ摘めたりんご草の花を添えたお茶を淹れ、いつものようにトレイに載せて、ミカはエルネストの寝室に向かった。階段を上り、暗い廊下を小さなランプひとつで照らし、歩いて行く。

　この二階の廊下から、裏庭はよく見える。まだミカが小さかった頃、楡の木から下りられなくなった子猫を助けようとして、エルネストに見つかって、叱られた事があった。

　ミカはエレナを守る事で精一杯で、他の事まで考えが至らなかった。

　エルネストが騒ぎに気付き、一部始終を見ていたと、全く気付いていなかった。

　ミカは灯りの漏れるエルネストの寝室の前に立ち、様子を窺うかがう。

「エルネスト様、起きてますか？」

　そう小さく声をかけ、扉を静かに開くと、エルネストは火の気のない暖炉の前の椅子に座り、仄暗ほのぐらい部屋の中を照らすランプをぼんやりと眺めていた。

「お茶を淹れてきました。りんご草を探していたけど、見つからなくて。……菩提樹のお茶に、少しだけ入れてきました」

　エルネストの傍らにあるティーテーブルにティーカップを置き、ミカはエルネストに歩み寄る。

「あの、少しでも、横になった方がいいです。エルネスト様がもし病気になったら、バルテルさんはとっても悲しんで、心配すると思います。……どうか、横になるだけでも」

　ミカの手袋に覆われた右手に、エルネストの手が触れた。

「……エルネスト様？」

　強い力だった。今までこんな風に、掴まれた事なんて、なかった。

　エルネストは変わらずランプを見つめたままだ。ミカの顔を見上げる事もない。

　愚かなミカは、何も気付いていなかった。

　エルネストの孤独な心を、ひとひらの闇が覆い尽くし、食らい尽くした事に。最後まで小さな灯りを守ろうとした心を、闇が蝕むしばんだ。砕け散りそうな心を壊したのは、小さな灯りを掲げていたミカだった事を。







　ミカが自分のものだと、何故、思い込んでいたのか。

　怯えるミカをベッドへ突き転がし、エルネストは袖口のボタンを外し始める。

　ミカの心はミカのものだ。たとえミカが奴隷で、エルネストの『財産』だとしても、心だけは誰にも縛られない。心までは、エルネストのものにならない。

　バルテルを失い、悲しむミカをエレナが励ます事を、責められるだろうか。

　ミカがエレナを選んだなら、仕方がない事ではないのか。

　ベッドの上のミカは、ひどく混乱しているようだった。今まで優しかった主人が豹変ひょうへんした事が、飲み込めないようだった。

　震えるミカに覆い被さると、ミカの唇が小さく動いた。声なき声は『どうして』と囁いたように思う。

　こんな気持ちを知らなかった。

　今、エルネストの胸を占める吐き気がしそうなほどの焦燥しょうそうと、昏くらい衝動と、焼き尽くしそうな渇きの正体が何者なのか、エルネストも分からない。

　これは絶望だ。

　エルネストの孤独な心を支え、癒やし、小さな灯りで照らしてくれていたミカは、エルネストのものにはならない。健やかに育つミカが見せてくれた、未来や希望は、エルネストのものにはならない。

　ミカはエルネストのものにならない。

　竦んだミカがまとうシャツの胸元に手をかけ、一息に引き裂く。千切れたボタンがシーツの上を転がり落ちた。

「エルネスト様、いやです、こんな」

　ミカの悲しそうな声は、もうエルネストの心には届かなかった。華奢な肩を押さえつけるエルネストの手に、ミカの細い手が触れ、掴んだ。

「こんな、エルネスト様……！」

　そうだ。ミカはエルネストのものにならない。

「……奴隷のくせに、逆らうのか」

　吐き捨てられた信じられない言葉に、ミカは目を見開き、覆い被さるエルネストを見上げる。

　ミカは奴隷だ。

　奴隷である限り、エルネストのものであり続ける。

　ミカの心は手に入らずとも、奴隷である限り、ミカはエルネストのもので、あり続ける。

　エルネストを見つめる榛色の大きな瞳が、数度瞬いた。

　何かを訴えようとミカは数度唇を動かしたが、言葉は声にならなかった。言葉の代わりに、眦から大きな雫が溢れ、伝い、零れ落ちた。

　ミカは諦めたように、掴んでいたエルネストの手を離した。

　薄い皮膚に覆われたミカの喉元に唇で触れながら、エルネストは思う。

　最初から、こうしていればよかった。

　誰かにミカを奪われる前に、ミカはエルネストのものなのだと、刻みつけておけばよかった。







　ミカの両膝に手をかけた時、ほんの少しだけ抵抗を見せたが、すぐにミカは思い出したかのように、力を抜いた。

　無理やり足を開かせ、閉じたそこに強引に押し入ると、ミカの唇から、殺しきれない悲鳴が零れ落ちた。

　ミカはシーツにしがみつき、顔を埋め、泣いているようだった。

　怯えるミカを押さえつけ、乱暴に犯すエルネストの心の中で、誰かが囁いている。

　お前がやっている事は、幼いミカを死にかけるまで責め苛んだ、ミカの最初の主人と同じだ。

　それがどうしたというんだ。

　ミカが自分のものにならない。そんな事実に耐えろというのか。

　どうせミカの心は手に入らない。それでも、奴隷であり続ける限り、エルネストのものだ。身体だけでも、エルネストのものであると刻みつけるしかない。

　奴隷である限り、ミカはエルネストの手から逃れられない。誰にも奪われない。


九　小さなミカの誓い







　身体中が痛かった。ミカはふらつく足で、なんとか自分の部屋に辿りついた。

　引き裂かれたシャツはもう捨てるしかない。ベッドに崩れるようにもたれながら、羽織っていたシャツを脱ぎ、裂かれたシャツで濡れた両足を拭う。

　両足の奥に恐る恐る触れ、拭ってみる。血の滲んだ精液がべったりとついたが、もう出血は止まっているようだった。

　ベッドの横にある小引き出しに手を伸ばし、薬くすり瓶びんを探す。キンセンカの軟膏を取り出し、蓋を開け、この軟膏で傷が治るだろうか、と考える。

　薬瓶を見つめながら、じわ、と再び涙がこみ上げてきた。

　どうしてこんな事になったのか、分からなかった。

　エルネストがあんな事をするなんて、あんな言葉を吐き捨てるなんて、信じられなかった。信じたくなかった。

『……奴隷のくせに、逆らうのか』

　エルネストの冷たい声を思い出す。

　自分が奴隷だと、忘れたつもりはなかった。主人が望むなら身体を差し出すのは当然で、それも仕事だ。

　今まで要求されなかったのは、まだ子供だからと許されていただけかもしれない。そう考えれば、エルネストは優しい主人だ。ミカが大人になるまで、身体での奉仕を待ってくれていたのだ。

　ミカはベッドに顔を埋め、こらえきれない嗚咽おえつを洩らす。

　もしもエルネストが、ミカを好きになってくれたら。

　身の程をわきまえずに、そんな夢みたいな事を考えていた罰かもしれない。

　ミカがエルネストの傍にいられるのは、奴隷だからだ。それも最底辺から救い上げられた、本来ならエルネストに仕えるにふさわしくない、浅ましく穢けがれた奴隷だ。そんな流民の穢らわしい奴隷に、執事としての教育まで与えてくれた。

　ミカはベッドに伏したまま、声を上げて泣き続ける。

　どうしてこんなに悲しいのか。身の程をわきまえているつもりで、少しも分かっていなかった。

　ミカは奴隷だ。エルネストに愛されるはずがない。ただの奴隷で、使われる身だ。エルネストの慈悲を勘違いしてはならないと分かっていたはずなのに、悲しかった。悲しくて切なくて、気持ちの行き場がなかった。







　まるで何事もなかったかのように、それから数日が過ぎた。

　エルネストは相変わらず、重く暗く沈み、無口だった。ミカも口数が少なくなっていた。

　メイドのアンナは、ふたりが沈んでいるのは、バルテルの死による深い悲しみのせいだと思っているようだった。そう思ってくれているなら、その方がいいとミカは思う。エルネストとの間に何が起きたのか、知られたくなかった。

　あれが悪い夢だったら、と思う。

　みんな夢で、嘘だったなら。

　ミカは何事もなかったかのように、いつものように朝は七時にエルネストの寝室を訪れ、身支度を手伝い、朝食の給仕をする。

　あの夜の翌朝でさえ、いつもと同じ朝のように、泣きはらした顔でミカはいつもの仕事をこなしていた。

　エルネストがそれを見て、どう思っていたか。ミカはそこまで思いはかる事ができなかった。

「……ミカ。ミカ！」

　アンナの声で、ぼんやりしていたミカは我に返った。

「あ、ああ、ごめんなさい。アンナさん。ぼんやりしちゃって」

　アンナはアイロンがけの手を止め、大きくため息をつく。

「エルネスト様もミカも、バルテルさんの事で今、とても辛いと思うけど……。そんな時に言うのはなんだけれど、なんだか最近、雲行きがおかしいから、気をつけるんだよ」

「雲行きって？　なんですか、アンナさん」

　アンナは再びアイロンをかけ始める。アイロンをかけ終わったものをたたむのが、ミカの仕事だ。

「この凶作で、皆食い詰めてるでしょ？　そのせいで略奪が激しくなってるけど、店や問屋だけでなく、貴族や商人の屋敷が襲われるようになってるんだよ」

「そんな事が……」

「この住宅街は王立軍の軍人さんも住んでるけど、商人の屋敷も多いからねぇ。……このお屋敷は、この住宅地じゃ小さくて目立たないかもしれないけど、ルベール商会のご子息のお屋敷だって知られたら……」

　ミカも、首都のルベール商会が今大変だという事は聞いていた。こういう時に海洋貿易商は狙われやすい。たくさんの資産と商品を持って、出し惜しみ足許を見た商売をしていると思われるからだ。

「そうですね。気をつけます。戸締まりだけでは不安だけど……こんな状況では、人を雇って守ってもらうのも難しいですよね……」

「気をつけようがないといえば、ないねえ……。何かあったら、どう逃げるかくらいかしら」

「今じゃ貸馬車だってなかなか手配できませんね……。馬を養う飼かい葉ばも足りていないから、仕方ないけれど」

「エルネスト様は足が不自由だからね……。馬車が手配できないのは困ったものだよ」

「今、馬車と馬を手に入れる事ができたとしても、エサの確保が難しいですよね」

　深刻な問題だ。万が一、暴徒がこの住宅街になだれ込んだら、どうエルネストを守ればいいのか。

　ミカは真剣に考え込む。

「まあ、お隣がロンメル中佐のお屋敷だから、そうそう襲撃されないだろうとは私は思うんだけどね。最近お隣は軍の人なのか、人の出入りが増えてるじゃない？」

　アンナの言葉に、心臓が跳ね上がる。

「そうなんですか？　知りませんでした」

　嘘をつくのが苦手なミカは、平静を装うのが精一杯だ。

「賑やかな軍人さんがお隣なら、安心だよ。きっと。ほどほどの注意は必要だけど、思い詰めてもいい事はないからね」

「はい。アンナさんも気をつけて下さい。……もうアイロンがけは終わりですか？」

「ああ、もう終わりだよ。ありがとう、ミカ。助かったわ」

「じゃあ、ぼくは午後のお茶をエルネスト様にご用意してきます」

　リネン庫から出ようとしたミカを、戸惑いがちなアンナの声が呼び止めた。

「ねえ、ミカ……。その、変な事聞くけど、あちこちで奴隷が解放されてるじゃない」

　言いにくそうにアンナは口籠もる。

「そのう……ミカも、自由になりたいと思わないの？」

「自由に？」

　ミカは足を止め、アンナを振り返る。

「……ぼくは、こんなに自由にさせてもらって、大事にして頂いてますよ。どこかへ行きたいなんて、思った事もないです」

　奴隷でなくなる。

　今まで考えた事がなかった。

　リネン庫を後にし、ミカは厨房へ向かいながら考える。

　奴隷でなくなったなら、エルネスト様の傍にはいられない。エルネスト様に、必要としてもらえない。

　それに。

　いつかガルニエ通りになだれ込み、逃げ出した奴隷たちを思い出す。

　逃げて、行きたいところなんか、ない。

　何があっても、どんな事があっても、エルネストの傍にいたかった。エルネストにとってただの奴隷でも、愛されなくとも、エルネストはミカの全てだった。

　死にかけて明日処分されるはずだったミカを引き取り、手当をして、医者にまで診せてくれた。病気で働けなくとも、食事を与えてくれた。一度だって、殴られた事はない。奴隷にはもったいないくらいの教育を与えてくれた。綺麗な服も、清潔な寝床も、皆、エルネストが与えてくれたものだ。

　今までエルネストと過ごした日々は、楽しくて幸せで、ミカにとっては何にも代えがたいものだった。

　エルネストの傍にいたい。あんな夜を過ごしても、エルネストが大好きな事に変わりはなかった。

　あんなに手ひどく扱われ、ひどい言葉を投げつけられても、それでもここから逃げ出したいとは、思えなかった。

　エルネストは今、バルテルを失い、深く悲しみ、傷付いている。傷が癒えたなら、またいつものように、ミカに笑みを見せてくれるはずだ。いつかまた、以前のような穏やかなエルネストに戻ってくれるはずだ。

　奴隷のままでいい。大切にされなくてもいい。それでもエルネストの傍にいたかった。







　泣きはらした目をしたミカは、いつものように朝七時に、エルネストの寝室にやってきた。あんな夜を過ごした翌朝でも、ミカは努めて冷静にエルネストの朝の支度を手伝い、朝食の給仕をし、まるで何事もなかったかのように振る舞っていた。

　目が覚めてミカの姿がベッドから消えていたのを見て、一瞬、ミカはこの屋敷から逃げ出したかもしれないとエルネストは思っていた。

　逃げても行く場所がないからか、エレナを置いて逃げる事ができないだけか、エルネストに恩義を感じているからか。それとも。

　杖がなければ歩く事さえできないエルネストを、憐れみ、見捨てる事ができないだけか。

　ミカが平静を装うように、エルネストも何事もなかったように振る舞う。

　木陰のポーチで本を読んで過ごしていれば、ミカはいつものように午後のお茶を運び、給仕し、いつものように夜はエルネストの寝室に、寝る前のお茶を運んでくる。あんな事があった寝室にも、ミカは足を踏み入れるのを止めなかった。

　そして朝夕、必ずミカは裏庭の花壇へ足を運ぶ。

　草花の手入れをしながら、エレナがやって来るのを待っているのだろう。ミカは来ないエレナを探すように、ロンメル家の庭を見つめている。

　そんなミカの姿を見せつけられる度に、こんな事をしてもミカの心は手に入らないと、思い知らされる。だからこそ、どんな事をしてでも、ミカを縛り付けるしかない。

「エルネスト様。寝る前のお茶をお持ちしました」

　今夜も当然のように、ミカは銀のトレイにお茶のカップを載せて、エルネストの寝室にやってきた。

「すみません。干ばつのせいで、りんご草も菩提樹もあまりできがよくありませんでした。今日のお茶も、香りが足りません。申し訳ないです」

　ティーテーブルにカップを置きながら、ミカはそう詫びる。菩提樹の甘い香りが漂うカップの中には、りんご草の小さな花がふたつ、浮かんでいた。

　ティーテーブルに手を伸ばすミカの、白い首筋がエルネストの目の前にあった。あの夜にミカの白く細い首筋に刻んだ痕跡は、もう跡形もない。身体に残した唇の痕も、もう消え去っているだろう。

　ミカがエルネストのものであると示すしるしは、ミカの左手首に巻き付く、エリン市とルベール家の刻印が刻まれた革のバングルだけだ。その革のバングルだけが、ミカを縛る枷だ。そんな頼りないものだけが、ミカをエルネストの許に繋ぎ止めている。

　焼き印のように消えないしるしを刻みこめたら、と考えるが、それでもミカの心は繋ぎ止められない。どんなしるしでもミカの魂は縛れないと、分かりきっていた。

「……それでは、失礼します。エルネスト様。おやすみなさい」

　そう挨拶し、歩き出そうとするミカの、白い手袋をつけた手首を引き留めるように掴むと、ミカの身体がびくん、と震えた。エルネストを見上げる榛色の瞳は、明らかに、怯えていた。

　華奢な手首の感触で、まざまざと思い出す。

　肩も手も、細く頼りなかった。抱きしめると折れそうなくらい、痩せた身体だった。

　心も身体も傷付けられたミカは、一生エルネストを忘れられなくなったはずだ。憎まれて、それでよかった。

　ミカの心に刻み込まれるなら、忘れられない傷になれるなら、それでよかった。ミカの心を誰かに奪われるくらいなら、憎しみでミカの心を埋め尽くしたかった。

　いつかミカはエルネストの許もとから去って行く。ミカが愛した誰かを選んで、出て行くだろう。

　ミカが誰を愛してもエルネストを忘れられなくなるなら、それでいい。ミカを手に入れられないなら、ミカの傷になりたかった。







　ベッドに半裸で横たわるミカの身体は、小さく震えていた。

　ミカは逆らう素振りをみせなかったが、怯えを隠せなかった。大人しくされるがままに身体を投げ出しているが、膝を割って足の間にエルネストが入り込むと、細い足は憐れなくらいに震え出した。

「逆らわなければ、痛い目には遭わせない」

　そう声をかけたところで、あの夜を忘れられないのだろう。ミカはシーツにしがみつき、身体を竦ませていた。あの日、何の用意もなく乱暴にミカを抱いたせいで、ミカの身体はひどく傷付いた。ミカには苦痛と恐怖しかなかっただろう。

　ピローの脇に投げ出されていた香油の瓶を取り開けると、たっぷりと手に取る。ミカの足の付け根に垂らすと、エルネストの身体を挟み開かされていた膝頭が、かたかたと震えだした。

「ミカ、力を抜け」

　そう声をかけても、ミカは硬く目を閉じ、身体を竦ませたままだ。痛々しい姿に、胸が痛まないわけではなかった。ミカと想い合え、愛し合えたなら、どれだけ幸せだっただろう。考えるだけ、空しい。

　香油に濡れた手でミカのなめらかな内腿に触れると、ミカは反射的に足を閉じようとしたが、膝の間にエルネストの身体がある。どうやっても拒めない。

　ミカの細い吐息を聞きながら、濡れた素肌を辿り、足の付け根を撫で、まだ閉じているそこに触れると、ミカの唇から、小さな悲鳴のような声が漏れた。

　閉じたそこに香油で濡れた指を這わせ、撫でる。ミカの膝が大きく跳ねたが、構わずに香油を馴染ませる。柔らかくなぞられて、ミカの震える吐息も、幾分甘さを感じられるようになっていた。

　ミカの柔らかな身体を傷付けないように、ゆっくりと人差し指を沈めると、ミカの唇から悲鳴が零れ落ちた。

「あ、あっ……！」

　悲鳴と呼ぶには、甘すぎた。強引に狭いそこに指を進めると、思いのほか抵抗なく、沈み込んだ。

　ミカの薄い胸が激しく動いているが、荒い吐息は苦しげではなかった。傷付けないように指の腹で中をなぞりながら沈めていくと、根元まですんなりと狭いそこは受け入れた。

　沈めた指で柔らかな襞を撫でながら指を引き抜き、また沈めると、ミカの膝の激しい震えは収まり始め、代わりに小さく震えるようになった。

「……は、あ、あっ……」

　ミカの細い声を聞きながら、ミカの感じる場所を探す。ほんの少しのしこりを感じる場所を探し当て、撫でると、ミカのつま先が跳ねた。

「あ、あっ！　な、あぁあっ……！」

　怯え、萎えていたミカのそれが、はっきりと反応していた。探り当てたそこを撫で、擦り上げると、ミカの唇から、甘く高い声が漏れた。

　ミカは目を見開き、ふるふると震えている。構わずに強く擦り上げると、ミカの細い喉が仰け反った。

「ふあ、あっ！　あぁあ……！」

　ミカはシーツを掴んでいた手を離し、両手で自分の口を塞ぐ。エルネストの指が動く度に、ミカの白い喉から、殺しきれない甘い声が零れ落ちた。

「や、あ、あっ！」

　指を増やし、執拗にそこを撫で、擦る。萎えていたはずのミカのそれは、硬く脈打ち、先端の割れ目から、雫を滲ませていた。

　明らかに、感じている。ミカは眦を赤く染め、震えながら、中をいじられる快楽に耐えようとしているが、声は押し殺せなかった。

「いや、いやです、いやです、エルネスト様っ……！」

　それまで抵抗らしい抵抗をしなかったミカが、初めて逆らった。中に沈められた指を止めようと、力の入らない弱々しい手が、エルネストの手に触れた。ミカの高ぶったそれは、中に沈められていたエルネストの手を濡らすくらいに雫を溢れさせ、限界を訴えているが、ミカの懇願を聞き、中を責め苛んでいた指が引き抜かれた。

　ほっとしたのか、ミカの唇から詰めていた息が吐き出された。今にも泣き出しそうなミカが安堵したと同時に、エルネストの硬く張り詰めたそれが、とろけたそこに突き入れられた。

「あ、あぁあっ……！」

　指で開かれていても、そこは狭く硬い。痛いくらい締め付けられ、エルネストは小さく呻うめく。

「…くっ……」

　突き入れられた衝撃に、ミカの背が仰け反り、震える。逃れようとあがく華奢な腰を押さえつけ、強引に押し入る。

　ミカの閉じた瞳から溢れた涙が、眦から伝い落ちた。ミカのそれは、萎えてはいなかった。恐らく圧迫感はあっても、痛みはさほどでもないはずだ。

　できる限りミカの身体を傷付けないようにゆっくりと沈めていくが、半分くらい埋めたところで、ミカの膝がびくびくと震え始めた。

　これ以上強引に押し入ると、あの夜のように、ミカの身体は傷付く。必要以上にミカに苦痛を味わわせたくはなかった。

　目を固く閉じ、震えるミカの頬に、てのひらで触れ、涙を拭う。

　ミカに愛され、ミカと愛し合えたなら、どれだけ幸せだっただろう。

　どれだけ身体を繋げても、空しいだけだと分かりきっているのに。







　夏が終わり秋になっても、ミカはエレナに会う事ができなかった。

　花壇の手入れは朝夕必ず行う。その時にエレナの姿を探すが、一向に現れなかった。

　エレナの容態が心配で仕方ないが、奴隷のミカがロンメル家を訪ねるわけにはいかない。そしてエレナが成し遂げようとしている事を考えれば、ロンメル家の使用人や出入りの人間に安易に尋ねるのも難しい。

　厨房の窓からぼんやりと裏庭の花壇を眺めるミカの背後で、アンナはテーブルに材料を並べ、深いため息をついた。

「やっぱりどうしても玉子か牛乳がバター、どれかが欲しいねぇ」

　確かにもうずっと手に入れていない。パンも小麦粉と水、自家製のパン種だけで作っているが、味わいは質素なものだ。塩漬け肉もそう多くは残っていない。もう少し栄養のあるものをエルネストに食べさせたいと、アンナもミカも考えていた。

「よし、市場にあるか見に行ってくるわ」

「危ないから、ぼくが行きますよ！」

　ミカが慌てて止めると、アンナは買い物籠の準備をしながら首を振る。

「私は普段からうちの分を買いに行ってるから、大丈夫。それに、今はあんたが行く方が危ないわよ。最近は奴隷の逃亡や暴動が増えたから、奴隷への風当たりがきつくなってるからね。……さて、今日は砂糖を少し持っていこうか。これで交換してもらえるといいんだけど」

　確かに最近そんな話ばかりを聞く。伝え聞く話では、エリン市だけでなく、首都や他の主だった地方都市もそんな状態になっていた。奴隷ばかりではない。一部の市民も、王族や貴族、豊富な資産を持つ商人に不満を募らせ、一触即発の状態だ。

　このままでは、エリンでも大規模な暴動が起きるかもしれない。それを考えると、ミカは不安で仕方がないのだが、エルネストは気にかけていないようだった。

　気にかけていない、というのは間違いだ。どうなってもいい、とでも言いたげな雰囲気だった。

　バルテルの死以来、自棄になっているようにミカには思えていた。

　エルネストはもう笑みも見せない。ミカの目を見る事もない。ミカを抱く時でさえ、ミカの顔を見ようとはしなかった。

「いってらっしゃい、アンナさん。気をつけて下さいね」

「ちょっと市場を巡ってくるよ。ミカ、エルネスト様の午後のお茶を忘れないでね」

　買い物籠を下げて出掛けるアンナの後ろ姿を見送り、ミカはお茶の用意を始める。

　茶葉はまだある。水も、屋敷に深い井戸があるおかげで、それほどは困っていない。塩漬け肉もまだあるし、小麦も製粉をすればまだある。アンナが作り貯めたジャムやスプレッドもまだある。すぐに食べるのに困る事はないが、新鮮な野菜や果物を手に入れるのも、乳製品を手に入れるのも難しい。

　お菓子はアンナがジャムや小麦粉、蕎麦の粉を使い工夫して作っているが、やはり以前のような贅沢なものは作れない。

　トレイにお茶のカップとティーポット、少しの菓子を小皿に載せて、ミカは庭に面したポーチに向かったが、エルネストはいなかった。書庫にも姿がなかった。

　あとは、寝室か。

　寝室に立ち入るのは、朝、エルネストの支度を手伝う時と、夜のお茶を運ぶ時だけだったが、今はエルネストに『奉仕』する為に行くことも増えた。複雑な気持ちを抱えながら、ミカは寝室のドアを数度叩き、声をかけた。

「エルネスト様、お茶をお持ちしました」

　返事はなかった。ここにもいないとしたら、どこに？　ミカはそっとドアを開いてみる。

　窓が開け放たれているようで、風が吹き抜けていく。ミカの頬を撫でた風は、少しの肌寒さを感じさせた。

　そっと中に入る。エルネストは珍しくベッドに横になっていた。

　昼間にこうしてエルネストが眠っている事は、とても珍しい。もしかしたら具合が悪いのかもしれない。ミカは慌ててお茶のトレイをティーテーブルに置き、ベッドに歩み寄る。

　眠るエルネストの額にそっと触れてみたが、熱はないようだった。顔色はあまりよくないが、呼吸は静かで、苦しそうな素振りはなかった。

　ミカは床に膝をつき、エルネストの寝顔を見つめる。

　エルネストの青い瞳も艶やかで優美な長い髪も、とても綺麗で、大好きだった。ミカを見つめ、笑ってくれた時は、たまらなく幸せだった。今はそんな大好きなエルネストを見つめるのが、つらく苦しく、胸が痛い。

　いつからエルネストは、こんな悲しそうな、苦しそうな姿ばかりになってしまったのだろう。

　またエルネストが以前のように笑ってくれるなら、ミカは何でもする。身体を繋げるのも、あれから一度も拒んだ事はない。そんな事でエルネストの見えない心の傷が癒やされるなら、何度でもミカは身体を投げ出せる。

　シーツの上のエルネストの髪に、おずおずと触れてみる。なめらかでしなやかな黒髪は、まるで絹糸のように優美だ。月さえない夜の闇のような、こんなに見事なブルネットを、ミカは他に知らなかった。

　ミカは眠り続けるエルネストの髪を、そっと撫でる。

　エルネストの左の眦の下には、小さなほくろがある。切れ長の青い瞳の下にあるそれは、エルネストの伏し目がちな横顔を悲しげに見せていて、ミカは切なく思えていた。

　その時、エルネストの閉じていた瞼が小さく震え、開いた。覗き込むミカの榛色の瞳と目が合う。途端に、エルネストは跳ね起きた。

「…………！」

　ひどく驚いた顔をしているエルネストに、ミカは慌てて髪に触れていた手を引っ込め、詫びる。

「ご、ごめんなさい。エルネスト様。起こしてしまいました」

　すぐにエルネストはミカから顔を背け、深いため息を洩らした。

「あの、お茶のご用意ができています。ティーコゼーがあるので、まだ冷めていないと……」

　立ち上がりかけたミカの手首を掴まれ、ベッドへ引き倒された。

　ミカは乱暴にベッドに沈み、一瞬何が起きたか分からなかった。すぐにエルネストに覆い被さられ、状況を悟る。

　こんな日の高いうちに求められるのは、初めてだった。いつも夜のお茶を運んだ時だったので、油断していた。

　エルネストのてのひらがシャツの中に入り込み、這い上がっていく。最初の夜の時のように、乱暴にされる事はもうなかった。今は優しいとさえ思える触れ方だった。

　シャツの中の手は、探り当てた小さな突起に触れた。しなやかな指に優しく撫で、触れられる。

　最初はくすぐったく感じていたのに、何度も身体を繋げた今では、そこから身体の奥まで痺れるように感じるようになってしまった。少し弄られただけで吐息は甘くなり、声が上擦ってしまう。

　溢れ出しそうになる声を殺そうと息を詰めていると、覆い被さるエルネストの顔が、触れそうなくらいに近付いた。それでもエルネストは、ミカの目を見ようとはしない。

　ミカも、エルネストの青い瞳が恋しくて、悲しい。

　決してミカを見ようとしない事も、ミカを抱いてもミカを見ていない事も、なによりも、こんなに悲しそうな、寂しそうなエルネストの瞳を見つめるのも、つらく、悲しかった。

　ミカではエルネストを癒やせないと、思い知らされているようだった。

　エルネストの唇が、胸元の消えかけた唇の痕に触れた。柔らかく噛み、きつく吸い付かれ、ミカは思わず甘く高い声を洩らしてしまう。

　エルネストが残す唇の痕は、胸元や腿だけではなかった。背中や腰にも残され、消えかけると再び刻み込まれる。

　ミカが隠しきれないくらいに乱れた吐息をつくようになると、エルネストの指がミカのズボンのボタンにかかった。ボタンを外され、脱がされそうになると、ミカは抵抗ともいえない微かな抵抗を見せた。

　はだけたシャツをひっぱり、むき出しになった下腹をつい隠してしまう。こんな明るい日差しの中でエルネストに組み敷かれるのは初めてで、逆らうつもりはなくとも、羞恥が勝った。

　エルネストは特に咎とがめず、ベッドサイドのテーブルに手を伸ばすと、香油の瓶を手に取り、蓋を開けた。

　ぷん、とゼラニウムの強い香りが漂う。スノーフレークゼラニウムだ。

　ミカのよく知るエルネストの匂いだ。エルネストはこの香油を髪や肌に使っていたので、ミカにはとても馴染みのある匂いだった。

「……ミカ、足を開け」

　慌ててミカは膝を開くが、どうしてもシャツを引っ張ったまま、そこを晒す勇気がなかった。エルネストはミカの微かな抵抗を無視し、香油で濡れた手で足の付け根に触れた。

「あ、あっ……！」

　濡れた感触に、思わず声が出てしまう。この後にくるものを考えると、下腹がぎゅっと締め付けられるような気がする。小さく震えるミカの足の奥に、エルネストの指先が押し当てられた。

「……は……」

　声を殺そうとしても、堪えきれない。ミカの身体は、エルネストの指を覚えてしまった。軽く指の腹で撫でられただけで、ミカの閉じた場所は望まれるままに、柔らかく溶けていく。

　ミカの耳朶に、エルネストの吐息が触れる。ほんの少し上擦り、興奮を感じさせる乱れた息を感じて、ミカは小さく息を飲んだ。

　ゆっくりと、エルネストの指がミカの中へ、沈み込んでいく。柔らかな中を擦りながら入り込む指に、ミカの唇から、堪えきれない吐息が零れ落ちる。

　ミカの甘い息を確かめると、沈められた指はミカの狭いそこを淫らに責め立て始める。柔らかな襞を撫で、擦り、探り当てたミカの最も感じるところを、捏ね、叩く。

「あ、あ、くぅっ……！」

　ミカの身体はエルネストを覚え、すぐに甘くとろける。声を抑えるなんて、できなかった。すぐに指は増やされ、とろけ始めたそこは、粘った水音を立て始めた。

　エルネストの唇が、ミカの細く白い首筋に触れた。甘く歯を立て、吸い付きながら、ミカの中を淫らにかき混ぜる。

「は、あ、あっ……」

　触れられてもいないのに、シャツの下にあるミカの性器は、硬く張り詰めている。シャツを抑えるミカの指まで濡れるくらいに、感じていた。

　熱くなっていく身体とは裏腹に、ミカの心は、泣き出したいくらいに切なく、つらく、苦しい。

　愛されてもいないのに、ミカの身体は喜んでいる。中に迎え入れたエルネストを、恥ずかしくなるくらい貪欲に飲み込み、きつく締め付けている。

　身体だけではなかった。

　愛されていないと分かっていても、心のどこかで喜んでいる浅ましい自分がいる。

　ただの奴隷でも、愛されていなくても、欲望を吐き出すだけの存在でも、今だけは、エルネストがミカのものであるように思えた。

　柔らかくとろけた中から、指が引き抜かれ、代わりにもっと大きく、硬く、熱いものが押し当てられた。

「あ、あっ！　くぅ、あぁあ……っ！」

　狭いそこをこじ開けられる息苦しさと圧迫感があった。痛みは以前ほどではないが、ある。それでも、今だけはエルネストがミカだけのものであると思うと、嬉しかった。これが偽りでもまやかしでも、幸せに思えた。幸せだと感じながら、胸が痛い。息が苦しい。愛されていないのに、エルネストが大好きだと思い知らされる。

　覆い被さるエルネストの背中に、おずおずと両手を伸ばし、流れ落ちる黒髪に触れてみる。

　今だけ、夢を見ていたい。エルネストに愛されていると、嘘でもいいから思いたかった。







　繋がっていたそこからそれが引き抜かれた途端に、どろり、と体液が溢れ、シーツに滴り落ちた。

「……ご、ごめんなさい。すぐシーツを、変えて……」

　ミカはよろよろと身体を起こし、シーツを捲り上げる。

「あとでいい。別に今すぐ変える必要は……」

　エルネストが言い終える前に、階下からミカを呼ぶアンナの声が聞こえた。大分慌てている様子だ。

「……行かないと。すみません、エルネスト様。アンナさんの用事が済んだら、すぐ片付けにきます」

　行為の後は、どうしても足腰に力が入らない。ミカは両足を汚す体液をシーツの端で拭い、ベッドから降りると、ふらふらしながら脱ぎ散らかした服を拾い、身につける。

「俺が行くから、少し横になっていろ」

　エルネストも起き上がり、床に放り出していた服を拾い上げる。

「そういうわけにはいきません」

　足が不自由なエルネストより、ふらふらのミカの方が支度は早い。少し震える足取りだったが、ミカは素早く着替え終え、エルネストの部屋を飛び出す。

「すみません、アンナさん。エルネスト様とお話してました」

　手すりにつかまりながら、ミカはゆっくり階段を下りる。階下で待ち構えるアンナは、心なしか顔色がひどく悪い。青ざめたアンナなんて、初めて見たかもしれない。

「……ミカ……」

「どうしたんですか？　何かあったんですか？」

　アンナがこんなに混乱しているなんて、何か悪い事が起きたのか。ミカは血の気が引く思いだった。

「首都が、反乱軍に攻め落とされたって。王立軍の反乱があったそうだよ……」

　奴隷の暴動なら、最近よくある事だった。王立軍の反乱は全くの予想外で、ミカはすぐ言葉が出てこなかった。

「王立軍の一部が奴隷解放を訴えて反乱を起こして、首都は大変な混乱になっているって。他の都市にも飛び火して、奴隷の暴動に乗じて商店や貴族なんかのお金持ちの屋敷が襲われていて……」

　アンナの話の途中で、がしゃん、とガラスが割れる派手な音が響いた。通りに面した部屋からだ。ミカとアンナは音がした部屋へ駆け出す。

　部屋に飛び込むと、割れたガラスが散乱している中に、大人の拳ほどもある石が転がっていた。この部屋のポーチで、エルネストはよく本を読んでいる。もしも今、エルネストがいつものようにポーチにいたなら。さっと血の気が引いていく。

「どうした。何があった」

　騒ぎに気付いたエルエネストが階下へ降りてきたが、ミカもアンナも、どこから話せばいいのか、ひどく混乱していた。

　部屋の中に散らばるガラスと石で、エルネストも投石でガラスが割られたのだとすぐに気付いた。

「石を投げ込まれました。……エルネスト様、首都が大変な事になっております」

　アンナがおずおずと話し始める。話を聞き終え、暫く無言で考え込んでいたエルネストは部屋の隅のチェストに杖をつきながら歩みより、鍵付きの引き出しを開いた。何かを探し、まとめると、アンナの傍へ歩み寄る。

「長い間、ありがとう。これは退職金代わりだ。首都が落ちたなら、貨幣よりも貴金属の方が価値が下がらないだろう」

　アンナの手に小さな金塊と、ブローチや指輪を載せる。

「エルネスト様……？」

　戸惑うアンナに、エルネストは穏やかに話し続ける。

「もう十分だ。あとは家族の為に、生き延びろ。この分なら、この屋敷も近いうちに暴徒の襲撃があるだろう。もうこの屋敷に通う事はない。家族の為に、生き抜いてくれ」

　話し終えると、エルネストはミカを振り返った。

「ミカ。すまないがもう少しだけ、俺に仕えてくれ。あとほんの少しでいい。その後は、お前は自由だ。他の解放奴隷と同じように、好きなところへ行くといい」

　突然のエルネストの言葉に、ミカは立ち竦むしかなかった。

　奴隷でなくなる？

　どこに行けというのか。エルネストの傍以外に、ミカの居場所なんてない。それでも奴隷でなくなってしまったら、傍には置いてもらえない。

　頭が真っ白になる。エルネストを残して、ひとりで出て行けと言うのか。

　エルネストは、この屋敷に留まるつもりだ。既にこの国は内戦状態だ。この屋敷も遠からず略奪や襲撃を受けるだろう。

　エルネストは、この屋敷と共に滅びるつもりだ。

　だからアンナだけでなく、ミカも逃がそうとしている。

　一緒に生き延びる道を、何故エルネストは選んでくれないのだろう。

　どんなにミカが寄り添おうとしても、エルネストの孤独も悲しみも苦しみも、癒やせない。エルネストをこの世に引き留められない。そう思い知られる。







　ミカは屋敷の門扉にもたれながら、去って行くアンナの後ろ姿を見送った。

　どうすればいい？

　エルネストを守ると誓ったのに、今こうなって、どうすればいいのかさえ、分からない。

　門を閉め、ミカは屋敷へ戻る為に歩き出すが、激しく動揺していた。

　エルネストを守るには、どうしたらいい？

　首都はもう落ちた。首都のルベール家には頼れず、もう帰る事もできないだろう。そしてこの国に、逃げ場はもうないのではないか。それに、エルネストは足が不自由だ。どうやってエルネストを連れ出せばいい？

　目眩めまいがしそうなくらいに、心臓が脈打つ。

　国境を越えるしかない。だが国境を越えた隣国も、同じように干ばつの影響を受け、荒れていると聞いている。では、どこに逃げれば。海を挟んだ対岸の国も同じように干ばつに喘いでいるだろうか。そこまで行くことができれば、平穏に暮らせるだろうか。

　ミカは庭の立木越しに、隣のロンメル家の屋敷を見つめる。

　最後にエレナに会ったのは、撃たれ、警備兵に追われたエレナをミカが庇った時だった。

　あの時、立ち去ろうとしたミカの袖口を掴み、エレナは言っていた。

『ミカ、これからこの国は、大変な事になると思うの。ミカやエルネスト様を巻き込みたくはないけれど……もう私たちでさえ、この先どうなっていくのか分からない。私たちでは何もできないかもしれないけど、でも、それでも、ミカ』

　エレナの言う通り、国は崩壊へと向かい始めた。奴隷解放も暴動も、この苦しい干ばつが数年続いたせいで、燻くすぶっていたものが一気に燃え広がり、起こるべくして起こった。

『ミカが困ったら、私や中佐が必ず助けるから。私を守ってくれたように、守るから』

　ミカは駆け出し、屋敷を仕切る柵に手をかけ、飛び越える。

　奴隷が王立軍の中佐の屋敷を訪ねるなんて、ありえない事かもしれない。いつものミカなら、自分の身分を考え、躊躇し、この柵さえ越えられなかっただろう。

　今、ミカはエルネストの事だけを考えていた。

　エルネストが拒んでも、絶対に、離れない。エルネストがこの国と共に滅びようとしても、絶対に、そんな事はさせない。

　バルテルと約束しただけではない。小さいミカは誓った。

　どんな事があっても、エルネストを守る。

　小さく弱かったミカをエルネストが庇護し、慈しみ、守ってくれたように。エルネストがミカに与えてくれたものを、少しも返し切れていない。

　どんな事をしてでも、エルネスト様を守り通す。

　ミカは風のように駆けながら、そう自分に誓いを立てた。







　ミカは恐れることなく堂々と、ロンメル家の正面玄関から、エレナを尋ねた。

　応対したロンメル家の執事はミカの身元を怪しんでいたが、ミカが隣のルベール家の奴隷である事を伝え、左手首のバングルを見せると、素直にエレナに取り次いでくれた。

「エレナからも若旦那様からも、よくお訊きしております。ルベール家のミカ様がいらしたら、必ず、エレナか若旦那様に取り次ぐようにと承っております」

　壮年の執事はミカを屋敷に招き入れ、案内をする。

「エレナの部屋は一階です。……どうぞこちらへ」

　屋敷は静まりかえっていた。人の気配はない。これだけ大きな屋敷なのに？　とミカは一瞬考えたが、もう避難を始めているのかもしれない。

「若旦那様はご不在ですが、エレナはまだ体調が戻っておらず、休養しております」

　一階南端の部屋の前で立ち止まり、執事は数度ノックをした。

「エレナ。ミカ様がお見えになったよ」

　エレナの短い返事の後、執事はここでミカに待つように告げ、部屋に入っていく。ほどなくして、部屋の扉が開かれた。

　こぢんまりとした可愛らしい部屋のベッドの上に、ピローにもたれ座っているエレナの姿があった。

「ミカ、来てくれてありがとう。お礼にもいけなくて、ごめんね」

　エレナの声は明るかった。顔色もそう悪くない。ほっとして、ミカは安堵のため息をついた。

「エレナ！　傷はもう大丈夫かな。ごめん、大変な時に」

　エレナは笑顔でミカを迎え、緩く首を振る。

「ううん。もう元気なの。でも、ノルベルト……中佐が、大事を取った方がいいって。ごめんね、心配してたよね。会いに行けなくて、ごめんなさい」

　ミカはふるふると首を振る。

「ぼくこそ、ロンメル中佐のお屋敷にまで押しかけてごめんなさい。……でも、どうしても」

　エレナはミカの手と取り、ぎゅっと握りしめる。

「困った事があるなら、力になるわ。私も、中佐も。……だから、私のところに来てくれたのよね。ミカの力になれるなら、嬉しい」

　エレナの手の温かさに、ミカは泣きたくなっていた。

「何があったの、ミカ。言ってちょうだい。私たち、あなたの為に最善を尽くすわ。あなたが私たちを守ってくれたように、私たちも、あなたとあなたの大切なものを守るわ」


十　誰よりも君を愛す







　ミカがロンメル家の屋敷に向かって駆けて行く姿が見えたが、エルネストの心は凪いでいた。

　十分、ミカは犠牲を払った。

　もうこれ以上、未来のないエルネストの傍にいる必要はない。

　ポーチからミカを見送り、エルネストは木陰の椅子に座り込む。

　この木陰のポーチで、よく小さいミカの勉強を見ていた。あの頃からミカはなんにでも一生懸命で、努力家だった。

　健やかに育っていくミカを見守るだけで、エルネストの心は慰められていた。エルネストが得られない、未来の夢を見せてくれただけではなかった。

　ミカがいるだけで、毎日が鮮やかに彩られ、輝いていた。

　闇すら生まれない虚無だったエルネストの凍った心を、ミカは幼い手で温めてくれていた。小さな灯りで照らし続けてくれた。

　もう十分だ。ミカはずっと傍に控え、エルネストを支えてくれた。

　たくさん傷付けた。ミカにとって一生忘れられない傷にはなれただろう。ミカに愛されなくとも、憎まれても構わない。ミカの記憶に残れるなら、それでいい。

　これからミカに、幸せになって欲しかった。

　悲しませ苦しませて、今更何を言っているのかと自分でも思う。

　こんなところでミカを死なせたくなかった。

　ミカが愛した女と、どこかへ逃れ、平穏に暮らせるなら、そうして欲しかった。

　ミカはエルネストに命を救われた事を忘れていないだろう。そういう子だと、よく知っている。

　エルネストを憐れみ、恩に縛られているなら、解放したかった。もう十分に、ミカは尽くしてくれた。献身けんしんといってもいいくらいに。

　この国と共に滅ぶのは、自分だけでいい。







　これからひとりで、最後の日までどう過ごすか。

　書庫で本を積み上げながら、エルネストはそんな事を考えていた。

　こうして振り返り改めて気付いたが、好きでもない本を読んでいたようで、まだ読みたいと思う本が少なからずあった事だ。

　自分でも無為に、無気力に生きていたと思っていただけに、意外な気持ちだった。

　この国と一緒に滅びるまで、慣れ親しんだ書庫で過ごすのも悪くない。

　そんな事を考えていたその時、荒々しく書庫の扉が開かれた。飛び込んできたのは、ミカだった。

「エルネスト様！　今すぐ荷造りをして下さい！　エリンを脱出します！」

　ミカが何を言い出したのか、エルネストは訳が分からず呆然としていた。そもそもミカは、エレナに会いに行ったのではないのか？

　それとも、エルネストだけをエリンから逃そうとしているのか。事態が飲み込めず、エルネストは暫く沈黙していた。

「あまりたくさんの荷物は持ち出せません。必要最小限にまとめて下さい。……何か、荷物をつめる鞄かばんを探さなきゃ。そうだ、以前、首都の旦那様がトランクに小物をたくさん詰めて送って下さいましたね。あのトランクを探してきます！」

　書庫から飛び出していこうとするミカの手を慌てて掴んで、引き留める。

「待て、ミカ。俺はここに残る。どうせこの足だ、逃げたところで」

「いいえ！」

　いつも大人しいミカが、大声で、きっぱりと言い切った。

「いいえ！　ぼくが必ず、安全なところまでエルネスト様をお連れします。ミカは、初めてエルネスト様に逆らいます。そのご命令はきけません！」

　こんなミカを見た事がなかった。明るく元気な子だったが、内気で大人しく、気が弱いところがある子だった。

「ぼくはエルネスト様のお傍から離れません。エリンを脱出しても、ご一緒します」

　ミカの強い言葉に、エルネストは気圧されていた。そう言い放ったミカは、書庫から飛び出し、廊下を駆けていく。

　訳が分からない。

　ミカは一体、何をしようとしているのか。

　エルネストの足で徒歩では、到底この街から出られない。今や馬や馬車は奪い合いだ。それにこれからエリンを脱出しようとする貴族や裕福な商人たちもいるだろう。手に入れるのは不可能なはずだ。

　再びミカの足音が近付いてくる。開け放たれた書庫の入り口から顔を出した、トランクを抱えたミカがエルネストをせき立てた。

「トランク、見つかりました！　エルネスト様、早く準備をして下さい。時間がありません！」

　ミカは素早くエルネストに歩み寄ると、片手にトランクを抱え、片手でエルネストの手を取り、歩き出す。あまりのミカの気迫に、エルネストも言いなりにならざるを得なかった。

　今のミカに何を言っても通じない上、エルネストの命令は聞けないときっぱり断られ、仕方なくエルネストも言いなりに荷物を詰め始める。

　ミカが何を考えているのか、しようとしているのか、分からない。

　ミカは屋敷中を駆け回り、荷造りをしているようだった。エルネストの話に聞く耳ももたず、宣言した通り、エルネストの命令は一切聞かない姿勢を貫いていた。







　夕方になると、ミカはまとめた荷物を玄関へ運び出し、せわしなく庭と屋敷を往復していた。

「逃げ出すなら、やはり夜がいいと聞きました。ただ、街道は多少の危険があるとも」

　ミカは荷物の点検をしながらエルネストに話し続ける。

「エルネスト様の銃に頼る事もあるかもしれません。……できる限り安全にお連れしたいけれど、こんな混乱では、それも難しいです……」

　ミカはしゅんと俯く。

「……ミカ。何度も言うが、お前はもう自由にどこに行ってもいい。十分、俺の為に働いてくれた」

　ミカは顔を上げ、きゅっと唇を引き結ぶ。

「左手を出せ。その奴隷のしるしを外そう。最後にお前にしてやれる事は、それくらいしかない」

　ミカはさっと左手を背中に隠す。

「いやです」

　きっぱりと言い切った。

「ミカ！」

「いやです！」

　もう一度、はっきりとミカは拒絶した。

　一体、ミカは何を言っているのか。自由になれるのに、ミカの身体をもてあそび傷付けたエルネストから逃げ出せるのに、何故、拒むのか。

　ミカの気持ちが少しも分からないエルネストは、戸惑わずにいられなかった。

「死にかけたお前を俺が買い取った事に恩義を感じているなら、それはもういい。十分お前は、俺に返してくれた。……これからは、自由に」

　そこまで言いかけた時、二頭立ての幌馬車が屋敷の前に横付けされた。ミカは素早く門へと駆け寄り、開け放つ。馬車を屋敷の前まで誘導し、ミカは御者ぎょしゃ台だいにいる少女に手を差し伸べた。

「……ありがとう、エレナ。本当に、ぼくを、助けてくれるんだね……」

　ミカの声は、今にも泣き出しそうだった。ミカの手を取り、金色の巻き毛の少女が降り立つ。

「エルネスト様。初めてお目にかかります。私は王立軍中佐ノルベルト・ロンメルの妻エレナです」

　エレナはエルネストの前に立ち、一通の手紙と、折りたたんだ地図を差し出す。

「これはエシカ王国までの地図です。馬車でも通れる道を選び、しるしをつけてあります。エシカの南に、ニールベリーという港があります。そちらに、サクロナ王立軍の軍船が偽装した商船が停泊しています」

　ロンメル中佐の妻？　ミカの恋人ではなかったのか？　そもそも奴隷だったはずだ。ますますエルネストは混乱していく。

「この船は対岸の国へ亡命する人たちや、この国に奴隷として連れてこられた人たちを母国へ運ぶ為の船です。夫が乗船できるよう手続きし、証書を手に入れてきました」

　エルネストに手紙と地図を手渡し、エレナは続ける。

「出港は四日後です。馬車でもギリギリかもしれません。……この馬車は、夫からミカへ贈られたものです。すみません。ご用意できるもので一番いいものが、これだけでした」

「ありがとう、エレナ。……無理なお願いをして、ごめんね。本当にありがとう」

　エレナは緩く首を振り、笑みを見せる。

「言ったでしょう。ルルシャ人は、絶対に恩を忘れない。絶対に返すって。……手伝うわ」

　てきぱきと荷物を幌馬車に詰め込み、ミカは毛布を敷き詰めた馬車の荷台へ、エルネストの手を取り、乗せる。事態が飲み込めないエルネストは、ただ言いなりになるばかりだった。

　御者台に座ったミカは馬の手綱を握り、エレナへの感謝を再び口にした。

「ありがとう、エレナ。君の事、忘れない。いつかまた、会おう」

「私こそ、ありがとう、ミカ。……あなたは、私と私たちの子供を守ってくれたわ」

　エレナは手を差し伸べ、最後の握手をミカと交わす。

「私、お腹に子供がいるの。私たち、この子を奴隷にしたくないの。勿論、私も、奴隷なんかじゃないわ。この子と、中佐と、私と、皆が笑って暮らせるように、戦い続けるわ。……ありがとう、ミカ。私たちを守ってくれた事、忘れない」

　固く握り合った手を離し、ミカは手綱を握り馬車を走らせ始めた。

「いつか、エルネスト様と帰ってくるから！　どうか、元気で！」

　振り返り、遠ざかるエレナにそう叫ぶ。

「ミカ！　私、中佐の為なら命だっていらないっていったわね！　あれは、嘘だわ！　中佐と生きていくわ！　だからミカ、あなたも……」

『エルネスト様と、生きて』そう叫んだエレナの声は、ミカにもエルネストにも、届かなかった。

　御者台のミカは、泣いているのかもしない。啜すすり泣く小さな声が聞こえる。

　エレナがロンメル中佐の妻だった。

　エルネストは片膝を抱えながら、呆然としていた。

　勝手な思い込みだけで今までミカを傷付けていた事実に、エルネストは激しく動揺していた。

　これほど身勝手にミカを傷付けたのに、何故、ミカはエルネストの許を去らないのか。

　杖がなければ歩く事もできない。今こうして身ひとつで逃げ出し、もうかつてのような資産もなくなる。そんなエルネストに仕えても、ミカにとっていい事はひとつもない。

　命を救われた恩義を感じて、そしてエルネストを憐れんでいるなら、もう忘れて欲しかった。

　負い目だけがミカを縛り付け、憐れみだけでエルネストに手を差し伸べるなら、それはエルネストにとって、何よりも残酷な献身だ。







　二頭立ての幌馬車は、夜の街道をひたすら進み続ける。

　四日後までにエシカのニールベリー港に辿りつかなければならない。馬は貴重だ。何かあっても換えはない。適度に休ませ、エシカまで持たせなければならない。

「エルネスト様、寒くはありませんか。すみません。乗り心地が悪いから、疲れていますよね。もう少ししたら馬を休ませるので、その時は外で休憩しましょう」

　ミカに馬車を扱えるのかとエルネストは考えていたが、思えばミカはロサ族で、子供の頃は大陸中を旅していた。馬や馬車の扱い慣れていても、不思議ではなかった。

　ろくに返事をしないエルネストに、ミカは話し掛け続ける。

「ちょっとだけ、懐かしいです。ぼくは子供の頃、両親や同じロサ族の人たちと、こうして幌馬車で色々な国を巡っていました」

　星空を見上げながら語るミカは、とても嬉しそうだ。厳しい旅路になるだろうに、ミカは不思議と、明るく、前向きだった。

「そういえば、エルネスト様とエリンの外に出るの、初めてですね。どこかに旅行に行くみたいで、楽しいです」

　ミカはそれほどお喋りではない。今、とても饒舌じょうぜつなのは、これからの不安を考えないようにする為か、エルネストの為に話し続けているのか。はしゃいでいるように見せかけているだけだと、エルネストも気付いていた。

「……ミカ。ロンメル中佐が……王立軍が奴隷解放に関わっていると、知っていたのか？」

　疑問だった事を尋ねてみると、ミカは緩く首を振った。

「何も。ただ、エレナが何か大きな秘密を持っていて、その為に何かをしているんだ、という事だけは」

　ミカはエレナと出会ってからの、今までの経緯けいいをぽつぽつと説明してくれた。今まで話せなかったのは、秘密を守りたいエレナの願いだったからだ。ミカはひたすらに、たったひとりの友達であるエレナを守り続けた。

「……友達だから、助けたかったんです。エリンに連れてこられて、初めてできた友達だったから。あんなに一生懸命だったエレナを、信じたかったんです」

　ミカは小さな頃から、何も変わっていなかった。

　生真面目で、一生懸命で、優しい子供だった。大きくなっても、それは変わらなかった。







　ミカは野営も手慣れていた。持ってきた小さな鍋や食材で器用に簡単な食事を作り、お茶まで淹れていた。馬を休ませながら交代で仮眠を取り、順調に進んできたが、大きな問題もあった。

「これから国境を越えなければなりません。今のところ、盗賊や強盗には遭っていないけれど、無事に進めるか、少し心配です」

　馬車は山道に差し掛かった。この山を越えれば、エシカ王国領へ入れる。エシカの状況もサクロナとそう変わりはないだろうが、まず、問題なのは、ミカの言う通り、無事に越えられるかどうかだ。

　内戦に陥おちいるサクロナから脱出しようとする者たちを狙う盗賊や強盗の類いが待ち伏せている可能性もある。

　背を向けて御者台に座るミカの背後で、エルネストは銃の確認をしていた。

　せめて、ミカだけでも無事に国境を越えさせたい。

　今まで苦しめ、深く傷付けたミカにしてやれる事は、それくらいしかない。自分はどうなってもいい。ミカにだけは、生き延びて欲しかった。

「今のところ、無事に進めているけれど……あとは祈るしかありませんよね」

　今まで前向きに振る舞っていたミカも、少々不安げな声だ。

　エシカへの山道は、思ったほど悪路あくろではなかった。切り出した木材を運ぶ為か、よく整備されていて、おそらくここは普段からよく使われていると思われた。

　順調に進み、夕暮れまでには山道を越えてエシカの街道に出られそうだ、と安堵した時に、突然現れた男たちに行く手を阻まれた。

「待ちな！　ここはエシカとサクロナの国境だ。通るなら、通行料を払っていけ！」

　男たちはエシカ、サクロナどちらの王国軍の人間にも見えない。いいところ脱走兵か、山賊か。そんな荒すさんだ風体だった。

「坊主、降りてこい。通行料を払わない限り、進めると思うなよ」

　男たちに馬の轡くつわを取られたミカは、諦めて御者台を降り、懐を探る。

　何故、エルネストを呼ばないのか。幌の中にいるエルネストは、苛立ちながら動かない左足を引き摺り、御者台へにじり寄る。

「……ごめんなさい。手持ちは少ししか」

　ミカがためらいながら差し出したものがなんだったのか、エルネストからは見えない。エルネストはそっと御者台の影から様子を窺う。男たちの数は五人。木立は立ち枯れ、茂みも枯れていて身を隠せるような場所はない。隠れている者はいないだろう。

「なんだ、懐中時計と小銭か」

　ミカのてのひらを見て、男は不満げに鼻を鳴らす。

「お貴族様か金持ちの商人様が亡命するんじゃないのか？　お前は奴隷だろう？　主人はどうした。幌に隠しているのか」

「坊主、これっぽっちで足りると思ってるのか？」

　男たちに迫られ、ミカは小さく震えている。

「こ、これしか手持ちがないです。逃げるのに精一杯で、どうか、お願いします。これで、許して下さい」

　ミカが差し出したのは、ミカが持つわずかな金銭と、何よりも大切にしていたバルテルの形見の、懐中時計だった。

　エルネストは傍らの麻袋と銃の場所を確認する。不自由な足では少し動くのも困難だ。焦れながら、エルネストは銃を手に取る。

　男の数は五人。銃は二丁あるが、装填そうてんできる弾丸は一発ずつだ。それで瞬時に五人全員を射殺するのは不可能だ。

「仕方ねえな」

　首領らしい男は、じろじろとミカを眺める。

「女みたいに可愛い顔してるな。……よし、分かった。お前が身体で払っていけ」

　思いも寄らない言葉に、ミカの華奢な肩が、びくん、と震えた。

「俺たちも長い事山ごもり続きで、もてあましてるんだよ。お前が俺たち全員の相手をするなら、通してやる。お前が身体で俺たちを満足させられたら、大事なご主人様にも手出しはしないでやるよ」

　下卑げびた笑い声が響く。ミカはてのひらの懐中時計を見つめ、俯いていたが、さっと顔を上げた。

「本当ですか？　主には絶対に手出しをしないと、約束してもらえますか」

　はっきりとした声だった。震えすらもない。ミカはきっぱりと言い切った。

「それで通してもらえるなら、やります。好きにしてくだ」

　ミカが言い終わる前に、一発の鋭い銃声が響いた。

「……金ならある。持っていけ」

　硝煙しょうえんが細く立ち上る銃を片手で構えながら、御者台に身を乗り出したエルネストは、口を開いた麻袋を男たちの目の前に投げつける。

　麻袋に詰められていた金塊やブローチ、ペンダントやカフスなどの宝飾品が、地面に音を立ててばらまかれた。男たちは地面に散らばった大量の貴金属に、わっと群がり、這いつくばる。

「ミカ、早く乗れ！」

　御者台に這い上がり銃を荷台に投げ出す。振り返ったミカに手を差し伸べ、馬車に引き上げると、エルネストは馬に鋭い鞭を当て、走り出した。

「バカな事をするな！」

　ミカをそう怒鳴りつけると、ミカは素早く背後の男たちとエルネストの顔を見比べ、手綱を握るエルネストの腕に、咎めるようにしがみついた。

「エルネスト様！　どうして、せっかく持ち出したのに、エルネスト様の大切な」

「何故あんな条件を受け入れた！　俺の事なんか放り出して逃げればいいだろう！」

　ミカをあんなに傷付けたエルネストを守る理由なんか、ない。それなのに何故、ミカは自分の身体さえ投げ出そうとするのか。理解できなかった。

「だ、だって、ぼくができる事なんか、それくらいしかありません！　奴隷でなかったら、エルネスト様の傍にいられない！　お役に立てなかったら、ぼくなんか……！」

「ミカより大事なものなんか、ない！」

　思わず口をついて出た。

　ミカをあんな奴らに渡すくらいなら、全財産を投げ出しても惜しくなかった。自分の命だっていらない。言葉通り、ミカより大切なものなんて、なかった。

　夕暮れの山道を、エシカの街道目指してひた走る。夢中だった。この先の事なんか、何一つ考えなかった。

　ミカが無事なら、それでよかった。

　この世にミカより大切で、守りたいものなんか、なかった。







「エルネスト様……。エルネスト様！　休ませないと、馬が死んでしまいます！」

　ミカに腕を掴まれ、揺すられて、やっとエルネストは我に返った。

　夢中で馬車を走らせていた。気がついた時には国境の山を越え、暗い森の中を走っていた。

「……ああ、すまなかった」

　エルネストは慌てて馬車を森の小道から外れた草地に寄せ、止める。ミカはランタンを掲げ、素早く御者台から降りると、馬具を外し馬の轡を取り、傍を流れる小川に連れて行く。

「よしよし。喉も渇いてお腹が空いたよね。ゆっくり休んでね」

　馬たちの背を撫で、近くの木立に繋ぐ。御者台から降りようとするエルネストに気付いたミカは、飛んで来て止めた。

「危ないです、エルネスト様！　今、ぼくが」

　差し伸べられた手を取り、見上げるミカの榛色の大きな瞳を見つめると、ミカは小さく息を飲み、かーっと顔を真っ赤にしていた。

「ありがとう、ミカ」

「い、いえ……」

　草地に降り立ち、灯りを掲げるミカはエルネストを小川の傍の倒木に座らせると、慌てて離れようとしていた。

「今、夕食を作ります。道具をとってきますから……」

　離れようとするミカの手を取り、引き留めると、ミカは赤い顔のまま、エルネストを見下ろし、もじもじと目をそらした。

「あの、あの……」

　口籠もるミカの手を引き、目の前に引き寄せると、ミカは俯き、小さく震えていた。

「嘘は言っていない」

　俯くミカの両頬に、そっと両手で触れる。柔らかな温もりに、胸が痛いくらい、切なくなる。

「ミカより大事なものはない」

　ミカの華奢な身体は、小さく震えている。信じられなくとも、当たり前だ。今までどれだけミカを傷付けてきたか。考えたら当然の事だ。

「ミカ、左手を」

　ミカの左手を取り、今までミカを縛り付けていた革のバングルに指をかける。ポケットから取り出した小さなナイフで切り裂き、バングルを外すと、エルネストは小川に投げ捨てた。

　ぽちゃん、と小さな水音を立てて沈むそれを、ミカは呆然と見つめていた。

「もうお前は奴隷じゃない。俺のものでもない」

　ミカの左手を取ったまま、エルネストは続ける。

「今まで、身勝手な気持ちでミカを傷付けてきた。今更どんなに詫びても、それはなかった事にはできない。簡単に許してくれとは言えない」

　跪ひざまずき俯いていたミカは、顔を上げ、エルネストをじっと見つめる。真っ直ぐなミカの瞳を見つめながら、エルネストは語りかける。

「俺は自由に歩ける足もない。今となっては、頼れる資産さえもない。それでも傍にいてくれるだろうか。……ミカより大事なものなんか、ない。ミカが傍にいてくれるなら、他に何もいらない。……一緒に生きてくれるか」

　目の前の大きな瞳が、瞬いた。深いみどりと金色が混じり合う、不思議に綺麗なミカの瞳から、大粒の涙が溢れ、零れ落ちた。

　闇さえ生まれないエルネストの空っぽな心の中に、小さな灯りを掲げて現れたミカは、エルネストの孤独にずっと寄り添ってくれていた。

　ひとひらの闇がエルネストの心を蝕み、覆い尽くしても、ミカは変わらなかった。

　暗闇の中で、たったひとり、弱々しくとも小さな灯りを掲げ、待ち続けていた。

　闇の中でも灯りを灯し続け、ひたすらエルネストの傍に寄り添い、支え続けていた。闇がミカを飲み込もうとしても、小さな灯りを掲げ、立ち続けていた。

　ひたすらにエルネストを信じ、愛し、守る為に、灯りを灯し続けていた。

　ミカの小さな唇が、はっきりと動き、囁いた。

　ずっと触れたくて、触れられなかったミカの唇だ。何度も抱いていたのに、唇にだけは触れられなかった。許されないと思え、一度も触れる事ができなかったミカの唇に、初めて、唇で触れた。

　甘く切なく、柔らかな唇に、数度触れ、離し、ミカの両頬をてのひらで包む。

　溢れる涙を拭いもせずに、ミカはエルネスト見つめていた。どんなに傷付けても、ミカはエルネストを信じてくれていた。信じ、寄り添おうとしてくれていた。

「……君を愛している」

　ミカの頬を包んでいたエルネストの手に、ミカの指先が触れた。

「エルネスト様が、大好きです。子供の頃から、ずっと、ずっと好きでした。何度でも、言います。エルネスト様が、大好きです。大好きです。大好きです……」

　泣きながら微笑むミカの唇に、再び触れる。







　抱きしめたミカの身体は、折れそうに細い。

　こんな華奢な身体を手ひどく犯していたと思うと、心の底から後悔せずにいられなかった。

　腕の中のミカは、恥ずかしそうに目を伏せながらも、笑みを見せてくれていた。

　こんなに満たされて幸せな気持ちになった事は、事故に遭ってから一度もなかったよう気がしていた。

　纏っていたクロークを脱いでミカを横たわらせると、ミカは「汚れます！」と慌てて止めようと跳ね起きたが、キスで口を塞ぐとすぐに力が抜けてしまったのか、エルネストにされるがままになっていた。

　半裸のミカをクロークで包みながら、柔らかな唇に甘く噛み付く。噛み、軽い音を立てて吸うと、ミカは切なげな吐息を洩らしながら、覆い被さるエルネストの背中に、おずおずと両手を伸ばした。

　その仕草さえ、切なく、愛おしく思える。

　唇に、頬に、額に、瞼に、眦に、幾度も口づけながら下腹を撫で、硬くなり始めたミカのそれに触れると、ミカの細い喉が、小さく鳴ったが、拒む仕草はなかった。

　羞恥に眦を染めながらも、以前のようにひどく震える事はない。エルネストは、まるで初めて抱き合うような気持ちさえなっていた。

　いや、初めてかもしれない。ミカの心を手に入れて、愛を伝え合う為に抱き合うのは、これが初めてだ。

　幾度か擦り上げただけで、耳朶に触れるミカの吐息は、ひどく荒く、切なく、甘くとろけ、エルネストを煽り立てた。

「エルネスト様、だめです、もう……っ……離して、くださいっ」

　甘くとろけながらも泣きそうな声でミカは必死に訴える。しっかりとミカのそれを包むエルネストの手を剥がそうと必死に手をかけるが、全く力が入っていなかった。

「気にしないでいい」

　そう言い聞かせても、ミカは必死だ。

「だめです、だめですっ。エルネスト様の手が、汚れ、あ、あっ！」

　エルネストのてのひらで、限界を訴え、びくびくとそれが脈打つ。溢れた体液を絡めながら粘った水音を立てて擦り上げると、ミカのなめらかな下腹が震えた。

　きつく握り込み、根元からきゅっと扱き上げると、せき立てられるままにミカはエルネストのてのひらに熱を吐き出してしまった。

　荒い息を吐きながら、泣きそうなミカはエルネストの手を必死に掴む。

「ご、ごめんなさい。我慢できなくて、エルネスト様の手を汚して」

　緩く開いたミカの唇に口づけ、触れた舌先に甘く噛み付くと、エルネストの手を掴んでいたミカの手から、力が抜けていく。

　ちゅっと音を立てて小さな舌先を吸い、ミカの緊張を宥なだめながら、閉じかけた足の間に手を伸ばす。ミカは甘くとろけるキスに夢中で、気付いていないようだった。

　ミカの体液で濡れた手で、まだ閉じたそこに触れる。触れていたミカの唇から、驚くほど甘い声が零れ落ちた。

「……あ、あっ……！」

　甘く切なげな声だ。傷付けないようにそっとそこを撫で、体液を塗り込む。ミカはエルネストの唇で塞がれていた唇を引き離し、身をよじりながら自分の唇を片手で抑えた。

「ふあ、あ、あ！」

　堪えきれないのか、塞いだ指の隙間からも、短く喘ぐ声が漏れ聞こえた。

「ミカ、痛くはしたくない。力を抜け」

　短く荒い息を紡ぐミカの胸元に口づけ、宥めながら、ゆっくりと指を沈めていく。

「……あ、うあ、あ……っ！」

　今までに聞いた事がないくらい、感じている、とはっきり分かる声だった。傷付けないように慎重に、中を埋める柔らかな襞をなぞり、指を根元まで埋め込む。ぎゅうぎゅうと痛いくらいに指を締め付けてくるが、ミカの声も吐息も、今まで聞いた事がないくらいに、甘い。

　身体を起こし、まだ口を抑えて身震いしているミカの耳元に囁く。

「ミカ。痛まないか？　……苦しくないか」

　ミカは小さく首を振り、口元から手を離す。ミカの唇から、飲み下しきれない透明な雫が溢れ、唇を濡らす。

「い、いたく、ない、です。で、でも、あ、あっ」

　唇を濡らす雫を舐め取りながら、沈めた指で締め付けてくる襞を撫で、擦ると、ミカの内腿がびくびくと震えた。

「あ、あっ……！　ふあ、やめ、あぁあっ……！」

　ミカもこんなに感じるのは初めてで、戸惑っているのはエルネストも気付いていた。濡れた唇を舐め、歯列に触れながら囁く。

「恥ずかしがらなくていい。……声を聞きたい」

　口づけを繰り返しながら、指を増やし、ミカの理性を取り払うように、柔らかな中を撫で、擦る。ミカの感じるところを丁寧に探り当て、優しく撫で続けると、堪えきれない甘い声がミカの唇から溢れ出た。

　指を動かす度に粘った水音が聞こえるようになると、ミカは甘い声を抑えられなくなっていた。

　ミカがとても感じている。そのせいか、今までにないくらい、中も柔らかくとろけているように思えた。

「大丈夫か、ミカ」

　目を伏せ、荒く甘い息を吐くミカに囁くと、ミカは目を開けて、エルネストに頬に手を伸ばし、触れた。

「は、はい。あの、その……き、きもちよくて、ふわふわ、します」

　恥ずかしそうに微笑むミカに、胸が締めつけられる。愛しいと思う気持ちが、こんなに切なく、甘く、幸せなものなのかと、噛みしめずにいられなかった。

「力を抜いて、息を吸って」

　ミカの頬に口づけながら、熱くなった自分のそれを、小さく開いたミカのそこに押し当てる。

　ぐっと押し付けただけで、そこはエルネストのそれを迎え入れた。ミカの息が一瞬、詰まる。

「息を詰めるな。ちゃんと息をして、そう」

　震える唇に唇で触れ、囁く。

　小柄なミカのそこは、狭く、きつい。いつでも痛いくらいにきつく、拒むようにさえ思えていたのに、今は違う。熱く柔らかくとろけ、きつく締め付けながらも、奥まで誘うように収縮していた。

　目眩がしそうなくらいに、下腹がとけそうなくらいに、熱く、狭く、甘い。奥まで突き入れてしまいたい衝動を堪えながら、じっくりと埋めていく。

「あ、あっ……、エルネスト様っ……！」

　甘く名前を呼びながら、ミカは両手を伸ばし、覆い被さるエルネストの背中を抱きしめる。

「ミカ。……ミカ。愛してる。ずっと好きだった。俺のミカ……」

　言葉にすると、たまらなく切なく、愛しく、苦しかった。あまりに幸せな苦しさだ。

　背中を抱いていたミカの両手が、エルネストの頬を包む。

　ミカは榛色の瞳にいっぱいの涙を湛え、エルネストを見上げ、微笑んだ。

「大好きです。エルネスト様。大好きです。愛しています。ずっと傍に、いさせてください……」







「エルネスト様！　大きな船が見えてきました！　あれがニールベリー港ですよね！」

　ミカは御者台に立ち上がり、明け方の海原に見える船影を指差した。

「はしゃいでいると落ちるぞ、ミカ。なんとか間に合ったようで、よかったな」

「はい！　……それより、エルネスト様。あの時、山賊に全部貴金属を渡してしまいました。無事に亡命先についても、お金が」

　エルネストは懐に手を入れ、ミカに差し出す。

　ブレスレットや金塊、ブローチなどが、溢れんばかりに握られていた。

「カフスもブローチもペンダントヘッドも、身につけられるものは身につけておいた。当座の暮らしには困らないくらいは残っている」

「……さすがですね！」

　あの時、全財産を投げ出したと思っていたので、ミカはとても驚いたようだった。

「ミカが教えてくれたんだろう。ロサ族は、全財産を身につけて移動生活をしていたと。それに習った」

　ミカは大人しく、手綱を握るエルネストの隣に座る。

「ロサ族がエルネスト様のお役に立てたなら、嬉しいです」

　エルネストはちょこんと揃えて膝に置かれていたミカの手を取り、握りしめる。

「で、いつになったら、様付けをやめるんだ？」

「えっ」

　ミカはかーっと赤くなりながら、俯く。

「そ、それは、その、恥ずかしくて、その」

「対岸の国に渡ってもまだ様付けだったら、ミカに何か罰を与えるか」

「ば、罰ですか！　どんな罰ですか、痛いですか、大変なものですかっ」

　大慌てのミカに、エルネストは笑いが堪えきれなかった。

「様付けをやめないなら、ミカを呼ぶ時は、必ず『俺のミカ』と呼ぼう。それが罰だ」

　ミカはこれ以上ないというくらい、真っ赤だ。真っ赤な顔で、もじもじと口籠もっている。

「そ、それは、ちっとも罰じゃないです……」

「でも、ミカは恥ずかしいだろう？」

「う、嬉しいけど、恥ずかしいです……」

「じゃあ、そうしよう」

　ミカを抱き寄せ、頬に口づける。ミカは首筋まで赤く染めながら、幸せそうに、嬉しそうに微笑みをみせてくれた。

　たくさん傷付けた。泣かせた。苦しませた。

　それでもミカはずっと闇の中で灯りを灯し続けてくれた。

　誰よりも君を愛し、守る。

　君が守ってくれたように、君を愛し、守ろう。











【てのひらにひとひらの花　完】




番外編　イールの暮らし







　サクロナ王国がある大陸から海を挟んで対岸にある国は、イールという名の少し変わった国だ。

　サクロナよりも乾いた気候のこの国は、建築様式もサクロナとは違う。漆喰しっくいと白煉瓦の堅牢けんろうな作りで、木と漆喰でできた華やかな建物が多いサクロナとは雰囲気が違う。質実剛健という雰囲気だ。

　この国は普段からさらりと乾いた国だが、対岸のサクロナ王国周辺を苦しめた干ばつとは無縁だった。ほどほどに雨が降り、肥沃な大河があり、整備された水路もあり、よく考えられた作りの都市だ。そして周辺諸国で唯一の騎士団領で、王ではなく騎士団が治め、イール騎士団領と呼ばれている。

　ルベール商会はこの国と多くの取り引きをしていたので、エルネストはイール語が堪能だった。ミカにも戯たわむれに教えていたので、ミカも話す事ができ、ある程度書く事もできた。暮らすにも働くにも困る事はなさそうだった。

　ロンメル中佐が手配してくれたイール騎士団への紹介状のおかげで、比較的すんなりとふたりは入国できたが、これからここで暮らしていく計画を立てなければならない。

　エルネストが手持ちの貴金属をいくつか売却して、イール首都の片隅にある小さな家を借りる事ができたが、これからどうやって生計を立てるかの問題があった。

　ミカはこれからイールで働くにあたって、自分の得意な事を振り返り、考えていた。

　料理はアンナが主に作っていて、手伝いはよくしていたが得意というほどではない。家事は一通りできるが、これもアンナが主にやっていて、手伝ってばかりだった。

「よく考えてみると、ぼくは何も得意な事がないかもしれません……」

　ミカは青い顔をして、テーブルで書き物をしているエルネストの隣に座り込んだ。

「どこに出しても恥ずかしくない教育は与えていたが、どこかの屋敷で働くのは止めて欲しい」

　思いも寄らないエルネストの言葉に、ミカは驚きの表情が隠せなかった。足が不自由なエルネストを働かせるわけにはいかない。当然ミカが働き、収入を得るつもりでいたのだ。

「どうしてだめなんですか？」

　エルネストはぐっと言葉に詰まったが、ミカは気付かない。

「執事は難しいかもしれませんが、従僕か近侍きんじなら雇ってもらえるかもしれません。それならいいですか？」

「だめだ」

　はっきりと拒否し、口を噤つぐんだエルネストだったが、暫く黙り込んだ後、渋々、という風情で再び口を開いた。

「俺が働くから、家にいて欲しい」

　エルネストが働く。人目を嫌う、人嫌いのエルネストが、働く。今まで働いた事がないエルネストが、働く。

　その発想はなかった。意表をつかれたミカは、すぐに言葉が出てこなかった。

「足が不自由でも、貿易商なら雇ってくれるかもしれない。これでもサクロナのある大陸と、イール周辺の国の言葉は話せるし書ける。帳簿も付けられる。貴金属や美術品もある程度の目利きができる。やる事がないから本ばかり読んでいたが、おかげで色々な国の言葉が分かるようになった。役に立つものだな」

　確かにエルネストは驚くほど色々な言語の本を読んでいた。時にはミカに訳して読み聞かせてくれた事もあった。

　エルネストはよく雑貨商のメリルの店に通っていたが、あれは買い物はついでで、主に美術品や宝飾品の目利きと外国語の勉強の為だったと、ミカも後々知る事になった。思えば店主のメリルも従業員たちも、色々な国の言語を話していた。人嫌いのエルネストも、メリルにはだけは一目置いていたのを思い出す。

　しばし呆然としていたミカは、我に返った。エルネストだけ働かせるわけにはいかない。

「ぼくも働きます。ふたりで働いた方が、お金が貯められますよ。いつかサクロナに帰る為にも、お金はたくさんあった方がいいです」

　エルネストはむっつりと黙り込んでしまった。

　ミカはまるで気付いていないが、エルネストは、ミカが自分のいないところで誰かと親しくするのが嫌なのだ。大人げない事に。

　働き始めたなら、ミカはエルネストの目が届かないところで誰かと親しくなる。その誰かがミカに懸想けそうをしないとも限らない。ミカに不埒ふらちな事をしようとする輩やからがいるかもしれない。そう思うとエルネストは耐えられないわけだ。

　叶うなら、ミカを閉じ込めて誰の目にも触れさせたくないくらいなのに、目の届かないところになんか、絶対に行かせたくない。

　そんな狭量きょうりょうな事をミカに言えるはずがないので、エルネストは不機嫌に押し黙っているのだ。

　ミカの希望を無視しながら、エルネストは話題を素早く変えようとしていた。

「明日、理髪店に行ってくる。働くならこんな伸ばし放題の髪でなく、短く切りそろえた方が」

「き、切らないで下さい……！」

　エルネストが言い終わる前に、ミカは慌ててエルネストの腕にしがみつく。

「短くても似合うと思います。素敵だと思います。でも、せっかく綺麗な髪なのに、もったいないです」

　ミカはエルネストの黒髪が大好きだった。こんなに見事な、夜の闇のようなブルネットを、他に見た事がない。エルネストに抱かれている時に、この艶やかな黒髪を撫でるのも、素肌に零れ落ちて触れるのも、大好きだった。なにより、闇色の髪がとても似合っていて、エルネストの美貌を更に優美に見せている。絶対に切らないで欲しかった。

「結べばいいと思います。だから、切らないで下さい」

　あまりにミカが必死なので、エルネストも迷いが生まれた。そこまでミカが懇願こんがんするなら、切れない。ミカが悲しむ顔は見たくない。

「じゃあ、働かずに家にいてくれるか」

「そ、それは」

　エルネストを働かせて、自分だけ家にいるなんて、そういう訳にはいかない。ミカは真剣に、必死に、考える。

　エルネストが嫌な顔をあまりせずに、送り出してくれそうな仕事。今すぐ提案できそうな仕事場。

　ミカは毎朝買いに行く、家のすぐ近くのパン屋を思い出した。おいしいパンを安価で売っている、人気の店だ。

「毎朝行っている角のパン屋さんが、誰か手伝ってくれる人がいないか、探してるって言ってました」

　エルネストは再び黙り込み、何か思案しているようだった。

　ミカはやはり気付いていないが、エルネストは今、パン屋を訪れる客層を考えていた。この辺りは住宅街だ。だいたい主婦や家族持ちの男がパンを買いに来る。それに店主夫婦は壮年の落ち着いた大人だった。それならまだ耐えられるかだろうか。

　エルネストがそんな心の狭い、大人げない事を考えているとはつゆほども気付いていないミカは、なんとか許可をもらおうと必死だった。

「おいしいパンの作り方も覚えられるし、ちょっと朝が早いかもしれないけど、いいかと思うんです」

「……ああ、そうだな。それなら」

「いいですか？　じゃあ、パン屋さんに働かせてもらえるか、ちょっと聞いてきます！」

　エルネストの気が変わる前に、ミカは素早く行動に移す。善はいそげだと言わんばかりに家を飛び出し、パン屋へ向かった。

　もしかしたら亡命者は雇ってもらえないかもしれない。だめだったなら、くじけず他の仕事を探そうと思っていたが、あっさりと決まった。

「サクロナから来たのかい。まだ子供みたいなもんじゃないの、苦労したんだねえ……」

　パン屋のおかみは、ミカがイールにやって来た経緯を聞き、眦を拭っていた。

　二十一歳と言っても、多分信じてもらえない。サクロナでさえ疑いの目で見られていたのに、サクロナ人以上にイール人は体格がよく、その中だとミカは更に小さく見える。さすが騎士の国だ。ここで見え透いた嘘を言っても仕方ない。

　素直に本当の年齢を申告すると、パン屋夫妻に涙ぐまれてしまった。

「大丈夫だ。サクロナ人だろうとロサ族だろうと、おじさんたちは差別なんかしないよ。安心して働いて……え。イールの言葉だけなく、フロリナやイクスカネルの言葉もしゃべれるの？　若いのにすごいね」

　エルネストは確かに『どこに出しても恥ずかしくない教育』を与えてくれた。計算も速く、多言語を話せ、気立てがいい上に見た目も可愛らしいミカは、お客受けも良さそうだ。店主は大喜びで雇ってくれたが、大きな誤算があった。

　エルネストが許してくれそうな近所の店で働くはずが、多言語を話せる能力のおかげで、勤務地が角のパン屋ではなく、イール騎士団領最大の港バッゾになってしまった。







「……バッゾ港の店で働く事になった？」

　帰ってきたミカの話を聞いたエルネストは、不機嫌を隠せなかった。

　港なんて、男ばかりだ。荒くれた船員やイール騎士団の海軍士官や海兵が大量にうろついている。どうしてそんなところで働く事になるのか。角のパン屋で働くはずが、何故そんな事になったのか。

　エルネストの不機嫌な顔を見て、ミカは大慌てだ。

「あの、角のお店で作ったパンを、娘さんご夫婦が港にお店を出して売っているそうなんです。で、最近とても忙しくて、港には色々な国の人が来るから、他の国の言葉が話せるなら、手伝って欲しいって……」

「断るんだ」

　即断だ。ミカもこれにはひどく戸惑っていた。

「ど、どうしてだめなんですか……。せっかくエルネスト様が教えて下さった外国語も生かせるし、とても忙しそうだけれど、やりがいもあります」

　ミカは喜んでもらえると思っていたのだ。それなのにエルネストはとても不機嫌で、しょんぼりと俯く。

　しおしおにしおれてしまったミカの可哀相な姿にエルネストも胸が痛くなるが、これはゆゆしき問題だった。

　誰の目にも触れさせたくないミカが、よりによって、客が間違いなくほぼ全部男の港で働く。荒っぽい騎士や海兵や船員ばかりが客層の店で働く。

　全員がミカに興味を持つとは言わないが、少なからずミカによこしまな感情を持つ輩がいるのは目に見えている。それを考えるとエルネストは耐えられそうにない。

「ミカが断れないというなら、俺が店主に断りをいれてくる」

　しょんぼりと俯いていたミカが、ぼそぼそと口を開いた。

「……エルネスト様が貿易商で働くなら、港近くで働く事になります。それなら、ぼくもエルネスト様の近くで働けたら嬉しいです……」

　こんな可愛い事を言われて、拒めるだろうか。ミカのあまりに素直な言葉に、エルネストも思わず顔が赤くなってしまう。あやうくミカの可愛い気持ちに流されそうになったが、ギリギリで踏みとどまる。

「今すぐ決めなくてもいいだろう」

　いくらミカの頼みでも、すぐにはエルネストも気持ちを落ち着けられない。落ち着いて考える時間が欲しかった。

「まだ俺が採用されるかも分からない。数日考えさせてくれ。……ミカが働きたいなら邪魔はしたくないが、港なんか荒っぽい輩やからばかりだ。大人しいミカが働くのは厳しい」

　素直にどこかの屋敷で従僕として働かせた方が、よかったのではないか。

　ミカを誰の目にも触れさせたくない、というエルネストのわがままな願いのせいで、余計に危険な場所で働かせる事になってしまった。

　エルネストも分かっているのだ。

　そんな身勝手な理由で、ミカを閉じ込めて自分だけのものにはできない。

　それに。

　ミカが明るく元気で、楽しそうにしていてくれる姿を見ていたい。閉じ込めてしまったら、ミカのそんな姿は見られなくなってしまう。

　いつでも幸せそうなミカの笑顔を見ていたかった。







　思いの他あっさりとエルネストの仕事は決まった。

　対岸の国々を襲った干ばつで、イールからの輸出が増えたが、サクロナ周辺諸国の言語を扱える人材が、どこの貿易商でも足りていなかった。

　更に言えば、ルベール商会の子息だという身元を明かさずとも、エルネストの立ち居振る舞いは洗練されていて、雇う側には安心感を与えた。更に多くの外国語を操り、宝飾品や美術品もある程度目利きもできるという高い能力の前には、多少足が不自由だというハンデは全く関係なかったようだった。

　元々、足の麻痺以外にエルネストがルベール商会の跡継ぎとして足りない部分はなかった。

「エクセン商会は、とっても大きい海洋貿易商だと聞きました！　すごく忙しそうで大変そうですが、どうか無理はしないで下さいね。身体は大事にして下さい」

　ミカは大喜びだった。

「お休みは同じ日に取れるよう、お願いしてみます。……もしも休み時間があうようなら、エルネスト様に会いに行ってもいいですか？　エクセン商会とパン屋さんはそれほどはなれていないようですし、一緒に帰れたら、嬉しいです」

　こんな風に言われたら、港で働くのはだめだとはもう言えない。こんなに嬉しそうにはしゃぐミカをがっかりさせたくない。結局、エルネストは折れるしかない。

「……ミカ」

　翳りゆく日が落ちる出窓に作り付けられたベンチに座っていたエルネストは、目の前で目をきらきら輝かせているミカを抱き寄せ、笑みのかたちにほころんだミカの唇に、唇で触れる。

　幾度が啄むと、ミカは少し恥ずかしそうに目を細め、笑った。

「……イールでは、初めてですね」

　イール騎士団領に来てから二週間が経ったが、一度もミカに触れていなかった。仕事が決まるまで、ミカには触れないと決めていたからだ。

「ずっとミカを抱きしめたかった」

　膝に抱き寄せながら、ミカの頬や額に口づけを繰り返す。ミカがおずおずと伸ばした両手は、エルネストの頬を優しく包んだ。

「仕事が決まるまで、触れないと決めていた」

　ミカは笑顔で頷いてくれた。ミカはひたすらに、エルネストを信じ、疑わず、真っ直ぐに想ってくれる。

　この世でミカより大切なものはないと、何度でも思い知らされる。

　ミカの笑顔だけが、守りたい全てだ。







　月が昇るまでのわずかな夕闇の窓辺で、腕の中のミカに、幾度もキスを繰り返す。

　何度もミカを傷付けていたあの頃、ミカを抱く度に、金とみどりに彩られた真っ直ぐな瞳が見られなくなっていた。やっと触れる事が許された唇が、愛しくて仕方なかった。

　ニールベリー出港以来、ミカには触れていなかった。今、ミカの身体にはひとつもエルネストの痕跡は残されていないが、そんなものがなくともミカの心はエルネストにあるという幸せと喜びを、噛みしめずにはいられなかった。

　出窓のベンチにふたり肩を寄せ合い、白煉瓦の街が闇色に染まっていくのを眺める。オイルランプの仄明かりに照らされるミカの丸い頬を唇で辿りながら、背中を抱き寄せると、ミカは少し照れくさそうに、くすぐったそうに身体を竦めた。

　唇で頬から顎の輪郭を辿り、細く白い首筋に触れる。たまらなくミカが愛おしかった。エルネストの唇を感じ、甘く切なげな息を吐く胸元に唇を押し付けと、服の上からでも、ミカの鼓動が伝わってくる。

「あの、あの……エルネスト様」

　されるがままだったミカが、恥ずかしそうに身をよじる。

「あの、嬉しいんです。嬉しいけど、恥ずかしくて、どきどきして、どうしたらいいか、分からないです」

　そんな可愛い事を言っているミカの華奢な指は、ベンチに敷かれた更紗さらさを掴み、小さく震えている。

「怖いのか、ミカ」


震えるミカの指を片手で握りながら、布越しの胸に口づけを繰り返す。



「こ、怖くないです。でも、でも、あんまりどきどきしすぎて、心臓が壊れそうな気がします……」

　首筋まで赤く染めて必死なミカに、思わずエルネストも笑ってしまった。

「じゃあ、もっとどきどきする事をしよう」

　布越しにさまよっていた唇で、ミカの胸の小さな突起に触れると、ミカの肩がびくん、と跳ねた。

　布越しにそれを甘く噛み、含むと、ミカの身体から力が抜けていくのがよく分かる。薄い身体を両手で掴んで引き寄せながら、硬くなり始めた小さな突起を食むと、ミカの弱々しい手がすがるようにエルネストの二の腕に触れた。

「あ、あ……くっ……」

　震える声が、心地よく耳に響く。甘く切なげなミカの声をもっと引き出そうと、柔らかく噛み、唇で食み、舌先で押し潰す。

　ミカの唇から、堪えきれずに甘く乱れた吐息が零れ落ちる。力の抜けきったミカの身体をベンチに横たえながら、もどかしい指でシャツのボタンを外し、胸元をくつろげる。

　なめらかな白い胸にある小さな突起は、赤く尖り、張り詰めていて、あどけなさを残すミカの顔には不釣り合いなくらいに、なまめかしい。硬く尖ったそれに直接舌先で触れると、ミカは背をしならせて小さく喘いだ。

「エルネスト様、も、あ、あっ」

　ミカが感じている。そう思うと、もっともっと、その声を引き出したくなる。甘く乱れた声で名前を呼ばれると、理性を蝕まれそうな気さえしていた。

　てのひらでむき出しの胸を撫で、素肌を辿り、下腹へ触れる。なだらかなミカの下腹は、胸を甘く啜られるたびに、びくひくと震えていた。

　音を立てて食みながらズボンのボタンを外し、下着の中に手を差し入れると、ミカのそれは硬く張り詰め、蜜を滴らせていた。

「ミカ、下着が濡れている」

　胸の上でそう囁かれ、ミカは羞恥に身を竦ませた。

「やっ……だって、こんな、あ、あ！」

　下着の中のそれを、エルネストのしなやかな指で撫で上げられ、ミカの喉が小さく鳴った。

　ミカの羞恥とは裏腹に、エルネストの指を喜ぶそれは、べったりと下着を濡らしていく。柔らかく握り込まれ、擦り上げられて、ミカは泣きそうな声で喘ぐ。

「エルネスト様、だめです、あ、あぁあっ！　や、んん」

　下着の中を探る手を止めようと弱々しくミカは手を伸ばすが、全く力が入っていない。次第にミカのそれを撫でる手が、きつく、激しくなる。色づき蜜を滲ませる先端を優しく撫でながら、絡めた指できつく締め上げていく。

「あぅ、ん…！　も、がまん、でき、あ、あ！」

　激しく追い立てられるままに、ミカはエルネストの手に熱を吐き出してしまう。あまりに激しく責め立てられ、ミカはなかなか息が整わなかった。萎えたミカのそれを濡れた手で撫でながら、エルネストは涙の滲む眦に唇で触れた。

「……俺のミカ……」

　そう囁きながら眦の涙を吸い、啄むと、ミカはエルネストを見上げ、恥ずかしそうに微笑んだ。ミカのとろけるような笑顔に、胸が痛くなる。こんな風に笑ってくれる幸せが、嬉しくも切なかった。何度愛していると言っても伝えきれないくらいに、ミカが愛しかった。

　濡れた下着ごとズボンを引き下ろすと、ミカは無意識に膝を閉じようとしたが、内腿にてのひらで触れると、おずおずと震える膝から力を抜き、緩く開いてくれた。

「しばらく間が空いた。……痛むかもしれないな」

　服を脱ぎながら、香油を取りに行こうと腰を浮かせたところで、気付く。ベンチの片隅に、今朝ミカが髪を整えるのに使っていた林檎香のオイルの小瓶があった。林檎香ゼラニウムと葡萄種のオイルだ。

　手を伸ばし、それをミカの体液で濡れたてのひらに取る。

「あの、痛くても大丈夫です。だから、あの……あの」

　真っ赤になりながら、抱いて下さい、と小声でぼそぼそと呟くミカに、思わずエルネストも笑みが漏れる。そう囁いたミカの唇に口づけ、囁く。

「ゆっくり慣らそう。……力を抜いて」

　ミカの緊張を解きほぐすように、濡れたてのひらで足の付け根の奥を撫でる。会陰を柔らかく撫で、それから閉じた場所に指先で触れる。

　ミカの膝がひくん、と震えた。怖がらせないように優しく撫で、濡らしていくと、ミカの吐息は再び甘く乱れていく。吐息が溶けたのを確認してから、ゆっくりと指を沈める。

「……んっ……」

　ほんの少し、苦しそうな声だ。

「痛みは？」

「だ、大丈夫、です……」

　痛むというよりも、異物感が強いのかもしれない。指一本でもミカのそこは痛いくらいに締め付けてくる。

　ミカの額やこめかみに口づけながら、傷付けないように慎重に指を進める。根元まで埋め込んでから、ゆっくりと指を引くと、ミカの唇から、甘い声が零れ落ちた。

「ふあ、あっ……」

　自分でも驚いたのか、ミカは戸惑うようにエルネストを見上げた。

「……気持ちいいのか？」

　ミカは恥じらいながらも、素直に頷いた。

　再び指を根元まで沈め、指の腹で柔らかな内壁を撫でながら、引く。何度かそうして中を擦り上げると、ミカの吐息も中も、柔らかく溶け始めていた。

「あ、あっ……は、んんっ……」

　狭くきつかったそこも、少しずつ馴染み、柔らかくなっていく。指を増やしてもミカは気付かないのか、甘い声と吐息のままだった。

　くちゅ、と粘った音が大きく鳴った。途端に、ミカの腰が逃げを打つように、ずり上がる。

「ミカ」

　優しく呼びかけながら腰骨の辺りを掴むと、ミカはエルネストの身体を挟むように膝をもじもじと寄せる。

「どうした。……いやなのか？」

「ちが、あの…っ…」

　ミカの腰を押さえながら、中の柔らかな襞を探る。ミカの感じるところ探す指は、ほんの少ししこりのある場所を、あっさりと突き止めた。

「あ、あ！　あぁあっ……！」

　ミカの喉が綺麗に仰け反り、高く甘い声が溢れ出た。

　柔らかなそこを傷付けないように、指の腹で優しく撫でる。優しくも激しい刺激に、抑えられない声が溢れる。

「ふあ、あ…っ……は、あ、あ……っ！」

　きつかったそこも、柔らかくとろけ、淫らな音を立てて指に絡みついてくるようになったが、元々小柄で華奢なせいか、それでも狭い。なんとか差し入れた指を中で開けるくらいになったところで、指を引き抜く。

　ミカの腿裏を押さえ足を開かせ、そこを晒し確かめるが、濡れて小さく口は開いている。やはり全部は挿入できそうにはないが、少しでもミカと繋がりたかった。

「ミカ……いいか？」

　覆い被さりながら熱くなったそれを足の付け根に押し付けると、ミカはエルネストの背に手を伸ばしながら、頷く。

　緩く開いたそこに滾たぎった先端を押し当て、ゆっくりと飲み込ませていく。ミカはすがるようにエルネストにしがみつく。

　狭いそこは、眩むような快楽をエルネストに与える。それでも無理に突き入れようとは思わなかった。ミカを傷付けたくない。

　慎重に挿入していく。半分程度まで埋めたところで、ぎゅっとミカの中が収縮し、両足がこわばる。宥めるようにミカの雫を滲ませるそれに指を絡め、撫でると、ミカの足の緊張が緩んでいく。

「ミカ、苦しくないか？　……痛みは？」

　身体を起こしながらそう尋ねると、ミカは眦に涙を滲ませながら、こくこくと頷く。ミカのそれは硬く張り詰めている。痛みはないかもしれないが、少し息苦しそうだった。

　ミカの片膝裏を掴み、開かせて、出血がないか確認するために繋がったそこを晒そうとすると、ミカが慌てて手を伸ばす。恥ずかしさのあまり、隠そうとしているようだった。

「い、痛くないです、だから、エルネスト様も、動いて下さい」

　そう言いながら、ミカの中も激しく締め付けてくる。柔らかくとろけた襞が絡みつき締め付けてくる感触は、下腹から甘く痺れるように伝播していくが、今はそれだけでよかった。揺すり上げ突き上げて快楽を貪りたいとも思うが、ミカが気持ちよくなれないなら、意味がない。

「このままで十分だ。無理をしな……」

　ミカの指が、繋がったそこに触れ、エルネストの硬く張り詰めたそれを辿った。ミカの指は恐る恐るそれを撫で、根元まで確かめるようになぞった。

「あ、あの、あの……」

　ミカは慌ててそれから手を離し、下腹に手を置く。

「あの、ぜ、ぜんぶ、はいってないです……」

　そんなところに気付くとは思わなかった。エルネストは思わず笑ってしまった。

「……ああ。入らないな」

「だ、大丈夫なので、い、いれてください……」

　とんでもなく大胆な事を口にしているが、ミカはどうやら、申し訳ないと感じているようだ。

「無理をして傷付けたくない」

「で、でも」

　まだ何か言いたげなミカを無視して、突き入れたそれをゆっくりと引き、再び沈める。ミカは不意に中を擦られて、派手な声をあげた。

「あ、ぁ、あっ！」

「全部だと、ここまでだな」

　ミカのへその辺りにてのひらを置き、撫でる。細身のミカの腰は女性のようにくびれていたが、その高い腰のあたりにへそがある。考えていた以上に奥まで入るとミカは気付いたようで、一瞬でさーっと血の気がひいたのを、エルネストは見逃さなかった。

「ミカの声が聞きたい」

　ミカを傷付けないように慎重に揺すり上げながら、覆い被さり、囁く。

「ミカの感じている声が聞きたい。感じている顔を見ていたい」

　乱れた吐息を紡ぐ唇に舌先で触れ、なぞり、唇を甘く食む。

　もうミカの泣き顔を見たくなかった。泣きながら耐えるミカを抱いて傷付けた事を、忘れていない。もう二度と、あんな風に泣かせたくなかった。

　ミカの両手がエルネストの背中を抱きしめる。こんな風に、穏やかに愛し合える今が何より大切だった。

　エルネストの首筋に頬を押し付けるミカの唇から、切なげな声が零れ落ちる。ミカの中に埋め込んだそれが揺すり上げる度に、ミカは甘く高い声を抑えられなくなっていく。

「あ、あ、んん、エルネスト様、も、あ、あっ！」

　エルネストを迎え入れ、感じているミカがたまらなく愛しかった。







「いいから、見せるんだ」

　膝を抱えて座り込むミカに、先ほどから言い聞かせているが、ミカは頑なだ。

「傷付いていたら手当しなければならない。気をつけていたが、傷付けていないとは言い切れない。出血がないか、確認したいんだ」

　懇々こんこんと諭さとしているが、ミカはがっちりと膝を抱え、言う事を聞かない。

「ミカ」

　若干怒気を含んだ声で名前を呼ぶと、ミカは俯いたまま、やっと重い口を開いた。

「もし、傷付いていたら、その……もう、抱いてもらえませんか……」

　そんな事を言われると思っていなかった。エルネストは完全に不意打ちを食らった。思わずエルネストも耳まで赤くなる。

「……治るまでは。治れば、また」

　なんとか言葉を絞り出す。エルネストにも羞恥はある。ふたりともお互いの顔が見られず、ベンチに座ったまま暫くもじもじしていた。

　ミカの手が、ベンチに敷かれた更紗の上にあったエルネストの手に触れた。何も言わず、そのままエルネストは触れてきたミカの指を握りしめる。

　ふたり並んで、窓の外の夜空を見上げる。宝石をばらまいたような、きらきらした夜空だった。

　これからどうなるか、先の事は分からない。いつかサクロナに帰れる日が来るのも分からない。

　それでも幸せだった。ミカがいてくれるなら、ミカがエルネストを見つめ、笑ってくれるなら、他に何もいらない。








【終】




【著者略歴】

ペンネームは『宵(よい)』

埼玉県出身。

デビュー作はブライト出版リリ文庫より二〇一六年十月『竜の棲み処』、二〇一七年七月『竜の棲み処　君に至る道しるべ』、二○一九年リブレより『君が僕の永遠なる希望　-竜の棲み処-』


【既刊案内】




■Kindle等

『子犬の王様は無垢の夢を見るか？』

www.amazon.co.jp/dp/B07F2SLHQ４

『滅びゆく狼と最果ての希望』

www.amazon.co.jp/dp/B07FS6WL6G

『騎士の贖罪』

www.amazon.co.jp/dp/B07L9BKSG1

『騎士の贖罪 異聞　恋着』

www.amazon.co.jp/dp/B07K624Z67

『竜の棲み処　君が僕の永遠なる希望』

www.amazon.co.jp/dp/B07QDQBQKF

『牙狼王子の純真』

www.amazon.co.jp/dp/B087C6TQJX

『牙狼王子の純真　番外編集』

www.amazon.co.jp/dp/B08HQ9MBPN


【書誌】

書名：てのひらにひとひらの花

著者名：［著］宵／［イラスト・タイトルロゴ］蔦木 圭

電子版制作日：２０２１年４月25日

WEBSITE：http://yoi.lix.jp/

連絡先：yoi.missing@gmail.com







※本書の無断転載・複製等は、著作権法上禁止されております。

※この物語はフィクションです。

登場する人物・団体・名称等は架空であり、実在のものとは関係ありません。
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